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トイレのことは全てお任せ下さい. /

時代は T OT Oライニンクユニット

器 具 だ け で な く 、 ト イ レ 造 り に 必 要 な 部 材 を 一 括 し て ユ ニ ッ 卜化 し た シ ス テ ム 工 法 の 卜イレ 。

工 期 の 短 縮 、 工 事 管 理 の 省 力 化 、 さ ら に 高 品 質 、 高 性 能 で 在 来 工 法 と 同 等 の コ ス 卜 を 実 現。

大 規 模 建 築 か ら 中 低 層 建 築 、 リ モ デ ル ま で 最 適 な ト イ レ 空 間 を 演 出 。

自 立 壁 シ ス テ ム ト イ レ は 独 立 構 造 で 耐 震 性 も 万 全。

. ビル寿命50年 時 代 : メンテナンス ・改

修まで含めて、ライフサイクルコストでは、ラ

イニンクe ユニッ トが圧倒的に有利 です。

. 工 期 の 短縮 : 13職 種 に お よ ぶ 従 来 工 事

の 設 計 ・工事段階の作業を簡素化、 各 工

- 簡単なメン テナンス . 分 割 ・着脱式の

前 面 板 ( ラ イ ニ ン グ ユ ニ ッ ト ) な ど 、

T OT O独 自 の 構 造 で 点 険 が 容 易 に 行 な

えます。

・脱 臭 機 能 : オゾン脱 臭と排気脱臭の 2

程での施工養生期聞が大幅に短縮、工事 つの方式で、トイレ全体のニオイを追放

管理の手間も大幅に軽減されます。 します。

・現 場 の 汚 れ ・騒 音 の 大 巾削減 : プロッ ・清掃性の向上 お手入れのし易い凸凹

ク積みや、躯体工事、現場加 工も不要。 の少ないデザインです。

日中の改修工事も容易です。 ・耐 震構 造 の シ ス テ ム ト イ レ : 自立構造

園施 工 の 省 力 化 : 床上配管方式のユニッ で、建築躯体の層間変位の影響を受けに

トを組立てるだけで、手配や段取りの手 くく 、 1 Gの 耐 震 強 度 設 計 に な っ て い ま

聞を軽減します。 す。

カタログをご希望の方は 東陶機器側大阪支社までご請求ください。 干530 大阪市北区曽根崎2- 3-7 梅新第一生命ビル東舘 f i 06(364) 1181 



社団法人日本建築協会

年技術者のみなさまヘ

「建築と社会」平成巴年 12月号の

「第43回青年技術者特集号」へのおさそい

日本建築協会誌「建築田士会」は毎年「青年技術者特集号」

を企画し、すて寸こ42回にわたって優秀な青年技符堵を紹介し

てきましTこ。

今回も、青年技術者選考委員会を設けて、青年技術者を選考

いたしますが、昨今の建築に携わる技術者の多様化を考慮し、

設計だけに限らず、計画、構造、設備、施工およびその他

広く、建築に関連する分野から、優秀な青年技術者を募っ

て、その不断の研究努力とすぐれた実績への情熱などを、

「建築と社会」に掲載し、顕彰することにしております。

43回の企画にあたり、日常目立たない対象の実績も含めて、

優秀な実績を積まれてし喝青年技術措のみなさまのご応募を

お待ちしております。

応募提出規定

1. 応募される人は満35.歳までの青年枝術者て・あって、本会

会員に限る。

2. 原則として、本会会員であるすいせ八者を通じて応募す

る。( すいせん用紙は事務局にご請求くださし、)

すいせ入者は被すいせ入者( 青年技術者) の勤務する組織

の上司かよ長とする。すいせん者が学校教官である場合は

この限りでない。また本人が車E織の代表者である場合は自

せんとする。

3. 応募者は、設計( 住宅 ・インテリアを含む) 、計画( 都

市計画など) 、構造、設備、施工、その他の分野にあって、

なしとげたすぐれた実績について、すいせんをうけ、下記の

所要の資料を本会に期日までに提出する。

4. 提出された資料は「青年技術者選考委員会」にかけて選

考する。

5.  r青年技術者選考委員会」において選考されたものは「第

43回青年技初靖特集号J ( 平成 8年 12月号) に記載するとと

もに、記念品を贈呈する。

6. 提出資料

・略歴

本人の氏名、生年月日、最終学歴、業歴、作品経歴など

・選考資料

区董m

A 資料は、 A 3 判用紙10枚以内にまとめる。

① 建 築 設 計 の 場 合

一一鮮明な写真配置図および主要平面図、概要、設計要

旨、その他設計内容を説明するに十づ? な資料

②計画、 構造、設備、施工の場合( それぞれの設計計画

なども含む)

一一上に準じた資料

③ 上 記 以 外 の分野の場合

一一それぞれの分野にふさわしい資料

直萱E

上記A 資料の各実績において、応募者本人が関与した程度、

役割、立場等を明らかにし、 A 資料中、本人が特に貢献した

部分、または力量が活かされたと思われる部分の詳細な説

明、考え方およ例寺来的展望などについて、 400字詰原稿用

紙 5枚以内に平易簡明にまとめたもの( 必要に応じ、図 ・表

を用L 、て差し支えなし、) 。ただし応募者 ・本人の執筆に限る。

・すいせんのことば

原則として、すいせ入者によるすいせんのことば(120字程度)

を添付のこと。自せんの場合は不要。

※「青年技術者選考委員会」において選考 し、採択されたも

のについては後目、本人の写真、青年技術者としてのこと

ば( 青年技術者としての抱負、考え方、信念、建築観等々

を、 400字程度て執筆) の提出をお願いすることにします。

7  . 提出期限 平成 8年 9 月30日開)

B. 提出先 日本建築協会「青年技術者選考委員会」

〒530 大阪市北区梅田 1-1-3-2100

大阪駅前第 3 ビル21階

電話 06-348-0635 FAX .  06-348-0634 

9. 青年技術者選考委員会 ( 平成 8 年度)

委員長 興 謝 野 久/ 日建設計取締役大阪本社副代表

委 員 多 胡 進/ 大阪市立大学工学部長

井 口 勝 文/ 竹中工務后開発計画本部長

山 下 勝/ 双墨設計代表取締役社長

岡 本 弘 之/ 安井建築設計事務所常務取締役大阪事務所所長

山 田 稔/ 関西大学教j受

八 木 大 児/ 平田建築構造研究所代表取締役社長

中 曽 暁 尚/ 鹿島関西支后建築部建築部長

勝 本 健/ 日建設計理事・業務部長

桜井仙三郎/ 大林組本后建築工務部部長

関 川 詞 之/ 大成建設大阪支后建築部管理室次長

建築と社全 ・1996. 8



平成B年度

建築工事実務講習会

主催 制日本建築協会東海支部

日 本 建 築 協 会

企 畠

富田

と き 平 成8年10月3日附 - 申込婆主演 一歩踏み込んだ先手の計画H

午前 9時30介~午後 5 時 下記受講申込書に必輔項をこ官己入の 施 工 計 画

ところ 昭和ピル・9階ホール うえ会貨を添えて東海支部までお申し

( 名古屋市中区栄4丁目 3-26) 込み下さい。引き替えに受講券を発行 細田泰彦氏

定 員 | ∞ 名
致します。 清水麗気粕古屋支度岐阜営業所工事部長

会 費 15 ，∞0円( 含テキス卜代) なお、 F A Xによる申込みは、現金書留

※ i自問51. を含仁。 にて送金して下さい。

※ テキス卜は、当日配布させ

ていただきます。 ・申込先

(紛日本建築協会東海支部

- 趣旨と内容 干460 名古屋市中区栄4- 3- 26

・官公庁 ・設計事務所 ・建設業をはじ ( 昭和ビル愛知建築士会内)

め、設備 ・営繕など幅広い分野の有官E TEL (052)26卜 1451

な技術諸を養成する目的をもって講習 FAX (052)26ト0251

会を開催します。

- とくに取りつきにくい施工計画と仮 ・申i 6. 1脅切日

設見績、現場実務の基礎である積算技 9 月13日幽

術に重点をおき、講義します。 ※ 但し、定員に達し次第締め切ります。

・また、都市案境の変化に伴う法令 ・ - 受付時間

規準の改正なども加え、技術の進歩に 午前 9 時~午後 5 時

即応した知識の修得をはかります。 但し土・日・祝日を除〈 。

• r積算業務」では、建築数量積算基準 ・詳細は、事務局( 田中) へお問い合わ

にのっとり、また「仮設言十函」では具体 せください。

例により、その着工準備から完成に至

るまでをわかりやすく解説します。

昭和ピル

(名古屋市中区栄4丁目 3-26)

付近見取図

*  

適切な施工計画の立案できることが、

建築1見場技術者の必須条件です。安全

で、経済的な施工計画を解説します。

計画と一致した仮殺演を! !

仮 設 見 積

佐渡政勝氏

側大林組名古屋支広建築工事笥3副部長

*  

仮設工事費は、→主には非常に把握し

にくい面があって、ついつい単位面積

当たり、あるいは請負金比率のみで処

理されがちである。施工計画に基づい

た合理的で迅速な見殺方法を解説しま

す。

迅速かつ合理的な積算! !

積 算 業 務

木村敏男氏

附竹中工務唐名古屋支広見旗部見m!! 当課長

*  

見瀬業務のなかで、基本となるのは数

量積算です。この手順、基準を基本に

より合理的で正確な積算業務を解説し

ます。

一一一一ーーー司司司- - - ーーーーーーーー一一一一一一一一一一一一一一一ーキ リ ト リ 紛1- - ー司ーー一一一一ー一一一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー司ー' ー司自由ーーーーーー一一ーーー一一一一一一一一一一一一一一

平成 8年度建築工事実務講習会 東海開催受講申込童

社団法人 日本建築協会東海支部御中

郵 便 番 号
戸J 丸え 講 者 氏

f主 所

事 業 所 名

( または氏名)

担 当 責 任 者

電 話 番 号

会費支払方法 - 現金書留

2  
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平成 Ｘｾ 三 月 日

名 年 齢



30's EYE21世紀への工スキス

第四回

山内靖朗

藤の家建築設計事務所代表

手探りの建築

r30's E Y E- 21也氏: へのエスキス」をテーマ

に、 30代を中心に様々な分野でご活織の

方々をゲスト講師に迎え、 ｦｾ 抹の鱗 ｩ 寅会形式

とは違うrn寄り合も¥伯事液型軽を行う場J
をつくり

たいt考えてL 、ます。気軽にこ努力J l 下さい。

海外建築視察旅行

イタリアの建築と

山岳都市を訪ねる

日 時 1996年 9月27日ω

18: 30- 20:30 

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 山 内 精 朗

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽i墾

参 訓 費 会 員 1，000円、→宣1，500円

* 学生は500円ヲ|

* 含、飲物 ・消間見

* 団体会員扱いは| 社| 名

申 込 9 月18日附までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

①催し名 (30's EYE)  

②氏名

①個人 ・団体会員、→宣の別

伍職場 ・学校名

信渉拍后HB送先

@輯各先電話番号

をお知らせ願います。

* 耕民正を 9 月19日闘に発送

します。

申込先 (扮日本建築協会事業課

大阪市北区梅田トト3-2100

大阪駅前第 3 ビル21階 〒530

F似 348- 0634 TEL.  348-0633 

主催( 紛日本建築協会

若い会員の集い小委員会

主担杉本真一/ 大阪奇車f大学

私の建築はいつも手探りから始まりま

す。手探りとは、五感の全てを使い空気

中に散乱する同じニオイのする・何か'

を掬いとり、この世に生を与える為の

行為です。

表層的消費主義が大輸の花を咲かせる

現代キ土会において、そんなまどろっこ

しい事を… … と一笑に付されるかもし

れませんが、元来デジタルなj皮に乗り

切れない私は、手探りのまどろっこし

さの中で奇数笑みながらじっと待つのが

市封脅キライではないのです。

E宣言十の依頼がきて施主と会う、手探り

から一本の線が生まれ形となり、形は

空間へと成熟を遂げます。空間はその

中に身を置いた次の瞬間、 手探りした

私の手を離れ新たな変容を見せ始めま

す。娘もいない私がシュールな気分に

一瞬スポイル志れるのですが、それは

さておきその空間の空気の粒子には紛

れもなくあの時の手探りで掬いとった

aイ可か' が散らばっているのです。

イタリアを旅すると先唱で「山岳都市」 ・視察先

を自にすることができます。その多く ミラノ、コモ、サンジミニャーノ、

は中世からの都市橋隼を今日に伝える シェナ、フィレンY 工、ルッキオ、

ものであり、傾斜地に点在する住宅や アッシジ、ローマ

尖塔をもった教会のたたずまいは、な . 行程( 予定)

だらかな地形と一体になった柑教的な

景観を生み出しています。

今回のイタ リア建築視察制すでは、こ

うした 山岳都市にヨーロ ッパの都市の

源流を訪t J . . _ さらに、ミラノ、フィレン

ツェ、 ローマの 3都市では、西洋建築の

「本流」をなす建築史の礎を確かめる

とともに、これらと対比的に関係し合

う近代 ・現代の建築を見たいと思いま

す。

皆様のこ参= 加をお待ちしています。

11/ 1  午前・大阪発→ミラノ着

11/2 ミラノ、コモ視察

11/ 3  ミラノ→サンジミニャーノ

11/ 4  サンジミニャーノ→シエナ

→フィレンツェ

11/ 5  フィレンツェ自由視察

11/6 フィレンツ工→J レy キオ→アッシジ

11/ 7  アッシジ→ローマ

11/ 8  ローマ自由視察

11/ 9  ローマ発

11/ 10  午後・大阪着

山内嫡朗 ( やまうち やすあき)

1960 香川県生 まれ

1983 大 阪芸術大学芸術学部長I ! 築学科 卒 業

1983ーエヌ建築政剤事務所勤務

1986ー コラー ジュー 級建築士事務所勤務

1988 礁の家姥築設計事務所設 立

1996 大 阪芸術大学建築三河 2十非常勤講師

主な作品

1988  学校法人あおい学問あおい幼稚悶

1989 学校法人あおい学幽桜あおい幼稚l羽

(第10回三重県建築t ' t 佳作/ 1991)

1990 鮎ヒツレ、門前の家

1993  生桑の家( 第26問中部建聾貫入選/ 1994)

藤 の家

1994 賑町・地蔵の家

(車41回大阪建築コ ンク ール知事世/ 1995)

1995 西淀川 の家

手探りの手の温もりが、その空間を共

有する人に心地よさを与えるのだと私

は信じています。

ものづくりに携わっておられる方なら

誰しも一度は舗食する、生みの苦しみ ・

喜び ・その溜呈を、今回は私の建築作

品を通じて一緒に語り合えれば幸いで

す。 (山内宣言朗)

実施日 1996年11月 1日経由一 10日(日)

定 員 20人( 申込先着順)

* 最少催行人数15人

参 加 賀 会 員 248，000円

一て自主 258，000円

* 視察・交通・宿泊費等を含む。

* 団体会員扱いは| 社 1人。

* 参加者が定員に満たない場合

は参加費 ・条件カ、夜更になる

場合があります。

申 込 ハ ガ キ 、 FAX、電話で

①催し名( イタリアの建築と 山

岳部市を訪ねる)

②氏名、年齢、性別

③個人 ・団体会員、一般の別

哩職 場 ・学校名

⑤ 自宅の住所 ・電話番号

を添えてお申込み下さい。

締 切 9 月30日明)

入金方法・旅行内容等詳細を

10月 l 日ωにお送りします。

申込先鮒日本建築協会事業課

大阪市北区梅回卜 1-3-2100

大阪駅前第 3 ピル21階 〒530

FAX 06-348-0634  

TEL 06-348-0633 

主 催 (紛日本建築協会

方筒寺社近畿日本ツーリス卜

大阪、i掛 旅 行 支 后

3  



「建築と社会」

'96/ 11月号会員作品特集号

¥¥私の空間作法11

4  

原稿募集

神戸情報文化ビル

見学会(再掲)

「建築と社会」て・は、毎月テーマを変え E ご用意願う原稿〔提出資事十) 2. 掲載頁数は、こtthカ頂ける点数にも

て特集号を組んでいますが、今年も、 11 Ｑ Ｎ 写真外観 ・ 内部のプリント Ｒｾ よりますが、原則として、 l 社 ( 1人)

月号誌面で、広〈会員の優れた作品を 3 枚程度( サイズはキャピ | 作品 ・|頁( 予定) 掲載とします。

ご紹介するため、ここ数年聞に設計さ ネ半IJ 程度) 3.建物の補数や特殊な面については、

れた会員各位の作品で、誌面に取り上 2. 概 要 作 品 名 称 と 所 在1也設詐者・ 編集にあた って簡明な補足説明をお

げられていないものを掲載し、唱の空 施工者名、敷地面積 ・建築 願いする場合がありますが、その折

間作法。と称し、特集号を組むことにい 面積・延床面積・構& 見模・ には是非こすお力下さい。

たしました。 工期なと o 4.応募神品が多数の場合、誌面編集上、

建築作品やランドスケープデザイン ・ 3. 説明文設計上の矧数や苦心された 11 月号に掲載できないこともありま

インテリアデザイン等建築に関係のあ 点について300字以内でご すので、ご了承下さい。

るものなら樹IJ は問いませんので、下 執筆下さ い。 ・原稿期日及び送付先

記要項に基づいて原帯創特ご送付下 ・掲載に際しての補足 1.期 日 1996年 9 月30日間[ 必着]

さるようこ案内申し上げます。 1.掲載料はいただきません。但し、掲載 2. 送付先社団法人日本建築協会

ヰ必ヨ法人日本建築協会 写真は白黒とし、こす是出いただいた 編集委員会

編集委員会 写真を掲載します。 11 月号会員作品特集号係

* 写真の撮影者名は、必ずF惜 E願い

ます。

* 写真に著併差等が生ずる場合は、

応募者にて知野買います。

〒530 大阪市北区繕田 |丁

目1-3- 2100

TEL .  06-348- 0632 

FAX. 06- 348- 0634 

新しい街づくりとして、話題の多い神 間を、全体構成のテーマと考えた。その 日 時 1996年 9月10日ω

戸ハーノてーラ ンド。キャナルガーデン 為、高層棟と低層棟の様4 なエレ メン 13:30  - 16:30  

からモザイクへのルートがハーノてーラ ト、表皮、ボリューム等が、動的な均衡 講 師 網 野 正 観/住宅・都市整備公団

ンド広場と結ばれ、このエ リアを一周 状態を保っている関係をイメージした。 都市再開発部設計課長

する。その基点ともいえる場所に、この 5層吹抜アトリウムは、ハーパーラン

建物は位置しています。 ド広場への動線を立体的にからませる

全体の構成は、神戸新開瑚係のエリ 街路としての空間であり、その中を移

アＨＷ ｾＱＶ ｆ Ｉ 及び最 上 部にレス ト ラン 動することにより、それぞれのレベル

(  17・18F) を持つ高層棟部分と、神戸新 で異なったシーンや眺望を、発見し楽

聞松方ホ ール Ｈ Ｔ ｾＶ F) 及び文化商業 しむことができるよう工夫した。また、

エリア ( 8 1  ｾＳ 円のアトリウムで立 その空間は、アトリウム内部だけて完

体的に結ばれた低層部とからなる。情 結するのではなく、サンクンガーデン

報と文化を発信する建物のイメージと や外部の防医望を積極的に内部に取り込

して、アクティブで、現代的なリズム感 む計画とした。特に、各階を結ぶ81シ

のある、親しみゃすい雰囲気を持つ空 ャフ卜は地下から最上部のレストラン

階までを垂直に結び、低層部切〉アトリ

権原良矢/ 坂倉建築研究所取締役

茨木 1*1竹中工務庖設計部

山本信彰/ 竹中lまかJ V所長

定 員 50人* 申込多数の場合は抽選

集 合 王 知 也

* J Rr:神戸」駅下車徒歩約 5分

参 加 費 会 員 1，∞D円、 一般 2，000円

申 込 9 月3 日ωまでに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

①催し名( 神戸情報文化ピル

見学会)

②氏名

ウムを貫通し、独立した シースルー81 ③個人 ・団体会員、一般の別

としてタ闘を鞘数づけている。 任職場 ・学校名

外壁は 4 種の面状の違うモザイクタイ 告尉厄西日送先

ルとし、一部ラス ター織とした。色彩と @ 通絡先電話番号

共に、表皮に太陽光の変化を微妙に写 をお知らせ願います。

しだすテクスチャーによ って、親しみ * 参加証を 9 月4 日附に発送

の有る表情が生ま れるように計画し します。

た。当日、天気がよければ、その木目細 申込先制日本建築協会事業課

かさを十分楽しんでいただけると期待 大阪市北区梅田トトシ2100

しています。 ( 梅原良矢) 大阪駅前第 3 ピル21階 干530

. 建築概要

所 在 地 神 戸 市中央区点川崎町1-5-7

設 計 住宅 ・郎市準備公団関西支社

J} j 余生E築研究所大阪事務所

側凶榔r I 1 務自ff センター

* 神戸新Il f I 社内 装実施設計

竹中工務底

監 理住宅. r . J 1市型車備公間関西支社

関西部市整備センター

FAX. 348-0634 TEL.  348- 0633 

施 工 竹中・鴻池・三井・松村・東洋] V

* 神戸新聞社内袈工事 竹中工務応

敷地面ｾｩＧｩ 6，307.20m'  

ｊｩｬｬ築商品 Ｎｾ 4，204.30m'  

延床市総 42 ，916.17m'  

構 造脱線 S'SRC. RC、 82・18P' P2  

外 装 タ イ ル 打 込 P Ca版

E 矧 1993年 3 月- 1996
i
l' 5  1I 

オープン 1996年 7 )1

キホール・商業施設等は 9 刀(-f' 定)



建築と社会

今月の表紙

表紙デザイン . 立川悦夫

、lacQues Andro(J et Du  Cerceau著

『古代 ローマの建造物』

6 川 'J --'ぷ紙にJ l J丸、た、雄策家

であり版J，I; f ; ゑーでもあるジャッ

ク ・ デュ ・ セノレソーの ｊｾ 反 ｊＧ 町を、

8 }  1¥; にJ1f u' - i J ; 併せた。

1584年にパリでflBi されたf r J l

築l:xl:!t¥rLi vre  d巴5 edifi ces 

anllq噛 Romains ( ，Ii{¥;: ロー

マの他ili 物りには、 .1>よりー品瀦正

にｾるように、 ＱＶ ＱＱ ｴＮ紀の遂を

1:. / : : . めたローマの必出2物の版

1' 1;1 159が以S止されて t 、る。
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9 月号 キーコ ンセプトの新

時代 OS A K A-

10月号/ 最新の大規模スポー

ツ競技施段の段備

編 集 委 員 会 ( 平成 8 年度)
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l l 月号特集私の空間作法" 原稿募集. 神戸情報文化ビル見学会.
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作-E 彊 風

設計監王盟 国

兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

施 工 ・

セ ン タ 一 棟/ 吉 住 工 務 j苫

ホ ー ル 棟/ 新 井 組

丹 波 の 森 公 苑 生 活 創 造

センター棟及びホール棟

人と人、人と臼然との交流のrl-'で新しいライフスタイノレの制 iさを支

援する施設として ｭ 下ｴＮｲｾーサのさ住所 ｦ￬ｬ ｬ 造 セ ンタ ー が ｈｩ 皮の森公苑の

rl' で計画された。

設計コンセプトは、建物引込山かな公苑になじませるだけでなく、

(1然がたのしめ、 l' l t牲とふれあう こと の喜びを感じさせる装置とす

ること 。 また務被された文化計」11め、それを基に新たな文化ぞfill ifi:

して L 、〈場である こ とそi l l . 築的に表現する こ とであった。

胞 設の機ti tt.f，'lJ: 1え上&. ぴ1; .(- .おVF3' 1え上 3株分散配置とし、森{ こ 11'J かつて

IJfl かれ、 ;なを近〈感じさせる逆ノ f ー スペクティブな建物配世とした。

また雄物と森て凶まれた広場は、野外劇場として幸'1m可 能な交ii 伝広

場にするとともに、ホーノレ棟のホワイエと - f;f>:感 ぞもたせ、ホワイ

エのｾＥさを ナ ｊ 惑じさせないように円以 ､ ました 。

デザインモチー フは丹波地岐に なじみのあるものの中から、伝統文

化 の都般を表象するものとして」二蔵、伝統文化を訪ねるとともに、

新たなげi報を発信していく 1"1を表象するものとして陣屋の長届1"1を

り|川 した。

長屋1"1をなすセンタ ー 快は、「保て全の森ゾー ン」の 山門の位出1 こ配し、

｟￬ ＧＺｊＺ ｾ 特 ｩｩｾ からのアプ ロー チにお ｌ 、ては 門 越しに森が透けて 比 えるよ

うエレベータ ー をシースノレーにするなどの商e J . & をした。

センタ - fW( こ入ると、 1"1の '1 'のブリァジから森や街並みが一中高の 絵

のように一望できる。 ここでの- 11寺が人や向然に思いを馳せる場と

なれば utJ- J待している 。

(FIJ '1' 均一/ 兵1' l ! J{ l者11市住宅古J l ' i出浄府県)

所在地一一一一兵庫県氷上郡相原町柏原

敷地面積一一ー一- 650 ，OOOm'  

建築面積一一一ーし 5 2 3 m' (センタ一棟) 、 2 ，451 m'  (ホール棟)

延床面積一一一一 2 ，271 m'  ( センタ 一棟) 、 2 ，9 9 7 m' ( ホー J レ棟)

構造規模一一一一 R C、 l 部 S 、2 F ( センタ一棟) 、 R C、 l 部 S 、3F ( ホール棟)

工 期一一一一 Ｑ ＹＹＴ 年 Ｖ 月 ｾＱＹ Ｙ Ｕ 年ｼ日月Ｈセンア一棟Ｉ

Ｑ ＹＹＴ 年 Ｙ 月 ｾＱ ＹＹＶ 年 Ｓ 月Ｈホール棟Ｉ

最寄駅一一一一 J R福知山線柏原駅

撮 影一一一一高橋裕嗣 ( ' 96 5/ 13撮影)、 5 5大 阪 ※

主幹苑路からのアプローチ

生活創造センター玄関

セン 7 一棟玄関ホールより森を望む

7  



ホ ル 棟 ホ ワ イ エ よ り 広 織 を 望 む

生 活 創 造 セ ン タ 一 棟 プ ロ ム ナ ー ド ホ ー ル 棟 ホ ワ イ ヱ

8  



ホ- ) レ練客席

ホ ー ル 械 玄 関 市

⑦ 

1  ，古平面図 1:5∞ 
保 全 の 森 か ら の 眺 望 出

9  





空 . .  

• i置 風

設 計 監 理 ・

山 口 県 土 木 建 築 部 建 築 課 、 N T T フ ァ シ リティ ー ス

施 工 圃

竹 中 工務 l苫 ・熊 谷 組 ・鴻 池 組 ・安 成工 務 j苫 建 設 共 同 企 業 体

山口県国際総合センタ-

ILJ 口県国防T総 合センタ ーは、アジアを 中心に世界と西日本を結ぶ交

流拠点として言 11lIf l ・建設された多目的総合施訟」てある 。 設計に当た

って特に留意したのは次の点て、ある 。

. 1具. ]1"1討制l夫にJ f i i した水と緑の自然環境に忠まれた良好な立地粂件を

i仏大|保生 かす。

・交流のシンボノレとして本州西端および討i J . ! 1O ( の新たなランドマ ー ク

となるよう、 211止紀に向けた先進性のあるデザインとする。

施設は、同際貿易ピノレ、アリ ーナ、 il 別l犬ゆめタワーの 3 つから構成

されて t 、る 。周辺謝: I J " i : との|民l係より、施設全体を illi に浮かぶ船 ・烏 ・

灯台というわかりやすいイメ ー ジに兄立てデザ、インしている 。 日さ

153mのタワーは、 主主に向かう垂直性を強制し、文字通り|民]1"1日E到来の

ランド、マークになる こ とであろう 。 その項昔11の交流 ・平和昨イメ ー

ジした直径21mのガラスの球は、内部が展皇室 にな っており、ダイナ

ミックで劇的 ・ 全方位的な ｉｾｾ 望が楽しめる 。 外壁の 一 昔 ＱＱ には ｌ ｌｉ 口県

と|民!係の深い '"1'岡山東省の花開岩を使用している 。 これはガラスと

メタノレを rl' 心 とする他の外壁材料と良〈開平11 し、 : 幻十を通じてささ

やかながら交流のお役に立つ こ とを願ったものである 。

( 刑訴 i惚 ・時出来司/ NT Tファシリティ ー ズ〕

匪豆ｾ

筒北断面図 1:1∞o  

所在地一一一一山口県下関市豊前回 3- 3- 1

敷地面積一一一一一 7 ，8削 . 05m'

建築面積一一一一- 6 ，971. 23m'  

延床面積一一一一一 31 ，337. 46m'

構造規模一一一一 S、S R C、日 I F、 11  F  ( $ ' ワ一地上 153m)

工 期一一一一 ＱＹＹＴ 年 Ｗ 月 ｾＱＹＹＶ 年 Ｖ 月

最寄駅一一一一 J R下関駅

撮 影一一一一北嶋俊治・西日本写房

4 西 側 外 観

外 観
V 外 観 (タ ワ ー ラ イ ト ア y プ時)



l  階 展 示 見 本 市 会 場

41首 イ ベ ン ト ホ ー ル

イ ベ ン ト ホ ー ル ロ ビ ー 内 階 段
9 階 海 峡 ホ ー ル

12  



10階 国 際 会 検 場

タワー展望室 3 階

巨亘E

H 皆 平 面 図

巨豆互ヨ

④ 

l 階 平 面 図 1:1刊日

9 - 1 0階 吹 抜

アンテナテ γ キー-

EV非 常 停 止 陪 _ 1(

? っー展望室 3 階 平 面 図 1: 800 

d  

。

タワー展望室 l' 昔 平 面 図 1:8∞ 

13  
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作 . .  

E ヨ風

設 計 監 理 ・

大 林 組

施 工 ・

大本材且

親和銀行千里山社宅

大阪 市街 ぞ 一 望て Ｓ る 小 高 い丘 の 上にあるこ の 建物は、 ｉ ｾｾ ｨ 絡な住宅

地 に特有の生活ｾあふれる雰囲気と同淵しつつも、そうした政境の

中 て有ｾ二感のあるテ可インをテ ー ＿にした 。

会f本を 3 づ子宮11して、 スケ ーノレタ守ウンしたファサー ド は、 アノレミノ f ン

チングメタノレのパノレコニーで表情に変化をつけている 。

ｾｾＮｾｪ 機的て冷ややかで稚いアノレミ、

情緒官勺てlJRかみのあるコロナ状タイノレ、

硬くi l l : いコ ンクリ ート打放し、

それらの［ｻ＼ｾ材の ｃｯ ｮｴｲｵ ｳｴ て、 ｬ 時代のｾ性にマッチした表現守 ＷＲ［ 図し

?こ。

また、大きく張り出したボーノレト屋根、半円状のパノレ コニーとそ の

JI 要パオ、ノレ、アノレミハニカムの円弧状のIH: に よ る 陰i初主、主1 ! 物ぞより

シャープに兄せる効果守犯ったものである 。

平面汗|画では正月低遂のある 敷地を利用して、北f J l lJ に広場、 I利J ! i Jに 住

戸営配出し、ノ ｦ ンチングメタノレの 通 ＩＡｦ ｾ｜ とス クリーン効栄により、ア

ニ メティとプライパシーの確保に努めている 。

ア プ ローチ道路の坂の |ごからふ とJ U . げる時、大きく弧を机〈ボー

ノレ 卜屋 根 の午:¥，徴的なシノレエ ットが釜高〈浮かび上がり、 地 域の人 々

に来見しみ ・やすらぎを与える こ とを期待されている 。

( 紙仰l召三 ・井 上 久 夫/ 大林組本人野市ii f. ll)

所 在 地 一 一 一 一 吹 田 市 千 里 山 西 6 T 目442- 18

敷地面積一一一一 1，280 .95m'

建築面積一一一一一 292. 84m'  

延床面積一一一一一 669. 70m'  

機造規模一一一一 R C、3 F

工 期 ＱＹＹＵ 年 Ｙ 月 ｾＱＹＹＶ 年 Ｕ 月

最 寄 駅 一 一 一 一 阪 急 北 千 里 線 千 里 山 駅

1ft 影一一一一神 史

⑮ 



投 稿

よりよい色彩景観をめざして一大阪市の場合一

安 藤 友 昭

はじめに 大阪市では、平成 7 年 3 月に「アメ ニテ ィと美しさに

満ちた大阪らしい都市景観を つ くる」ことを目的に、「大阪市景観

形成基本言十回」を策定し、現在、その推進に取り組んでし、る 。この

計画てやは、目標実現のための 7 つのプロジ、エク卜を掲げているが、

今回、 これ らのプロジ、エク 卜の中か ら「光と色彩の景観計画IJ をと

りあげ、大阪にふさわしし、色彩景観を創出するための基本事項を取

りまとめた方、イドブック、 『やわらぎ 大阪 ・まちの色』を作成 した。

このガイドフa ツクは、色彩設計に携わる人々に有用なものとする

ため、大阪市域全体の傾向から見た、望ましし、基調色の目安を示す

とともに、色彩設計を行う際の手順や留意点等を提示したものであ

り、今後、これをもとに、市民 ・企業の皆様とともに、良好な都市

景観の形成に努めたい。

ガ イ 問 ク屈 背景と意義

まちを人々が安心しで快適にすごせる; 場とするためには、心がや

わらくや景観を形成していくことが必要てある 。建物一つ一つの色使

いが激しく、ゴらざらしたものでは、心がやわらぐ景観は形成され

ず、また単調な色彩も景観を退屈でつまらないものとする 。適支な調

和と変化のある色彩のまちなみが、 ここちょいやわ らいだ景観をも

たらすのである 。建物などの設計を行う際には、色彩にも十分な配

慮がなされるべきであるが、 実態として、形態や構造に比べ、色彩に

関しては安易に決め られている場合も多〈見受けられる 。

色彩を含めた建牧! 等のデザ、イン IJ:、 言|曲者や?指1者 の創造性が基

本であると同時に、それによる景組は極めて高い公共性を有するも

のとなる 。そこで、今回、良好な色彩景観の形成に向けた指針として、

本方、イドブックを作成したものである 。

ガイド臼 の内容

ガイドブックてやは、つぎのことがらを記述している 。

①大阪市景観色彩表示体系と[ 大阪市色彩景観カラーフレーム]

色 調 色 禍

情 組 "  ".億
一ー←ーーー .. .. 

間い色岡

グレイ ツシユ忽色調

おだやか忽色調

理い色圃

さえた色圃

色彩を表示する :前去は日木工業焼倍。IS) を基本とし、体系化し

た。特に、色彩景観を計画するための大別的な表示として、本市独

自の [カラーフレーム] (図 1 ) による区分表示のブ'Ji. 去を定めている 。

これは、無数にある色彩を、 5つの色調と 10の色湘とにグノレーフサけ

したもので、色彩景観イメ ージの大まかな把握に適する 。なお、色調

とは、近似した色彩をまとめるために 明度と彩度を組み合わせたも

ので、今回、大阪市独自の色調名を設定 している 。

今後は この体系に基づいて色彩景観の検討を行う 。

②大阪市域全体の基調色の目安

色彩景観を形成する色は、建築物や構造物に広〈用いられ、景観の

":l: ill " となる基調色と、地域の特色をより強〈表現し景観の官1" と

なる強調色に大別できる 。不用意な、突出色。を避け、ま t まりのあ

る色彩景観を形成するためには、まず基調色について類似調和が重

要であり、特にその色調を重視する 。

そこで、大阪にふさわしい基調色ぞ把握するため、大阪の中心部

を横断する大) 11 - 中之島一安治川沿い及び‘ 道頓堀川沿いを中心に、

全市域10類型景観、 54地区の実地調査を行ったと ころ、大阪の基調

色はベー ジュ、ク リーム、灰色に近い色など、明るめの低彩度色と

なっていた。この結果から、大阪のi ' li域全体の基調色は [カラ ー フ

レーム] の [グレイツシュな色調] であると 言 え、これをもとに、

景観の基調色に適する使用範囲の目安として示したものが図 2 の

色彩群である 。

③ 地域別色彩景観計画策定と「大川・中之島ゾーンの色彩景観計画」

建築物や構造物の色彩を検討する場合、 地域全体の雰囲気との調

和や、地域の特性 との整合が図られるよう選色する こt が重要であ

る。このためには、個々の対象物の色彩設計に先立ち、街区等を単

位とした地域別の計画を策定することが適当である 。

その手順としては、まず、基調色について、 [カラ ーフレーム] の

色調を重視して検討しその後、色相の範囲を絞り込む。一般的に

は、大阪の基調色が [グレイッシュな色調] であることから、目安と

して示した色彩群の中から色相ぞ絞り込な ことと

'‘ ‘'‘ 
なる 。次に、強調色は基調色との調和を考慮しな

がら、地域の特性や開発コンセプトが表現できる

よう、 [カラ ーフレーム] で大づかみに把握したう

えで、さらに色調 ・色相の両面から、より詳細な検

討を行う 。

図 1 [ 大阪市色彩景 観 カ ラ ー フ レ ー ム ] 注 色訴はそれぞれの [カラーフレーム] の代表色である。

なお、ガイドブックでは地域別計画の事例とし

て、「大川|・中之島ゾーン」をモデルに取り上け¥

望ましし、色彩景観の整備の方向を、 4 つのエリア

に分け例示している( 図 3 ) 。

16  建 築 と 社会 ・1996. 8
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図 2 大阪市の景観基調色の目安 注 印刷による色J <IQのため、実際の質感をn司った 色彩1:. 1; 1. 虫! なん

2  3  

景観 | 水と緑の豊かな住宅地として、温かみ I }II が映えるオフィス街として、風格あ| 文化の薫り高い大阪のシンボル地とし| 文化・情報の水際交流地として明るく

コンセ! のある景観 | る落ち着いた景観 | て、風格を感じさせる落ち着いた景観| 開放的な景観

プ卜 --..._- ，ｾＧＭＭＭＭ --.-_- ＭＮＮ｟ｾ，Ｍ｟ＮｾＭＭＭＭＭＮ｟｟ＮＭ ---.---， 

基調色

事 l 票

[ ク. レイツシュな色調の賞赤 ・黄色] 1  [ク.レイツシユな色調の賞赤 ・黄色] 1  [ クーレイツシユな色調の黄赤 ・黄色] 1  [ ク. レイッシユな色調J[ 淡い色調]

を主とする 1  [ 淡い色調の黄色] を主とする l を主とする | を主とする

t郎、色調 • 
ダν イyシユ .1.  1"才ンンコ 1 1・|・

伝色闇
主6主だ塑や-か

ｊｪ ｦｾ や ￰ 、

紅色調 主皇盟ー

司い色調 でい色調

8えた色調 eえた色調

員い色調

. 1・ . 1・|・|・|・|・|・

4 、色悶

[ おだやかな色調J[ 深い色調] を | 東方は[ ク・レイッシユな色調] I  [ グレイツシュな色調] [ おだやか I [ ク. レイツシユな色調以外] の色調を

目安とする | 西方は[ おだやかな色調] を目安とする| な色調] を目安とする | 目安とする

強調色

蒜 l 票|鍵|霊|岨 1:1 1育|塁|設|主

品、色調 ， ｾｬ 色調

宮 九|・!・|・|・|・|・|・|・|・

注;d' l ・|・|・|・|・|・l

仏、色調

さえた色調

赤 l 聖|民|思|時 l'

Jl l' 色調

官 ユ |・|・l ・|・|・|・1・1・

注官、 |・|・|・|・|・|・l

4い芭周

さえた色偶

ヲー耳 1シユ

主主旦ーー

お宮、 |・|・|・|・|・|・|・|・

友い色凋 |・|・|・|・|・|・|・|・

さえた色綱|・|・|・|・|・|・|・1.

図 3 r大川・中之島ゾーン」地域別色彩景観計画

④施設ごと の色彩設計の考え方と留意点

位|々 の建築物等の色彩設計にあた っては、対象建築物のみが自己

主張しないよう、周辺夢見岐を把握して、 これらと色彩的 なつながり

をもった外観色を選ぶ こ とが重要である 。

使用色は [ カラ ー フレーム] や「景観基制色の目安」を用 いて外 観

の大部分を rl :j める色彩を決定し、アク セ ン トとして一部に他の色彩

を用いる場令は、大部分を r1i める色彩との制手nに配感 しながら、 小

「師fi'; てやセ ンスよく選色 する こ とが重要である 。この こ とは、 地域 景

観 のシンボノレ、ランドマ ー クとなる建築物についても 同 様であり、

強 L、色 ( 日彩度色) を使川し なければそのシンボノレ性を演出て‘ きな

いという こ とて。はなく、素材やデザ、イン ・色彩などを含めた総合的

な検討が望まれる 。

外観 に複数の色 を使mする場令には、ベー スカラ ー ・サブカラ ー

. アク セントカラ ーの 3つに分けて配色する こ とも 一方法ーであり 、

この場合にはベー スカラ ー ・サブカラ ー は基調色、アク セン トカラ

ーは強制色 ととらえて検討する 。

また、突出色を防ぐための惇! な点としては、而砧による色の見え

方、周辺の色制や色柱! との関係などを? 十分考脳、すべきである o 19I J え

ば、 C Iカラ ー ( 企業イメ ー ジ統一色) は高彩j支色 を設定して い る場

令がＭＪ＼、そのまま外観に大而杭て、使用すると や 突出 ｉｉ ｾ ｦｬ になりがち

である 。そのほか、アク セントカラーは小面相て'JTJ L、るこ し 色 数 を

過多 に用 L、ない こ と、無意味 な装飾 イラス トはJIJL 、ない こ とがあ げ

られる。

おわりに 良好な者11市景観 は、i I i 民 ・企 業 ・行政がーイ木とな った

I依り組みにより形成されるものである 。今IjJ lのガイドブックは、 f子

政{j[ IJ からの提案として、特に建築 ・よ 木 ・塗装に携わる方々に広く お

まnら せ す る も の で あ る が、今後、各位の活発な議論を賜る こ t が

できれば幸いで‘ ある 。

最 後 l二、本カ1 ドブック作成にご尽力いただL、た、 関 係者に以〈

感謝の意を表する 。

( あん E う ｴ もあき大阪市日ｼ似 ＧＱ Ｑ ［［￮訂同部地主主計 ｬ 市 Ｇ ｉ ｾ Ａｬｬ主任Ｉ
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5人家族の家

前川治彦

'グ

新しい謝長の出現、あるいは謝知〉変質、崩壊など、近年割主については色々

なことが言われてきましたが、 40才代のご夫婦と小学生 3 人から成る建築主

はそんな話題とは関係がなく、暖かくほのぼのとした五人組でした。

彼( 女) らのご希望は間取りに関しては色4 あるものの、大きな屋根があるこ

と、「木の家」と呼べること、そして高気密高断熱ということでしたが、言宣言十

者としては庭が取れることも手伝い、在来工法の木の馳組と建具だけで、どこ

まて性宅づくりか可能かという意識カ〈平行してありました。

正方形平面を 9 分割し、断面をスキップすることて空間が動き出し、連続聖書と

一体感のあるワンルーム住宅が出来上りました。

環境条件を考えると少4 心配でもありましたが、結果はすこぶる良好で、木の

温もりと大屋根の下の→栂はあたかもこの五人家族の姿を象徴しているよ

うでもあり、言宣言ド者としては「あとはよろしく」と言った心境です。

.U. . f>fl )はるひこ

前川治彦

1953 大阪生まれ

1976 東京大学建築学科卒

東畑建築事務所 撮 影一- K P工 房 賀 川 憲 男

1988 前川治彦建期汗究J斤設立 企画編集一一倉，剃奈子子( 作品作且小委員会)





ga/ / er y ーまち・建築・ひと

第 l OO@Jを迎えて

今や「建築と社会J の 誌 面 に す っ か り 定 着 し 疋 gal l er yのページは、 1985年 1 月号からスタートし、今回で100回 目

を迎えまし定。

このページでは、作自作風小委員会のメン! ¥ーガ包月ひとりづっ企画編集を担当し、自ら選んだ設計者と作自を紹

介 し て い ま す 。 サ ブ タ イ ト ル で あ る 「 ま ち 建 築 ひ とJ ガ 示 す よ う に 、 だ だ 作 自 を 掲 載 す る の で は な く 、 ま ち ゃ

建築についての設計者の蓄え方、或いは、作冒とその使われ万への思いを伝えることをねらいとしてきました。

こ こ に 、 こ れ ま で の 誌 面 に 登 場 し て いZ三だいだ設計替の方々と作自のリストをまとめましだ。

関 西 を 中lω に活躍中の方々が多いのですが、顔ぶれを見ると、気鋭の若手建築家を紹介してきだよう! こ思います。

今後も、若々しい感性あふれる誌面としていき疋いと思っております。 ( 富田 昌 義/ 作昂作風小委員会〕
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いろいろな面で危機に瀕する状態にあ

るというアメリカの都市 ・都市生活に

対し、この本の中で著者逮は、彼らが長

年f守ってきたロスアンジェルスに多く

あるスパニッシュ コロニ アルの中庭型

集 合 住 宅 の 多 機 な 事 例 の 介 析 を 通 じ

て、アメリカにおける建築と都市のあ

り方を語りつつ、その内部・外部の空間

構成や、カリフォルニアの気候 ・風土が

都市に良き影響を及( ; r し人間的な親し

みやすいコミュニティを形成してきた

成 立 過 程 を 克 明 に 解 説 す る こ と に よ

り、集合住宅の望ましい姿、住むに価値

ある都市を産み出す可能性を論じてい

る。著者逮が「この本の主題は都市を再

建していくアーパ ニス.ムである」と語

り、 7 タイプ28練の集合住宅の事例を、

実測図や平・立 ・断面図、写真や文章に

より解説しているが、その類型学的な

設計方法が人間的コミュ ニテ ィの創造

には有効であることが示され、今後の

建築 ・都市デザインに大きな示唆を与

える内容となっている 。 (1.1)

BOOK 

STATI ON 

ブック・ステーション

機騒機織機緩懇機織露翠 機機騒盤機畿機騒綴謬懇懇

講鎖社選. メチ工77 インテリア・スケッチトーク

ルネサンス理想都市 住空間の速錨きプレゼンテーシヨン

中 嶋 和 郎 著 長 谷 川 矩 祥 著

講談社

1996. 6. 1日朝l

86判 244頁 1，500円

著者はイタリア在住23年、 ロー マ大学

でイ 7 リア建築史 ・都市史を 専攻する

日本人建築家である 。「秩序と人間性を

失ったかにみえる現代都市への反省と

して、人間的スケ ールを持ち秩序と美

のある世界を夢に描いたルネッサンス

の都市の理想像およびその結果として

構築されたイタリアの都市と空間を改

めて検討することが、将来の可能性を

暗示してくれるかもしれない」との意

図で、言葉や絵画に表現された理想都

市を初めとして、ルネッサンス都市の

歴史を理想都市という視点から眺め直

し、そのイメ ー ジを語っている容であ

る。著者が「長いイタリア生活の問に接

したイタリアの町と建築への思いから

この本は出発している」というように 、

日本とイタリアの都市文化の違いの上

に立つてなお感動を呼び起こすイタリ

アの町の建築都市文化 に対し 、著者の

思い入れと 意気込みが感じら れる好著

である 。 (1.1) 

グラフィック社

1996. 6. 15刊

日5判 159頁 3，090円

住空間の速書きプレゼンテーションの

方法について書かれた本。全編カラー

構成に加え、段階を追っての写真で完

成までを詳しく説明している点が、従

来のこの手の本にはなく目新しい。複

雑な書き方の説明や、解説は一切なし 。

写真の解説のみで、実に丁寧に段階ご

とに作業が追って行ける 。本書の目的

は、勺 000 ) 話よりも l 枚のスケ ッチ.

そうした、そのスケッチを。いかにわか

りやすく速く仕上げるか' である 。基本

テフニックの練習から始まり、平面か

ら立体に見せる実践プロセスの紹介、

CADを利用した着彩、ファクシミリや

カラ ー コピー を利用した実践法まで、

本書一冊読破すれば、これは絶対摘け

ると信じさせてくれる内容である 。姉

妹書に、問機の構成の「インテリア ・モ

デリングトーク j ( 模型でのプレゼンの

方法) 、「インテリア・カラートーク j (色

彩のプレゼンの方法) もある 。こちらも

オススメ 。 (Y .I )

警総務蒜絡会主機議議級選議撃事

磯崎新の仕事術

建築家の発想チャンネル

磯 崎 新 著

王国社

1996 .7. 15刊

四六判 224頁 1，800円

あちこちに散らばっていた、磯崎新氏

のインタビュー記事や雑誌の記事を、

集め配列し直したものが本書である 。

今はやりの‘ ~術' と命名されていたせ

いだろうか、私はこの本がビジネス害

と一緒に本屋で並んでいるのを見かけ

た。まあ、副題がホ建築家の発想! チャン

ヰル。とくれば、一般の人も手にとって

みたくなるであろう 。しかし、仕事術に

関しては、スケジュールはすべて秘書

任せで、普から手帳を持ち歩いたこと

がない等、あまり凡人にはヒントにな

らない。内容は、ハードな建築輸は本書

からは除外され、磯崎氏の人となりに

関するインタビュー記事や( 家族のこ

となどプライベー卜なことまで掲載さ

れている) 、建築の発想のヒントや、仕

事周辺の想いなどソフトなもので占め

られている 。 ゆえに、非常に読みやす

く、意外な発見があっておもしろい。難

しい建築論もありがたいが、このよう

に柔らかい内容の書物をもって、一般

の人々にも建築への思い入れが広がっ

ていけばと思う 。 (Y. I)

担当; 会員企画小委員会/ 伊臓節郎・稲木裕子
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建築設計に携わる女性管理職の想凶

一一一ー出銭信十の中の女性管野哉ということで、本日

は皆さんにお集まりいただきました。

最初に、自己紹介を含めながら管理職になった時の思

い出話をお聞かせください。

福本 入拙以来概tEを担当しています。ず っ と 諒 情1

にいます。

管理職になった時には、明確な思い出は無いんですけ

れど、正直なところ不安でした。人に頼むより自分でや

ってしまう方なので、人を管壬呈するのには向いてない

と思っていました。最近は、慣れたというか慣らされた

というか、人を智里するという意識は生まれ始めて来

たように思います。

砂川 ゼミは楠宣系で込はなかったのですが、 15年位前

から、システム住宅の構造設計を担当しています。様々

なニーズに合わせるためシステムとしての対応力を増

すことが重要になってきていますが、 一方てイ固J j IJに対

応していく方法も考えたりしています。

管ヨ里職になった時の思い出ということではないのです

が、そのことでかなりイ士事はやりやすくなりましたし、

気持ちの上で楽になりました。

宮崎 入社当時から移動もなく、ずっと設計部で仕事

をしています。

1992年1:: ｾ自豆職になりましたが、なった時の特別の思

い出というのは実は無いんです。でも女性では、初めて

でしたので仕事以タ} o ) ことで重荷を感じました。今は

6人ほどでチームを組んでいます。

設計以外のことに追われることが多くなりまして、自

介でスケッチをしたり、図面を害〈時間がなくなりま

した。都里職になったことを前向きに考えていこうと

思いますが、今はただ走り続けているような感じです。

一一一スタッフを旬呈する時、また指導する時に注意

していることはなんですか。

宮崎 私は自然体でしかできませんので、指導すると

22 建 築 と社 会 ・1目 6. 8

いうよりは、スタッフのイ因性と得意分野をつかんで、そ

れをうまく一つのプロジェク卜で分4. e . 出来ればいいな

と思っています。私とスタッフの考えをどう調整して

ゆくか、またスタッフのイ回全をどう伸ばしていったら

いいのかを考えています。

砂川 自介のやってもらいたい仕事に対し、それぞれ

のスタッフに向いているものを見つけて割り振るよう

にしようと思っています。また、基本的な考え方をなる

べく早い時期に説明しようとしていま す。スタッフで

もやる気のある人は好きですね。そうでない人も表面

上はやる気がなさそうてもやってもらうとそうでもな

かったりするのでなるべく良い方に解釈しています。

福本 若い人が多いので早〈仕事を覚えてもらいたい

とは患っています。それぞれ一人で早〈仕事をまとめ

あげる能力を身につけてほしいですし、その中に面白

さを感じて欲しいといつもそれを頭に置いて仕事をし

ています。スタッフに望むことは、自介て勉強しながら

仕事をして欲しいことです。

一一- - - - - j 怒るということはないんですか?

福本 ありますよ。怒った後自分がむなしくなったり

…、他の部署の人の仕事の進め方について怒っ たこと

はあります。自分のスタッフに対しては、いつも忙しく

しているので、あまり怒ったりはしていないと思うの

ですが… 、きつく指導したというのはあります。 ( 掲

砂川 スタッフに対しては、怒るというよりつい説明

口調になります。上司や他の部署の人には言う べきこ

とは言う方が良いと恩っている方ですが、余計なこと

まで言いすぎるきらいがありますね。

宮崎 私は怒らないことにしているんですけれど、言

うべき時には言え/ と自介に叱時数励しているんです

よ。ちゃんと話をすれば介かり合えると思っています

ので、怒りたくはないんです。

一一一→まめるときは、どのようにほめますか?

福本 私は、恥ずかしさが先に立って、スタッフを直接

ほめられないんです抗他の部曙の人が、自分のスタ ッ

フに対してほめてたことを私も同意すれば、 ｲｾ さん

が、ほめてたよ」と言ったり、スタッフが旨〈仕事が出

来た時は、喜びを一緒に分け合うようにしています。

砂川 私自身がほめてもらえると乗る方なので、どち

らかというとすぐほめてしまいます。逆に貫ろくがな

いなと反省していますが・ 。効果的なほめ方、怒り方が

出来れば人間関係にもリズム感が出来ていいなと思い

ますが、難しいものです。

宮崎 ほめるというのは難しいですね。なかなかほめ

られない。ありがとうとか、良かったことを事実として

伝えていくようにしていますけれど、それLえ上は勉強

中です。

一一ープライベ トと仕事とのバランスはどう取って

いるんですか?

福本 建築には創造| 全が大切ですね。 自分の中の創造

性を市街寺していくには、プライベートの時間を大切に

すべきだと思います。精神的にも気分転換を取らない

と仕事の能率に支障を来たしますし、仕事にエネルギ

ーをイ頃けるなら、プライベート にもエネルギーを傾け

る。そうならないことも多々ありますが、そのような意

識をいつも持つようにしています。

伽陵などは、スポーツジムに通っています。時間の許す

限りですが・1

砂川 やりたいことというのが特に無いので、プライ

ベートはのんびりすごして います。どちらかというと、

一つの仕事をもらうと我武煮羅になってつっ走る方て・

すので、仕事とプライベー卜を旨〈両立させたいと思

っています。

旅行は気分転換にもなって好きですね。特に計画して

いる問が楽しいです。

宮崎 今は忙しくて、プライベー 卜な時間があまり取



石少川ひとみ

積水J 、ウス闘 技術部開発設計室構造設計グループ謀長

大学を卒業後、 積水ハウス側に入社。当時2' X  4'工法がオ

プン 化 された直 後で その仕事に ＲｾＳ 年従事した後当

社の主要工法である軽鉄システムの構造設計を担当し、

現夜に至る.

. たかが住宅さ れど住宅' という思いは今も変わってい

ない。震災直後被災地を回ることが多かったが、身を守る

べきシェ J レタ ーとして役割を果たせなかった住宅を目の

当りに し、その思いを強くした。

幸い当社の住宅では、大きな被害はなかったが、今後とも

一層安全で快適な住まいづくりに努めていきたい.

福本早苗

側大林組本庖 建築段計第 6 1却段計課長

大学卒業後、大林組に入社、設計部に配属される。以降構

造設計に従事する。

入社当初から‘ 珍らしい、変わっている、ユニーク ' と言

われ続けているが本人は、きわめて ‘ フツーのオパサンe

だと確信している。

構造設計の仕事に、女性に向かない部分があるとすれば、

他の職業と問機、家事、育児は女性の仕事と決めてかかる

世の風潮と向かい合わなくてはならないくらい時間に追

われる場面が多いことでしょうか。

宮崎敏子

側竹中工務I吉大阪本庖設計部設計課長( プロジェ クト担当)

大学を卒業後、世帯竹中工務底設計部に勤務。現在まで同設

計部に在籍。1992年、専門課長に任命され、それまでほと

んど一人でや っていましたが、チームでプロ ジェク トを

ｾＡｬＮ当するようになり ま した 。

入社以来住宅関係を担当していましたが、現在は、ホテ

Jレ・オフ ィス ・后舗等からなる傾合建築に挑戦、髪ふり乱

しての毎日です。現在まで、数々の場面、墜にぶつかって

きましたが、のんきで楽天的な性格と、同僚・上司に助け

られ、今まで続けて こられまし た。

最近、はがゆいことは、何かに感動したり、没頭すること

が少なくなり、危険信号を感じていることです.

れなくなりました。伽践は取りますけれど、いつもなに す。 ずっと忙しく、常に自分なりにフル回転していました

かしら仕事のことを思っているような気がします。そ 一一一寸童築を選んIゴ理由、建築を続けて来た理由をお ので、他の仕事を思ったことはありません。

うは言っても家でくつろいでいる時は、忘れています 聞かせ下さい。 一一一→表後に女性で、手島量の中で設計活動をしている

抗 橋本 私カ濯築を選ん臼里由は、大学に入る前にちょ 方にアドバイスがありましたらお願いします。

最近は、家では庭で植物を手入れしたり、花を咲かせる うど超高層ビルか逮ち始めた頃で、その超高層に新鮮 福: 本 私が教えて欲しいくらいです。〈笑) 若い人の方

ことに熱中しています。ても、生き物なのでなかなか言 な感動を覚えて、それで建築の世界に入ったんです。子 が介別があるように思います。私は、我武者羅に、なり

うことを聞いてくれないのです。とても難しくて、なん 供の夢のようですが、大学はその延長上にありました ふり構わず走って来たと思うのですが・、反対にどう

とか思い通りにしようとしているのですが、仕事より が、入社してみて現実というものを知らされました。し したらスマートに成れるか教えて欲しいくらいです。

難しいですね。 (笑) かしながら自分の判断て澄んだ道だから、そう簡単に 宮崎 私も、仕事、家庭、時見役をこなしながらしてい

一一一寸盈去にひやっとしたことはないですか? あきらめるものかとそんな意地もありました。それか る人に、反対に教えてもらいたいと思っています。

福本 心配事は、 日常茶飯事です。考え込んだりすると ら段々仕事が面白くなって来て現在に至るというよう 砂川 今は昔と違って、男女の垣根が無くなって来て

眠れない時もあります。枕元に紙を置いておいて今後 な感じです。 良い時代だと思います。その時代、斬吃によ って、人の

の方針とか、解決策とかを書いたりします。スケジュー 砂)11 一般とは少々違う進路を取りたくて、工学系を 生き方は違いますし、変化していくものです。アドノてイ

ルが間に合わない、頼んで?いる物がなかなか上がって 選んだのですが、やっぱりクリエイティブさにはあこ スというのは特に無いですね。

こない、といういらいらもあります。 がれていました。しかし現実は甘くなく 、自分の作品を 福本 アドバイスと言うとなんでし ょう ね。 自介で納

砂川 特にひやっとしたことというのはありません。 世に出せる人はほんのー握りで、文章とかデザイ ンに 得できるまでやるということですか。

私自身、かなり心配性ですから常になにかしら気にし 才能がないと無里だと思い、悩んだりもしました。建築 一一一本日は、色4 と楽 しいお話をありがとうござい

ているためかもしれません。どちらかというと、ひやひ 工学科と学科名に工が入っている介ハードよりだった ました。

やどきどき( 笑) しながら仕事をやっている方て・すね。 こともありますが、今はよかったと思っています。次第

自分の中では、そういうことでマンネリ化せず仕事が と仕事が面白くなり、今まで続いているわけですから。

できるのだと良い意味でとらえるようにしています。 宮崎 高校時代、新聞に女性て建築をやっている人の

宮崎 私は、ひやひやどきどきは、日常茶飯事で、マヒ 記事を見ました。当時としては珍ししあこがれまし

ぎみです。判断や決断に苦しむことは多々有ります。私 た。その人カ叶守中工務庖におられたので、 経歴を調べ、

自身が目標に置いている上司を思い浮かべて、あの人

だったらどう判断するかを基準にしようと思っていま

大学も穀識もその人と同じルートを選びました。

建築を続けて来た理由というのは、毎日、毎月 、毎年が

企 画/ 会員企画小委員会

Di rector / T.  TDMI YA 

1996年 6 月10日 於本会会議室
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就任挨拶

財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

〒565 吹田市稼白台5-8-1

TE L.06-872-0391 FAX.06-872-0784 

業務時間 9:00- 17:15

財団法人日本建築総合試験所理事長 五 十 嵐 定義

このたび、横尾義貫先生の後を受けて、財団法人日本建築総合試験

所の理事長に就任致しま した。当試験所は、現在120名を越える職員

を擁し、建築全般に関する総合的な試験 ・研究を通じて、建築技術の

開発や関係法令の普及、建築物の質的向上などに努めており、その幅

広い活動実績は社会より高い評価を項いております。 これは昭和39

年の創設以来、歴代理事長が建築技術をもって公共の福祉に寄与す

るという高い思想の下に、適切な運営を続けて来られた結果であり

ます。それを顧みますとき、非才な私が理事長の重責 を引継ぎますの

は借越ではないかとも思われますが、 一旦お受けしましたJ ; ) _ 上は試

験所の更なる発展に全力をつく し、社会のご期待にお応え していく

決意でおります。

戦後50年を経たいま、わが国社会のいたる戸庁で、厳しく変貌する現

実と諸制度の不適合性が顕在化し、閉塞感が強まっております。建築

関係の分野でも国際化への速やかな対応に迫られておりますし、昨

年の兵庫県南部地震以降は、建築物の性能保証と設計 ・施工責任の

関係、あるいは工事監理のあり方などの難問がl噴出しており、今まで

の惰性的な行為の全面的な見直しが求められています。当試験戸代、、

は、横尾前理事長の下に、品質保証センタ ーの設置を主とする車E織の

改変や神戸試験室の新設など、 21世紀に向けての体勢造りを進める

と共に、社会の新い、要望に即応出来るよう陣容 ・設備の充実に努

めてまいりましたが、私としましでも歴代理事長が築かれた所に安

住することなく、公的な試験 ・研先機関としての業務を誤りなく果

たす一方、建築技術 ・文化の進展に対する新しい役割りを積極的に

求めて行きたいと考えております。

輝かしい歴史の継承には不断の努力を要しますが、幸い優秀な所

員が揃い、設備・機器の整備充実も万全で、十分社会のご期待に沿え

るものと自負しております。今後、全職員の力を纏める形で理事長の

職責を果たして行きたいと願っておりますので、 E うか一層 のご指

導 ・ご革関遣をお願い致 します。
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307 I 京都市の風致地区条例の改正

京都市のj鼠 樹也区は、 H召和 5 年の当初指定以来、 たり、許可を要する行為、許可不安行為を定める

今日に至るまで数度にわたるおU てを経て、現在、 適用除タトの規定等の獲理も行った。

15地区で干iYj . 成され、その指定面積は約 14，336 ・風致保全計画

haで、全圏第一帯の指定状況とな っている。 現 在 の 風 樹也区制度には、その風樹也区ごとの

現在の風致t也区条例は昭和 45年に制定し、以 特色を生かしていく事項を明確に示す制度がな

来、数J支の改正を行ってきたが、 H召手[160年代の土 いい、う こt で、今回の改正では、将来1 : 5 1き継

地動機と建設ブームによ って、市街地の土地利用 いていくべき地区の持色を明確に表し、その地区

やお観の乱れ、自然減J観の破壊がf{!; ' I : 只された。 ごとの 「風致保全書h国」を定め、適切な運用を図

そのような状況に対処するため、京都市では、 っていこうとするものである 。

平成 3 年に 「まちづく り鞘技会」を設置し、 りI!t致 なお、この「風致保全計画」の具体的な運用は、

地区の範囲のきめ細かな見直しを進めるとともに、 平成 Ｘ 年 Ｕ 月からの幸ｾｴＮ Ｑ Ｑ 度の施行に合わせ、現行

現 行l既知也区の種別指定の見直しゃ、風致地区そ の「京都市風樹也区粂例に基づく許可の取才魁き準

のものの範囲の拡大を検討する 。風樹也区の周辺 ( 種別基準) J の一部改正及び充実を行い、それぞ

と既に市街化している一部風致地区については、 れの地区に応じた、より適切なものとしていくこ

美観地区に指定する」 という 答申を受けた。 ととしている 。

この答申を具f判ヒするため、平成 4 年度から検 ・種別の細分化

討を霊ね、ｊ｛ ｬｾ 致保全計画の策定、ＩＡ ｾ 釦 也 区の司副 ＱＱ 第 1種 ・第 2程については これまで、どおりで二

の細分化 を行うための 「京都市風致地 区条例」の 現行の第 3 穏地械を第 3種地域- ! ; s 5種 地 域の

一部改正を平成 7年 3 月に行い、平成 8年 5 月に 三つに分け、きめ細かな規制を行おうとするもの

風樹也区の変更 ・種別の見直しを行った。 である 。規制内容は表 1 の とおりである 。

なお、地区指定にあたっては、紫2廷を市民新聞 表 1

に掲il戊するとともに、市役所、各区役所にお L 、て

閲覧場所を設置し、市民の意見を伺いながら指定

作業を進めてきた。

l京都市の風致地区制度の見直し

風致3也区制度については、「まちづくり審議会」

において、次の内容の答申を受けた。

種 Bリ

第 1種 地 域

第 2種 地 戚

第 3 種 地 成

第 4 種 地 成

第 5 種 地 成

ｩ｜Ｚ［ｾ＠ 建ペい車 道1J路k;i且かE巨ら寓佐の 隣f虫地i且かl' fiら寓桂の

8 m 20% 3. 0m 2. 0m 

10m 30% 2. 0m 1. 5 m 

10m 40%  2. 0m 1. 5 m 

12m 40% 2. 0m 1. 5 m 

15m 40% 2. 0m 1. 5 m 

(1) 残すべき森オ林和也の割合を高める 。 新 第 3穏地域・風致地区粂例による高さ親指IJ

(2) 間金額の大幅な引き上げを図る 。 は、 ーづ般の高度地区による高さ規制の上乗せ規制

(3) 風 致地区の範囲のきめ車Il J かな見直しを進め とな ってお り、現行の第 1種高度地区 ( 10m高度)

るとともに、現行周ほ知也区の程捌指定の見直しゃ の一部にお いて風致規制が1 5 mにな っている区

地区そのものの拡大の検討を行う。 域があり、混乱を招〈恐れがあるため、 10m高度

(1)の収頁I. t . 、現在、本市の制度として、風関也 地区については風初也区の高さ規制を10m! : し、

区条例 ・規則において、風致保全意お也として制度 両者の縫合を図る必要のある地域。

化しているものである 。 新第 4溜Z地域・・主として、現行では第 3種風致

(2) の事項は、平成 3 年度において、間金の最高 地区て¥風樹也区条例に基づき; 拐さは15m以下の

傾を10万円から、 地方 自治法で規定されている品 規制を受 けていたところである 。それぞれが歴史

日限度額の100万同1 : 5 1き上げており、今回の改 性豊かな雰囲気を醸し出 し、京都を代表する 門前

正においてはE開処分の充実い、うことで、出ラ 景観的樹寺しているこれらの地域における建築

処分の相手方の範囲の拡大、違反行為の敷地内に 物のスケーノレギャップをオサ然に防ぐため、 1 5 m規

標識の設置を行うなど、この間金傾ιi 外の部分の 制から 1 2 mに規jt，IJ を強化した。

違反行為に対する措置の充実を図り、風説t也区jt. IJ 新 第 5 種 地 域 新 第 3 稜及び新第 4 種以外の

度の実効性を高めて いこうとするところである 。 ー可般の現行の第 3種地域。

(3) の司明ては、今回の制l支改正におし 、て、→l宜 . 風致地区の変更

の風樹重月 IJ とは別 に地区ごとの特色を生かして 廃止の区域

いくために、 「風致保全計匝IJ の策定を行った。ま ・ 風致 地 区制 度における主ｉＡＺペ ｌ 、 率、後退距 ｽｾ ｉ ほど

だ、現行 Ｓ 租前 ｩ の風致租別を地 ｴ￟ ｊＡＪ剤 ｾｉ こ応じて Ｕ の規制や敷地内緑化を行うことができない地域

種類に車111分化し、よりきめの細かい運用が図れる で、京都市の風樹也区j J j ll 度約昭和46年に建ペい率

ょう制度の充実を図っていこうとするものである 。 規制等を伴う制度に移行した際な E に、主主型を行

ιLヒの主な改正のほか、今回の粂例の改正に当 う必要があった区域。

- 商業昇、などの用途地 域の指定により高密度の

土地利用を図る地域( 容積率300%以上、 一 部

ＲＰＰＥＩ として町並みがＩｾ成される区域及びその

周辺のお容相率 ( 200%) あるいは7ょう建ぺい率

ＨＶＰＥＩ 指定を受りている区域で、現実の Ｑ Ｑｉ ｈｾ み

が風樹也区制度の趣旨と整合しな L 、区域、並びに

京111] 家型の建物の継承等により町並み保全を 図

る必要がある地域。

・狭小宅地 等で、その 地 区の指定 ｈ 寺の Ｉￆ ｜ ｾ ｊ｣がほと

んど消滅して し、るとともに、風致I也区の規j J illが行

われでも現実に規定を守ることは相当 I!I革fgであ

り、風樹也区の指定を存f ; ' i . しておくことは、平川径

の制限あるいは規制lの有効性の華民I . #. : からも問題

がある区域で、その地区の風致の品ｦｻ持上、 ｊｾ ｬｉ 上し

でも支降がないというような区域。

これらの区域の大部分は、従来、京都市原慌た地

区粂例により、 J民主知也区第 3極地域のうち建ぺ L 、

率の規jJ ilJを退i J ' l ' J しない |町川l第 2 項地域として扱

っている 地域である 。 なお、 ｭｗ ｊ ｾＲ 項のｪｊ ｩ ｬｬｬ 支は、

平成 7 &1三3 月の条例改正により J抱上してし、る。

京都市における景観制度の再構築において鳳

主主主也区を廃止する区域については、より適切な景

観制度によって声サ応していくものとして、まず、

これらの区域のうち美観地区の jfi lJ l 支に馴染む筒

ｲｾｲｬ こついては、今回の美徳診 也 区の指定を行ってし、〈 。

拡大・追加する区域

地域の| 寺性が良好な自然的政坑と結びつき、風

致地区としてのｾ ｾ 転が存在する地域について、既

存の風説地区の区域を拡大し、京都市西部や北部

の地域て新規指定を行った。 これにより、 今後も

良好な向然的景観をよりー! 日保全していこうと

するものである 。

以上のような変更の結巣、京都市の底辺悠也区の

全市再 Ｑｾ は現行の Ｑ Ｕ 地 区約 ＱＴ ， ＳＳＶ ｨ｡ か ら、 ＱＷ 地区約

17，831haに拡大、市城の3 0 %に及んで‘ いる 。

l錐 の取り組み

京都市においては、新しい市紙I也11制強制柿IJ 度

のjJ i ll 定、)ii¥1.:説地区jlil 肢 の見直 し、凍結的保存制度

である歴史的風土特別保存地区のおl. t: :k、自f必夫制

や歴史的景観と調和した| 持1発を図り、向然風景の

保全を図る自然風叔イ呆全jt. IJ 度の章Ir : 親桁定等、景観

挫句協IJ 度の大幅な見直しを行った。これにより、

先人たちの英2知とたゆまぬ努力によ ってそF られ、

営々と継氷されてきた京都の廃史的ぷ粉tや周囲

の三山に代表される緑泣かな自然景観を保全す

る出IJ 皮がおおむね貯はされたも のと忠われる。

これらj J i lJ度を実効あるものとするために市民に

周知し、J l J ) . 角平と協力により、千年の者11 としての誇

るペき特色をより ー用品i備向上させていきた t 、。

阿 部 了 一 京都市都市計画局都市景観部風致保全課
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マルチメディア時代の建築家の仕事(2)

一ーネッ トワークの甘い毘 宗 本 順三

frl:i 丘、ノ守ソコンでC G (コ ンビュ ーター ・グラフィックス) を

利用 して、 地71ヲゃ景観 を寺刊面する機会が多くなった。それは、模

型を作成するよりもはるかに短時間かつローコストで行えるよ

うじなったからである。

オ吋者的なモデラ ーは購入しなければならないが、簡単にイン

ターオ、ッ卜から事思料でヰ重々のソフトを自 由 にタ守ワンロードして

使用 ， ｾ ， 来るこ と によって、 ｃ ｇ はますます偲訴 ｉ ｊ な道具となってき

た。これまでは、高度な技術 を持ったオペレータとコンピュー

夕、そ して高イiIl IなY フ トワ ェアを必要と したが、今後は必要 とす

る不重々 の Y フ卜をいかにうまく見つ けだし、タ守ワンロードして

活用する投手「すで充分てある 。

しかし、これにも多くの恐ろしい落とし穴がある 。これらのソ

フトには何の保証もなく、いつ、どこで恭走しでも誰にも文句も

言 えないし、いつインタ ーオ、ッ 卜からなくなっても イ士方ないの

である 。事実、大事なプレセ、、ンテーションの最中にダウンして

しま った り、散々な目にあったソフトがあった事もある。ワイノレ

スに感染していなかっただけでも良ヵ、ったのかも知れない。 こ

のように、消非毛品となってしまったソフ トを利 用するイ史利さと

危険との綱渡りのうえで、今後のえ、 ヅ トワーク活用の建築設計

術が成り立ってゆくのかも知れなし、。 京都大学教授・建築家

妻言語落落なディテーl レ

北 村 恭 一

謀著書落落と しづ 言 葉 が あ る。らいら いらくらくと読む盲のだが、

11ヲと意味が直般的 に見えて楽し し、。読んで字の如 し、石が落ちて

きて積み重なった様、 即ち、小事にこだわらないことである。デ

ィテールを見るし作者の気持が見えて楽し し、。昔、小学生の修

学旅行て大阪城に連れてこられた時、 巨石毛? 前にしながら 、ここ

の石組みは、剃刀の刃も入らなし 、程上手に梢まれてし、ますとい

う; 1/' 1 ドの話に感心したのを覚えている 。エ ジプ トの古いホテ

ノレて二流石にエ ジプトだ美し し、石の装飾と ，思って近づいてよく

見ると、木にペンキが塗つであ って笑って しま った こと もある。

i羊の東西を 問わ ず、昔の工人達は材判 の 性能 を知り尽した納

まりを考えてきた。現代人は材料の性能 を数値で刊 えて、 A とB

の伸 縮の遠いは C だから D の逃げが必要ですとやってしまう 。

あげく、悪魔 の手になる コーキングがのたう つことになる。それ

に引替えつねに新しく、美しいディテーノレに抄凶¥x し統ける工人

命館一晴 又 は施工者) には頭が下がる。生命カ租かくなったとし、

われる建築だが、本来は社会資産として、永〈使用に耐えるのが

使 命である建築に とって、 美 しく、長持するディテーノレはとりわ

け重要であり、テV テーノレにや11が宿るとい うのは至言だと思う。

巧鰍でありなが ら事務落落に見えるディテーノレを作りたいもの

で。ある 。 大建設計取締役技術本部長
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単身赴任と建 築

春 田 浩司

休日には、四国八十八箇所を巡る 。もちろん 1 人て二それもで

きるだけ歩く 。これは、単身走M壬した前任地て

P

の話。その前には

人事 担当官であ った ことから、背負った怨念をはらうべ〈鎮魂

の旅にでたとの前哨j にな ったが、本人は自然や古建築 ・あるいは

周辺の街並みを楽しみt:. いだけなのである 。H寺聞と興味さえあ

ればかなり CP比の高い過ごし方にな り、こちらでも西国三 卜三

箇所を巡って いる単身赴任の方が多いと聞く 。

ところで、前任の部長H 氏は鉄人の誉 れ高き人物であるが、渓

災以 降不眠不休 のi開発カ糠き - 11奇イJ本調を崩 してしま った。単身

走M壬であったがゆえに生活管理カ主難 しヵ、った商 もあるら しし 、。

「いやー そのH寺はね、なりふり 構わずひたすら 手続に少してやも

安楽にと暮らしているうちに、悟るものがあったねえ。建築の基

本は鎚掠ですよ 。 健 ｬｦｾｴ であることが建築の文化を支えているん

ですよ 。体の状態が変わると、ものの見方が変わるからねえ 。自

分も合め、どんどんお年寄りの増えてくる これからのl時代、考え

なきゃいけませんな。」と、もはや厳 しい修行の果ての高僧の趣

て、あったそうな。

いずれにせよ、単身赴任、良きにつけ悪しきにつけ建築を見直

すよい機会のようである 。

近畿地方建設局営繕部長

上 海 に て一一里弄文化のゆくえ

谷本 篤

先頃、」ニ海ぞ探訪。illDJ 時庁区での来!滞日市づく りが急ピァチてや進

むにつれ、旧市街地の至るところでも再開発の工事音が昼夜間

断なく響きわたり、きながら市全体が建設現場の様相を呈 して

いる 。工事中の超高層ヒツレから 辺りを見回すと、足元には古い家

屋を解体した瓦牒が地〈 梢まれてお り、道路を隔てた街区には

」 ニ 打開 山 特の者 ＱＱ 市 型集住Ｚ ｾ 告にて、ある石庫 門皇 弄住宅が密集し、連

担する赤、瓦屋担の下では今も って庶民の日常生活が営まれてい

るありさまが窺える 。

タト誠佐一 怖のラン ドマークともなって いる、オ、オ ・グレ コ・スタ

イノレの旧香港上海銀行をは じめと する、 いずれも 壮麗なフ ァサ

ードで飾られたピノレ群の長観保存については、 必然的に何 らか

の対応、がなされるでわろう。げれども、アへン戦争に伴 う開港以

来はぼ一 世紀半にわたる、東西建築文化の交流・変逃から形成さ

れた主弄文イ ヒ が次々と滅失されつつある現実は、手をｾＺｴＺ共 い て黙

過せざるを得ないのか。 むしろ忌まわ しい過去を伝えるものと

して断ち切るべき、臼盆毒事にも 似た も魔者V の光せを放ちつつノ

スタノレジーの彼方へ消え去って行くべきものなのか。 rlコ国てやは

重要視される建造物を 3 つのランクに分けて保存修復を手掛け

ているとのことであったが、捗々 い 、返答は得られなヵ、った。

鴻; 也組建築本部設計管理部副部長

建築の眼



特集

マルチメディアがつくる世界

高 度 情 報化時 代 と い う 言 葉 が 使 わ れ 始 め て す で に 10年以上が経過しま

したが、 21世紀を目 前 に控えた今 日、世の中は 「マルチメディア」一色

に染まりつつあるよう に思えます。 「マノレチメディア」の実体 や可能性に

つ いて はまだまだ未知 の部分が多 い ものの、建築の世界にもその波がす1[1

し寄せ、建築創造のプロセ スだけでなく、時空間の認識や、建築= 物理

的実体い、ういままでの 「常 識l を大きく変えつつあるように思えます。

このような社会的背景をふまえ、 8 月号では 「マノレチメディアがつくる

世界」特集を組みました。

今回の特集を通して、高度情報化社 会 が世の中を E う変えていくのか、

いった い人聞 はど こまで社会 の 変化 につ いていけるのかなど、 5年 後 ・

10年後の姿に想、 いをはせっつ、各 自考え てみてはいかがでしょうか。そ

の頃はきっと 一一一。 計画分科会 ・吉 村 英 祐

総論

マルチメディアがつくる世界 ・今回高俊

各論

マルチメテY アを活用した設計手法・佐藤啓一

デザインツーノレ t してのインタ ーオ、ッ 卜・渡辺仁史

テレイグジ、スタンス ・オ、ットワークロボ‘ ッ 卜構A51・舘 障

7 ) レチメディア活用事例

ベルリン ・シュプレーボーゲ、ン国|努コンペ1 : A R X ・石丸信s) 'j

マノレチメディアによる工事管理 ピアスタワ ーの場合一・沢田隆志

インターオ、ッ 卜による災害情報発信・松崎太亮

ｇｉｓ による阪和 Ｑ Ｑ ・ 淡路大震災復興過程の分析 ・ 石 Ｑ ｾ 井照子

マルチメディアを使った地域交流一大分県 ・足 立 剛

金沢長寿のまちづくりそテツレ事業・i可原 清

マルチメテV ア会議システムが広げる世界 ・中田 武

運用ベースの 「電子図書館rJ ・市原松司

インタ ーオ、ット上の仮想、国家「関西電子共和国」 ・K A W A <川11崎w，J大〉

アンケート

マルチメディアライフの現庄一わたしはこんなイ郎、方をしています

川合通裕/ 川知典弘/ 毛谷村英治/ 古 瀬 敏/ 倒子加己/ 中)1 1 理

原見昌志/ 野原l惚哲/ 日笠直彦/ 平 津 燕/ 縦木貞夫 /横田隆司

インターネット・ホームページ紹介

神戸市/ *' 1村且/ 鹿島/ 竹1ド工務庖/ 大成建設

京都工芸蹴佐大学山口研究室/ 日本建築学会

マルチメテ' ィアと i去

マノレチメテV ア社会の情報セキュリティ ・オ刑哲也

エピロー グ

建築と都市というマルチメディア ・花田佳明

本特集編集幹事

Ｑｾｦ 縫慾 き ［＾Ｓ Ｏ 鈴木克彦 Ｏ 松川敏 正 Ｏ 吉村英材 ｩ
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マルチメディアがつくる世界

今 回 高 俊

1994年以来、マルチメテY アいづ言葉が世上を席巻するように

なった。マルチメディアとは、文字 ・静止画像・動画 ・音声などの

多様なメテY アぞ統合的に扱う媒体のことで、広い意味てやは、ネッ

トワーク化されたコンピュータによる双方向の情報処理そも含むも

のである。例えば、最丘、人気を呼んでいるマルチメディア ・パソ

コンは、従来の文字( 数値を含む) 情報の処理だけでなく、グラフ

ィックスや描画に始まり、音楽を聞いたり映像を見たりできる CD-

R O Mプレーヤをも備えている 。

• 
感覚メディアの時代へ

マルチメディア化のポイン卜は、従来の文字メテY アに比ぺて、

人聞の感賞鵡能をフノレ活用しようとすることにあり、五感にうった

える情報処理をめざしていることだ。人聞は視覚 ・聴覚 ・嘆覚 ・味

覚 ・触覚を通して現実を感じ取り認識するのを基本とする。抜ける

ような空の青い色、さわやかな小鳥の鳴き声、沈丁花の芳醇な香り、

柑橘類の甘酸っぱい味、ふんわりした羽毛の感触。こうした現実感

を人工的に実現しようとするのが、狭い意味てやのマノレチメテ川アで

ある。

近代社会てやは、現実を描写するメディアとして、文字情報が中心

を占めてきた。マクルーハンが 「グーテンベノレクの銀河系」 といみ

じくも述べたように、 16世紀以来の近代社会は活字印刷技術が生み

出した様々な現実が構成する銀河系である。そして、文字情報が支

配的になることで、人聞から身体感覚が次第に消去されるようにな

った。 20世紀に入って、ようやく電話やテレ ビなど視聴覚系のメデ

ィアが発達し、より身体感覚に近いメディア化の流れが生まれたが、

マルチメテV アはこの流れをその質と量においてさらに先へ進め、

五感に親和的な人工現実の構築をめざそうとする。

昨今、活字離れが進行し活字を読まない世代が増えているといわ

れるが、それはより五感になじみのあるメディア指向が高まってい

ることの反映である 。活字による現実感覚は視聴覚メテV アによる

それよりも、情報処理の量と質において劣る。これまで、文字情報

が一手に理性を支配してきたが、それとの対比でいえば、マルチメ

テY アは理性に対する腔性の復権を支援するツ ーノレだといえる。現

実世界は、人聞が見て、聞いて、触って、におって、味わう感覚に

よって感じ取るものであり、この意味で現実はマルチメディアによ

って成り立っている。こうした現実への電子技術による対応がマル

チメディアイヒて。もある 。

もっとも、現在、話題になっているマルチメディアは、五感のう

ちもっぱら視聴覚に対応するにとどまっており、その機能もごく初

28 建築と社会 ・1996 .8

歩的なものである。触覚 ・喚覚 ・味覚については手つかずの状態で

ある。今後、バイオテクノロジーが進歩して、これらの感賞雄能に

ついてもメディア化されるようになれば、本格的なマルチメディア

時代が訪れ、名実ともに仮想現実からなる電脳空間( サイパースペ

ース) が形成されるだろうが、現状はまだまだ初めの一歩を踏み出

したに過ぎない。

• 
仮想現実の世界づくり

マルチメディアによる感覚の情報化と仮想現実づくりは、「文化は

初め遊ばれたJ ! : ホイ ジンカゃーが述ぺたように、まず娯楽分野て発

達するのが通例であろう。現在、 こうした娯楽市場は巨大化し つつ

あり、 O A機器の分野などよりも投資量が大きい。例えば、五感を

感じながら、自分が主人公になる ローノレプレーイング ・ゲームやシ

ューテイングゲーム、実際に旅行したり官険したり豪華な料理を食

べたりするような体験ソフト、自動車の運転や英会話、楽器の演奏

等を練習するソフ トなどなど 実に多彩なソフトウェアの開発と実用

化が考えられている 。これら のソフ トが手に入るようになれば、旅

行業、出版業、飲食業、さらには風俗産業までもが大きな影響を受

けるだろうし、われわれ自身のライフスタイノレや価値観ひいては

精村構造まで大きな変化をきたす可能性がある 。

マルチメテ川アがつくる仮想世界の初歩的な例と して、パソコン

え、ッ トワーク上に設けられた 「ハピタット 」 と呼ばれるソフトがあ

る。これは舵想の街を設定し、そこで生活を営u ' ことを目的に設定

されたものだ。ユーザーは自分営登錯する際、一つのキャラクタ ー

を設定する。性別、 t敵国状態、年齢など、何項目かが自由に設定て、

きる。現実世界での自分をそのまま設定しでもよく、願望としての

キャラ クタ ーを設定しでもよい。それを終えた後、{ 瓦想の街に出か

ける。通りを歩いているときに他のキャラクタ ー と出会い、 r/::'ちら

様ですか」と声をかけると、相手は「一太郎ですJ と答えるい、っ

た具合にコミュニケーションがおこなえる。会話は無論のこと、結

婚したり、強盗や喧嘩や草ｾも起こりうる。現実の自分とは異なる

キャラクタ一同士が、それを十分承知の上で街を形成する。

このハヒヲッ ト空聞がマルチメディアを駆使した仮想世界に発展

し、自分自身がーイ固のキャラ クタ ー としてその中に実際に入り込む

ことができるようになれば、 電脳社会の到来も夢ではない。そこは、

高度に集積された情報オ、ッ トワーク空聞が、人聞の脳と直結した社

会である。また、そこは全世界共通の超大型メモリ ーがつくられ、

立ち並ぶ情報ピノレディングの中を自由に動き回って世界中のあらゆ

る情報に自由にアクセスできる世界でもある。



マルチメ ディア世界のイメージ図

現在、こうした電脳社会へ向けて、現実の営みを仮想空間て、、代替

しようとする試みがなされつつある。例えば、この 6月28日付け新

聞に発表されたように、通産省主導てや民間企業数社がバーチヤノレ ・

モーノレ( 仮想ショピンクー街) の共同実験を開始するという。既に、

テレビショッピンクーやカタログショッピンク守がかなり普及しており、

衣類、酒類、惣菜、 ミオ、ラ ノレワォ ーターなど、 日常の買い物は多く

がカタログ方式でおこなえるようになっている。 また、これに対応

して宅配システムの整備も進んで、いる 。 こうした状況を前提とすれ

ば、バーチャル ・モーノレの実現と普及もそう遠くない。生鮮食料品

や高級な趣味の商品以外、多くの商品はノ f ーチヤノレ ・ショッピンク守

てやすむようになる。庖舗はパーチヤノレイヒされ、あ t は倉庫だけあれ

ばいいということになる。

また、試行段階にあるサテライトオフィスや在宅勤務もマルチメ

テ川アによって大きく前進するだろう 。l仮面をつけたり裏議蓄を作

成する t いった情報マニュアノレ労働は、わざわざ会社に出かけなく

ても在宅で十分こなせる。もちろん会社へ出かけてやらねばならな

い仕事は残るが、それはテV スカッション、企画会議顧客とのオ、

ゴシエーションに附けるようになる 。企業の建物も減って、仮想

企業で代替される部分が多くなる 。

以上のように、マルチメディアがつくる仮想現実の世界は、感党

の情報化によって現実世界をシミュレーションし、物質とエオ、ノレギ

ーに制約された時空聞を超越する効果をもたらす。通勤地獄は解消

され、建築物の多くはa情報ピノレに代替され、個人単位で世界中の相

手と自在にコミュニケーションがおこなえるようになる 。 それは、

世の中の出来事がこれまで以上に便利になり、効率的になることだ

が、こうした世界力主肥大化することによって、物理的な制約下にあ

った従来の時空間は、それから解放されて変幻自在な運動をするよ

うになる fごろう。

• 
意匠ルネサンス

近代技術の発展は、効率と合理性を重んじる機能優先の発想、を定

着させてきた。 モダニズム建築とはすなわち機能主義建築のことで

あり、無駄や遊びを省いた意匠 t 造形を良しとしてきた。「形態は機

能に従う J や 「美は機能にあり J い 、う、機能一元論ともいえる思

想、を定着させた。こうした傾向は、建築分野だけでなく、産業デザ、

イン、企業活動、人間関係など社会生活のあらゆる分野に浸透して

いる。

形態( 構造) や美意識が機能に従属するい、うテーゼ、は、物質と

エオ、ノレギーの制約下て. 効率' 性を高めるい、う大義名分があって初め

て正当化されるものである 。けれ E も、それらから解放された仮想

世界てやは支持基盤を失ってしまう。無機的な超高層ピノレに感動し、

流線型をしたポノレシェ社のスポーツカ ーをかっこ良いとする意識は

主流ではなくなる に違いない。機能美のデザインは、仮想世界てやは

陳腐なものとなる可能性が強い。ぃ、うのも、機能に従うことは現

実世界の制約を受けることであり、それから解放された仮想世界の

自在さを活用していないからである。

では、何をもって新しい形態論ならびに美意識とするのだろうか。

それ ｬ Ｎ￭ｾ［伏では定かでないが、少なくともいえることは、機能の発

想、を超え出たものであるこ t だ。電子文明の時代に入ろうとする現

在、その技術によって機能はデザインとは完全に分離しつつある。

時言付幾能力主一つのチップに収まるようになって、時計 ｩｦｾ 態は機能か

ら独立して しま った。紙てやてやきた時計すらある。またスウォッチの

ように、遊び‘ にあふれた軽いデザ、インを意図的に用い、機能を超え

た新しい価値を付加している例もある。カメラのデザインも、カメ

ラであることを石信忍させるために昔から変わらない一報 を キープし

ているにすぎない。その他の部分はもちやすく、見やすくといった

感覚要求にあわせた形態になっている。

過去からの伝統がなく、構造が機能から完全に独立している仮想

世界において、形態や美意識が活矧Eする基盤は人間の五感であるに

違いな い。中国の風水思想、に範を得た自動車やオフィスピノレ、ディ

ズニーランドのような官庁街、さわるコミュニケーション、音風景

なE現実世界てやはごく初歩的な意匠しかできないものも、仮想世界

では自在におこなえるようになるだろう。五感をメディア化した空

間の意匠は、中世から近代への移行のきっかりをつくったノレオ、サン

スに匹敵する営みとなるように思うのである。しかし、一方で、わ

れわれは均質とエえ、ノレギーに制約された現実世界から逃れられない

ことも 事実である。そこに悲劇の源泉もあるように思う 。

( いまだだか!:L 東京工業大学社会理工学研 究 科 教 授 )

29 



MU L  TII¥IIII- World 

マルチメディアを活用した設計手法

佐 藤 啓 一

• 
マルチメディア: デザイン環境のインフラストラクチャ

. 見えない次元のデザイン

コンピュータ ・グラフィックスを基盤として発展しつつあるマル

チメテV アには、デザ、インの対象としての側面と、デザイン業務を

支援するためのツーノレとしての似!日聞がある 。 ここでは、ツーノレとし

てのマノレチメディアの可能性を事出観する 。

ツーノレとしてのコンピュータの表現能力の利用は、 CAD、C Gに

よる形状設計に見られるように、テ、、ザ、インプロセスの欠かすことの

できない部分として定着している 。 しかしながらデザ、インにおける

形状はそれ自身に意味があるのではなく、われわれが祝涜; 的に見る

こt のできない様々な意味の表象として存在し、デザ、インの目標は

それを媒介とした人間の動的{ ね検にある 。製品が複斜Gイヒ、多機能化、

情 報化する ことに より、その形状と 内f欄 謎、内的意味の関係は希

薄になり、適切 なユーザ ・インターフェイスなしには、操作はもと

より、どのような機能を持っているか さえも型解できなくなるのは、

周知の事実である 。 このようなデザ、イン問題では、形状を超えて、

人聞ともののかかわり方、時間jli lhの上て、展開するユーザ、の行動過程

や機械の情幸臥品程がデザ、インの重要な要因となる 。テ、、ザイナーは見

えない次元での設計思考を求められることになる 。

また、デザ、イン対象の認識がモノの形状から行動や情報を合，む人

間の総合的休験へと拡大したとき、テV 、インの表現は視党だけでは

なく聴覚や触覚などをも含めた総合的感覚の世界で行わなければな

らなし、。特に、情報機株は、映像、音、! 日! ! 訟などのマルチメテV ア

性が顕著に現れている例である 。 このような対象を取り 扱 うために

は、デザ、インのツーノレにもマルチメディア性が要求される 。

デザインに与えられたこの新しい世界、可能性の拡大に対して、

マルチメテV アはその表現の多様性をも って、デザ、インの対象を理

解 し、設計し、提案するための、いわばデザ、インのためのインフラ

ストラクチャ構築の基盤を提供している 。

デザ、インの思考法は論理を積み重ねていく i鮪率的方法ではなく、

if捌 11や仮説を立ててそれを検証していく f位以IJ的労法であると考えら

れている 。“ もしこうすればどうなるだろうか可なわち“ What if?" 

としづ思考を繰り返して，' 7 . >。 ところが、設音「対象の複刻Mヒ、大規

換イヒ、環境要因の複粥b化、ユーザ ・タイプ、 fi ll j値.1I1Jt 行副IJ / f ターン

の多機化 などにより、直感的に性能や影響を多面的 に予iWJ すること

は不可能に近い 。 様々なメディアの特 ｊ ｾ ｊＺを統合したマ ノ レチメディア

表現は、テ可、インプロセスにおいて抽象的なものは祝党化、 実体化、

複雑なものは抽象化を経て分かりやすく表現し、デザイナーの

“ What  if ?"思考を効率よく支援してくれることが期待できる 。
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. ユーザ・インターフェイス設計支援システム

ι uに述べたような問題が特に顕在化 している ユーザ ・インタ ー

フェイス設計分野でのマルチメテV ア技手r. 杯 IJ 用の現斌を松脇見してみ

よう 。 コンピュータの高速描画能力を利用すれば容易に形状モデル

が作れると 同時に、機械の機能、挙動を画面上でシミュレー トでき

ることか ら、 ユーザ ・インタ ーフェイスのプロト タイピンク守の社比念

が生まれた。 これに よってデザインの提案と割引iの同H寺性が実現さ

れ、動きゃ抽象附j側面て1制 とはデザ、イン上の取り扱いが困難てあっ

た領域へ、デザ、インの対象を拡大する ことが可能とな った。

筆者の研究室てやは、概念設計過程の初期から 一貫した設計情報シ

ステムを構築することにより、アイテ川ア生成、内平lJ i -、詞刊耐を含め

て総合的にインタ ー フェイス設計を支援するためのシステムを開発

1:1:1
である 。設計者の多様な視点に対応するアスペク 卜・モデノレの集

合を導入する ことに より、 問題抽出のためのツーノレ、設計ツーノレ、

ｦｬｊＡｩＧ Ｔｊｔ ｾ 刊 ｩｬｬ￮ ツ ー ノレを統合した設言 ー ほ策境の実現を目指している 。

図 1 は、 このシステムを用いたアウ トドア用情報機器デザインの

画商の例てや、左.f Jll Jのワインドワは形状モデラ 一、右側 にロジ、ツク ・

図 1

lI nkcMl 1山 崎

00'05 stcrt 

00・17 Sl Op 

00・¥95t or t

00・291e p

m晴 l 目。0- 37 lop 

00' 39 sl op 

00"42 modesel ect  

' 00"44 mode sel ect 

00- 47  mode sel ect 

'00' 50 reset 

。00' 53 mode sel ect 

01"00 mode sel ect 

01"05 mode 5el oct 

.0 γ 17  modesel ect  

01-20 mDtl 9  sel ecl  

01"23 mCll e  sel ecl  

01"24 modesel ect  

"・25 dkocl l onkey 

01"28 5tort 

。1-58 m凶 e sel eCl

02"03 mode sel ecl  

図 2 マルチメディア設計支援システムの画面 (評価ツール)



モデラ一、左下が〉機能構造モデラ一、右下が状態遜移図を示してし、

る。右側のメニューはそデラーの選択メニューてある 。図 2 は、プ

ロトタイプ。を用いたユーザ ・テストの分析割引Hのために使用される

アスペク卜を示しており、 左 にリンク角科汗、中央にユーザJ剥乍の記

S示右上が操作シーケンス、その下がプロ 卜コーノレ分析mエディタ

である 。現在、さらにフィーノレドテストにおける操イ判犬況のビデオ

記録を統合して割引 機能を強化している 。

ι U二、インタ ーフェイス ・デザインを例に、見えない次元のマノレ

チメディア表現が強力なデザイン支援技術であることを紹介した。

• 
リモート・デザイン・コラボレーション環境とマルチメテ、イア

遠隔地に分散した組A裁では、え、ットワークを利用 してマノレチメデ

ィア設計支援システムを部門聞で共有し、統合的デザイン過程を実

現することが可能になる 。

筆者の研究室では、海外の大学のグループ。とインタ ーえ、ッ卜を用

いた、遠隔地間協調設計プロジ、エクトを試行し、今後支援システム

を開発していくための問題点の抽出を試みている 。様々な投手附内問

題を経験し、様々なコミュニケーションの方法を試行錯誤している

のが王見状である 。

協調デザインにおいては、様々な種類のコミュニケーションが必

要て¥それぞれの目的に適合する対法も異なる 。 そのため、特定の

方法に依存することなく、以下のような方法制弁用、あるいは使用

検討中である 。

(1)  ht ml  ( Hy per  T e x t  Ma r k u p  L a ng ua g e ) を用いたホーム ページ

般のホームページ同様にデザイパ静民主ナ書き込んて蓄積し、遠

隔地問で情報を共有することカ fできる 。 ここで重要なのは、通常の

喜守事i同様、その構成の仕方と情報記述のフォーマットをいかにデザ

インするかカ苦情報交換、情報共有の能力に大きくｾＨ矧 ｬｩ する 。 ｃａｄ 、

C G、サウンドなどの多量のマルチメディアデータも交換可能であ

る。]AVA などのより高度な言語を用いると、さらに高度なマルチ

メディアデータの取り扱いが可能になる 。

(2) インターオ、ット上でのビデオ会議

インターネット上の多点聞で行スるビデオ会議ソフトで、数フレ

ーム / 平河到支のビデオ画像が得られる 。遠隔地問てやインフォーマノレ

なコミュニケーションを行うのには適している 。今のところ解像度

も低〈、転送速度も安定しないので音声のlIJ t溶などが起きることも

ある 。 テキストやスケ ッチ機能の併伺によ って、より使いやすいツ

- j V/: _ なる 。視党的戸村古のl胸| 寺性を強調したいときには有効である 。

(3)  テキス卜によるリアノレタイムチャッ卜

インターオ、ッ卜上の多点間て。数秒キ型支以内にテキス卜の交換がで

Ope n Space G豆D( Submi t Ｉｾ＠

Ref er ence 

Cau5al  Rel ati on 

on 

Idea Generat i on 

User 
Type 

Characteri st ic5 

Knowl edge 

Abi lity 

E nvi ronment  

」
同

同

団

図 3 ホームページによる設計情報書き込み フォーマ ットの例

き、グループのおしゃべりがて3 る。ある程度のファイノレを転送し

たり、会話記録も取れるというメリッ卜がある 。

(4) 電子メ ーノレとその添付書類

相手のl時間帯や状態などを気にせずにメッセ ージが残せるが、当

然リアノレタイム性はない。データ量が少なければ CADゃC G、サウ

ンドなどのファイノレ転送も可能である 。

(5)  ISDN電話回線を使用したテレピ会議

インターオ、ット上のテレビ会議と異なり、 ISDN回線を占有する

ので最大15フレーム/ 秒の転送速度、匝画、音質も安定している 。

書類転送機能などもイ寸加されて、実用的システムになりつつある 。

(6)  その他

電話、フ ァックスは、パックアップとしては有効であるが、その

機能は、ほとんど他の手段に置き換えられている 。通常郵便は、物

の交換手段としてはその有効性制，t惜し続ける 。形状モデノレの遠隔

地における再現は、 CADシステムとインタ ーえ、ッ トを介して接続

したレーザリトグラフィや機械切削工程により可能にな ってし、る 。

最初のプロジェク卜では、様々な制約から、ホームページとチャ

ットを主に用いた。ホームページへの書き込みとアクセスを容易に

するために、 図 3 に示すようなフォ ーマットの使用を含めて、デザ

イン情報の構造化の方法守検討している 。

この例が示すように、それぞれのコミュニケーション方法を協調

デザインのために有効に利用するには、ツーノレの開発が必要である 。

さらに、相互に補完し合う様々なコミュニケーションブ地しマノレ

チメディア設計支援システムを統合するこ t によって、遠11雨地、異

分野聞で創造的な協調デザインプロセスが実現できるような環境の

実現が今後の目標である 。

一方、ユーザをデザイン品蹴t とオ、ットワ ークて被告デL し、 リアノレタ

イムてゆ参加型デザインを実現する こと もできる 。これによ って、

デザインとその評価、社会的要求とその実現内問題の発生とその解

決い、 った社会とデザインのより密抜な関係の確立も可能となる 。

このように強力なマルチメディア技術の発展、普及は、デザイン

のプロセスを合理化するだけではなく、その社会的位置づけ、機能、

役割をも発展、変質させる可能性を提示している 。

(さ とj H l 、L、ち 京都工芸繊 維大学助教授・造形工学科)
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W orl d  

デザインツールとしてのインターネット

渡 辺 仁 史

• 
デザインの情報化

建築の情報化、設計の情宇刷ヒが唱えられてから、 もう随分な時聞

がたっている 。あ るときは OAイヒ、電算イじ インテ リジ、エン トイ七、

C AD 化 などともいわれ、 この情報化が設言十や設計プロ セスを根底

から覆すのではないかという懸念や憶測があ った。 しかし 実際には、

建設会社や設計事務所の一部で一定の効用があったものの、建築界

のイ也市且みや在り方をがらりと変えるほ E のエオ、ノレギーてやはなかった。

その理由はいくつか考えられるが、 一番の要因は、いま挙げた情

報化は、そのいずれもが設計をする個人の要求から、つまり必要性

から導入されたものではないい、うことである 。その大部分は情報

化の波に遅れまい とする企業全体の方針か らトップダワン式に決ま

ったもので、担当 したのはほとんどの場合、 コンピュータ室あるい

はシステム開発室い、 った、どちらかというとテ甲、インの現場では

なく 、支援部署での導入にと E まったという点である。

その点が、これから取り上げようとしているオ、ットワーク、特に

インタ ーオ、 ッ トの持っている魅力や特質との遠いである 。

• 
インターネットの魅力は何か

ではなぜ、インターえ、ッ 卜はこれほどの勢いで設計者や設計の現

場に入り込んで、きているのだろうか。 それは、ただ一つの理由、 つ

まりそれを必要としているのは情報を収集あるいは発信 しようとし

ている個人の要求から導入されているい、うことである 。佃人のコ

ンピュータと 別の世界中の個人の コンピュータとが機粧や時間や距

離に関係なく、しかもほんの少しの投資でお互いにリンクしあい、

全体として機能しながら情報ぞやり取りする 。 しかも文字情報だけ

ではなく、絵や音声、 動画まで、いとも簡単に送った り、受け取っ

たりできるいづ機能は、まさに設計者向けのマノレチメテY ア電話

とでも 言 うことができる。

パスポート なしてや世界中を駆け巡る ことができる。図書館に行か

なくてもほとんどの情報は誰かが発信していてくれる。アンケート

調査をしなくても多くの人の意見守聞くことができる 。全 〈知 らな

い人と 一緒に共同でデザインワ ークができる 。世界中の新聞もテレ

ビもラジオ局も好きなときに見たり聴いたりて》る 。災害の其った

だ 中でも 情報カｾ制呆 できる 。 といったように、 全く新 しい経験をイ

マルチメディアとしてのインターネッ卜の魅 力

テキス ト 音声 写真 カラー ムービ ー データ

手 紙
。 。 。

電 話
。 。

F AX  。 。
パソコン通信

。 。 。
インターオ、7 ト 。 。 。 。 。 。
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ンタ ーオ、ッ 卜がもたらしてくれる 。 これらは、インタ ーオ、 ッ トの具

体的な技術、 つま り電子メ ーノレ ( E- mai l ) 、情報検索 (オ、ッ トサーフ

イン) 、ミ ーテ イング( オ、ッ 卜ニュース) 、ビデオ会議 ( CU- SeeMe)、

ファイノレ転送 ( T E L NE T，FTP) によ ってもたらされる 。

このようにオ、ットワ ークは、人間の これまでの生活ノ f ターンや価

値観までも変えようとしている 。 その力が、設計活動や建築そのも

のを変えないはずはない。デザ、インの労法自体が大きく変わる兆し

が、いま少 しずつ見えてきた。 この力を企業が見逃すはずがない。

このインタ ーオ、ットの技術をそのまま自分の会社のオ、ッ トワークと

して使おうというのヵミ 最近言われて いるイントラオ、ットである 。

• 
インターネットとテ‘サ、イン

ところで、インタ ーオ、ッ 卜はデザ、インツーノレと して、 E のような

役割lを果たすのだろうか。

「テV 、インJ { f 広義に解釈すれば、ある目的を達成するために行

う意思決定である t いうことができる 。 とすれば、意思決定にはま

ず情報の収集が不可欠でゃあることから、インタ ーオ、ッ トはまさに こ

れを支援するものである 。 しかも体系だって集めら れた図書館にア

クセスするパソ コン通信的な機能ではなく、そのことの専門家から

素人ま で幅広いデザ、インユーザーの戸や知恵を収集 したり、 意見交

換する こと がで》る 。デザインの意思決定ツーノレ として、これほど

適したものがこれまであ っただろうか。

「デザインJ を務議に解釈した場合は、その言葉の語源であ る形

を与える こt と見なすことができる 。建築における形は、その空間

の機能を表現したものである ことか ら、その配置、規撲、運用とい

った要因てや決定されるが、ここでそ の決定手段と して、インタ ーオ、

ッ トはツーノレとして活躍する 。インタ ーオ、ッ 卜上に ヴア ーチヤノレな

内問をつくり出してヴア ーチヤノレデザ、インスタジオを実現する とい

う提案や実験も進んでいるが、そこまで行かなくてもオ、ッ トワ ーク

を介して、デザインにかかわる設言博中ユーザーが、その形を決定

するためにさまざまなシミュレーションを実施し て、設計条件をク

リア ーし ていくい、 った設計方法は、これまでのツーノレでは実現で

きなかった手段である 。

• 
デジタル・デザイン革命

インターオ、ッ卜を中心とするネ ットワークによるデザ、インプロセ

スのこのような変化は、今後、その利用者の拡大とともにますます

加速され、それが設計の対象てゃある建築物の品質や性能に大きくか

かわってくることは間違いない。

その背景にあるのは、デジダノレな情割拠理システムである コンピ



ｬ ｩｪ ｪｦｦｪ ｩｪ ｦｦｪ ｦ ｩ ｾ＠
世界中の美術館の情報が手に入るだけでなく 、アートに関心のある個人や団体も、

自分のホームページを持つことで、情報を発信できる。およそデザインに必要だ

と思われる情報は何でもある。設計依頼も、ここから来る可能↑ 生がある。

フリーソフトを使って、世界中の 6人と同時に映像を見ながら話をすることがで

きる。設計者相互、施主とも常に打ち合せができる。

24時間、固定したカメラからの映像をインターネットに流すことができる。私の

研究室も図のように世界中からのぞかれている。これを建設現場に設置すれば、

遠隔管理も可能である。

*  1  htt p:/ /www. env. eng. osaka-lI . ac. j p/sas. ht ml  

*  2  http:/ /archi graf . archi . kit. ac. jp/Weicome- J .  ht ml  

*  3  http: // w w w. arch. kl l mamotO-lI . ac. jp/moro- lab/ i ndex. ht ml  

*  4  http:/ /www2. watanabe. arch. waseda. ac. jp 

ユータと情報の通信システムであるえ、ットワ ークとの有機的な結合

であり、このような環境を利用して進めるデザ、イン活動は、デジタ

ノレ ・デザインと l呼ぶことができる 。 このデ ジタル ・デザ、インぞ実質

的に推是主する技術がインタ ーオ、ットてあり 、 これに よ り協調設計、

ヴア ーチヤノレテ、、ザインを代議 t する新しい設計方法がこれからのデ

ザインの主流になろうとしている 。

大阪大学の笹国税受叫によるピーチハウスの設計には、 インター

オ、ッ 卜てや呼びかけた建築関係以外の業種の人が参加し、大学院の学

生とチームを組んでデザ、インを検討するといった新しい試みがなさ

れている。また京都工芸繊維大学の山 日朝受*2/: 熊本大学の両 角 教

授 * 3 らは、 MI T のミッチエノレ教授ととも に、ヴア ーチヤノレ・デザ、イ

ン ・スタジオの実用イヒに向けた詞ヰ耐を取りまとめ中である 。

早 稲田大学 でもわれわれの研究室料において、デザイ ンの寺刊而の

重要な フアクタ ーである人間行動を E のように設計にフィ ー ドパッ

クするか、インタ ーオ、ッ卜環境の中で実施するシミュレー ションシ

ステムを開発中である 。 いちいち図面か ら情報を読みださなく ても、

オ、ッ卜ワ ークのヴア ーチヤノレな空間にアク セスすれば、その空間の

行動侍性をデータベースから参照 して避難シ ミュレー ションが実行

され、その結果を計画に関係するいろいろな立場の人がインタ ーオ、

ッ 卜て検討し た り、 指 ↑者に注文を 出したりする ことができる。

従来の設計方法 t 競合することなく、独自性制舌か した新しい設

言卜が、インタ ーえ、ッ 卜をツーノレ とする ことで展開 しようとしている。

• 
建築界におけるインターネットの行方

インタ ーオ、ットの世界にも、現段階では、いくつかの課題がある 。

問題がないわけではない。 もっとも、 これは利用する個人のオ、ッ 卜

ワークとの付き合い方にも起因 している のだが… ・。

まず第ー に、あらゆる情幸良に簡単にアク セスできるということは、

偽の情報に翻弄される危険があるということである 。デザ、インの発

想を支援するツーノレと して のf錯 仰少な いかも知れないが、 コ ミュ

ニケー ションのツーノレとして使うには、お互いの信頼関係をきちっ

と石復立しておく必要がある 。

第二 に、従来のデザインプロセスのリストラが必要なことである 。

手書 きの透視図に代わ ってC Gてヲ。レゼ、ンテー ションをする という

のとは訳が違う 。既存の設計出能の役割や人事、意思決定プロセス

をオ、ッ トワ ーク時代にあ わせて、すぐに変えられるだろうか。でも、

これが不可能な五11織はこれからは生き残れな いかも知れない。古い

体質の建設業界を飛び越えて、新しし、建築の設計 ・生産のシス テム

がインタ ーネットによ って始まろうとしている 。

( わたなべ ひt し 早稲田大学教授/ 工学博士)
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テレイグジスタンス・ネットワークロボット構想

ーアーyレキューブをめざして -

舘

• 
テレイグジスタンスとは

テレイグジ、スタンス (t ele-existence) とは、人聞が従来の時空

の制約から解放され、 l時間と空間ないしはそれら の両者 を隔てた実

効環境に等価的に存在する ことをめざす新い、概念tである 。一方、

バーチャルリアリティ (virt ual  reali ty:  V R )  とは、人聞が宅街王

実際に存在している現前環境以外の環境を、あたかもそれカ望見前環

境のような感覚をも って休験し、かっその環境で行動することを可

能とする新しい技符π、あって、テレイグジ、スタンスを別の-W/. S か ら

言い表しており、 両者は本質的には同一概念のエイ リアスである 。

テレイグジ、スタンスは、 1980年に機械技術研 ヲ回初、ら生まれ育っ

た我が国独 自の技術r - ( あり、大型プロジェク卜 「極限作業 ロボ ッ卜」

の研究開発計画の一つの大きな柱の役割を担った。現在ていは、 その

工学的実現の可能性が理論的にも、また実際のノ、ード ウェアシステ

ムによる 実験か らも実証され、 基本システムの設計ゼミが明確にな っ

ている 。さらに、その研究成果は海洋作業の実証機にも組み込まれ、

実用に近づいている 。なお、 最初の学会報告は、 1982年に計測自動

制御学会で行われ、関連特許は 1981年にi : l : ' 1願されている 。一方、米

国てはミンスキーにより 1983年に発表 された A RA MI S の報告書

のなかでテレプレセ。ンス (telepresence) と呼ばれ、 近年 NA S A を

中心 として盛んにな っている 。

テレイグジ、スタンスて" は、 人間が 割ilti 的に存在する 実効城境が、

(  1  ) 人聞にと って自然な三次元空聞を構成 しており 、 ( 2 ) 人間が

そのなかで自 由に行動て3 、しかもその実効環境との相互作用が自

然な形てか実H寺間に生じ、 ( 3 ) その環境への自己投射性が生 じること

が必要である 。 これはそれぞれ、臨場感、 実時間イ ンタラク ション、

自己t胡寸性と呼ばれる 。

テレイグジスタンスを用いるロボッ卜の制御では、人間の運動や

力な E が実時間て言十測され、内部状態が推定される 。 その内部状態

がロボ、ツ 卜に伝達され、直接 ロボッ 卜の運動制御システムを コン ト

ロールし、人の動言を忠実に再現して ロボ、ツ 卜の人工の目、首、手、

足などを制御する 。 その|侍の ロボッ 卜の人工の感党総からの情報は、

逆にすぺて人間の感党総に直桜提示される ことになる 。

したがって、 例 えば人聞が見たい方向を向けば、ロボ、ツ卜も 同一

方向を向いて、そこに人がいた時に見える情景 に対応する像を、 人

の主剛史上に実像と して結像するわけである 。人が自分の腕を目 の前

に持ってくる L 視野内には ロホ、 ツ 卜の腕力 f 自分の腕のヵ、わりに全

く同ーの位置関係て現れてくる 。

このようにして、 人は自分の手と対象物、さらには周りの空間と

の関係、を、自分の過去の経験 t 同ーの関係で捉えて作業がで、きる 。
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ロボッ 卜が可制本に触れた感覚は、 人の手に皮府刺激として提示され、

人は自分てや直接触れたのに似た感覚をも って行喋 できるのである 。

• 
現在までに研究開発されたシステムの例

・移動型テレイグジスタンス: 1985年

自体機能を有する移動 ロボ、ットで、人聞と同じような眼間距離と

構成をも ったテレビカメラを有し、 これが左右に振られるようにな

っている 。 その二つのカラ ー画像がアンテナを介して UHFの信号

て遠方に送られる 。 また車載の コンピュータと人間{J! IJ にある コンピ

ュータはモデムを介して交信される 。人間はこのシステムによ って、

ちょうど率に乗って運i伝しているような感覚で操作することカ fでき

る(図 1 )。音に関しでも、ヘ ッドホンを使って三次元の音響を聞 く

ことができ、自然な三次元の視聴覚を得なが ら操縦できる 。実路主で

は、ジョイステ ィック をイ吏って制御している 。 このロボ、ツ卜をを?使つ

たテレイクグやジ、スタンス の実忌主虻てでで、許壮、

るような感賞;.. cてて、移動でで、きる ことが実証され、視野角の影響や首の追

従のさせ方等が定量的に検討された。

図 1

移動型テレイ グジ

スタンス・ システム

- テレイグジスタンス・マスタスレーブシステム 1989年

テレイグジ、スタンス実験用マスタ装置に乗 り込み、遠隔の ロボ、ツ

卜との通信路計'(ff立すると、オペレーターは居ながらにして遠隔地

のロボ、ツ卜と自分自身がーイ本化し たような感覚を得る ことができる 。

オペレーターの首や手の運動が、 ゴニオメ ータの ロータリ エンコー

タ守のノ fノレスを アップタρ ウンカワンタでカウン 卜することで笑H寺間計ー

測され、 コンピュータと通信装置を介して遠隔地のロボッ卜に送 ら

れる 。平行リンクと ユニバーサルジョイン卜を用いたカウ ンターバ

ランス機構により、オペ レーターは頭の運動を拘束されず、 しかも

重量を意識せずに 6 自由度の運動ができる (図 2 )。



図 2 テレイグジス タンス・マスタ装置

大きさや自由度配置を人間に合わせて設計したテレイグジ、スタン

ス用スレーブロボットは、頭に立f料見カメラとマイクロホンを搭載

し、人間の見たい方 ｬ 旬、聞きたい方 ｼ 台 ｝ ｾ ｉ 台 Ｑ ＼Ｐ Ｎ ロボ 、ツ 卜 の得た感党

情報はオペレーターに送られ、オペレータ ーは頭に装着したテレビ

装置を使って、 ロボ、ヅトが見たり Ilfl ，、たりしたのと同ーの感覚を三

次元的にf柿主できる 。 自由度数は頭部運動の 6 自由度がすべて計測

され、人聞はすべての方向に自由に動けるので拘束感はなし、。

こ のテレイグジ‘スタンスシステムを 用い て、手 と目 の ｉ ｴｊｊｾＱ 運動実

験が行われている 。 このテレイグジスタンスてのは、 人間は練習なし

に、しかも実際に行うのとほとんど変わらない速度で、ブロックを

積んだり J俸を穴に挿入するなどの作業が行えるこ t が示されている

(図 3 )。

同じ装置によ って、 コンピュータのシミュレー トした仮想空間に

入ることもできる 。仮想環境の使い方には二通りある 。一つは実際

の作業に先立って 同じ ような環境て作業を学習する利用法で、もう

一つは煙のなかなど目に見えないような状況下において、人! 日1は仮

想環境に対して作業し、その情報に従ってロボ、ツ卜が実環境て1乍業

するという方式である 。 また仮想環境を実環境にスーノ f ーイ ンポー

ズして、見えないものを補L、ながら作業することもできる 。

図 3 人間型テレイグジスタンス・ロボ ット

このようなシステムを使うと、自然な距潟It! 惑が得 られるので、人

間と 一緒に作業する場合も不安なく遂行でき 、したがって人とロボ、

ッ卜の協調作業も可能となる 。 このように 自分自身の分身として、

作業しているロボッ卜を自在に制御したり、ロボ、ツ卜やコンピュー

タを使っ て未知の世界を体験で きる テレイ グジスタンスは、今後

様々な分野て1舌用されると期待されている 。

• 
ア- ) レキューブ、

アーノレキューフ1ま現在、通産省を中心にして構想されている国家

プロジ、エク トで、その先導研究がフレン ドリーヰ、 ットワークロボテ

イクス として本年度からスタ ー卜する 。 これはえ、 ットワーク環境を

利用したパーソナノレなテレイグジスタンス社会をめざ した基 礎研 究

と位置づけられる 。Real - ti me Remot e Roboti cs (笑JI寺間遠隔制

御ロボッ卜技予防の頭文字をと ってR 3と表記して、これをアーノレキ

ューブと 呼んでいる 。情報のみが行き交う現在のえ、ッ トワークを作

業の伴うも のとする試みとも いえる 。新しいオ、ッ卜ワ ーク社会の構

想をtl tに問いなが ら、 それを実現するための基礎的な研究カヲ指向さ

れる こと になる 。

このシステムが実現されれば、 例えば、現在の家庭のパソ コンが

V R入出力やUs のV Rノf ソコンにな り、それを用いて B-ISDN等

のえ、ッ トワークを介して 世界rr のサイトにテレイ グジ、スタンスする

ことが可能となる 。家庭内のパソ コンには、 パーソナノレロボ、ツ 卜が

あたかもコンピュータの端オ号機器のよ うに桜絞され、コンピュータ

の指令で制御されたり 、テレイグジスタンス モードてやは使用者の固

となり耳となって環境を認識し、使用者の意のままに分身のように

行動する 。

家庭だけではな く、オフィスや工場、病院、 学校、図書館、 美術

館、公園、競技場、アミユース、メントパークな Eあらゆるところに、
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テレイグジ、スタンスロボットが配置され、人は家庭からでもオフィ

スからでも、あるいは公衆電話のような公衆アーノレキューブサイト

から、世界中のアーノレキューブロボットを自分の分身とし て利用で

きる。 これぞ用いれば例えば、病院に長〈入院 していて外に出 られ

ない子イ共たちゃお年寄りが、ほかの子イ共たち t 一緒に遊んだり、自

分の家族の住む家に戻ったりすることが、 等価的に可能となる ので

ある 。スペースシャト ノレのア ールキューブロボッ 卜にテレイ グジ、ス

卜すれば、 いわゆる 「宇宙からみた地球の平和J を宇宙飛行士でな

くとも体感できる 。

家庭内に適し たロボ、ツ 卜と 各種作業に適 したロボッ トれ、う形てや、

多くの種類の ロボ、ツ 卜が作 られるであろう。それはちょう ど自動車

とのアナロジーで捉えられよう 。 というのは、高速道路を走るピー

クノレが自動車であるように、情報ハイワ エィを行き交う ピークノレは

アーノレキューフ守であるからである 。家庭用のパーソナノレ ロボ、ッ トは、

自転車を運転するように無免許て、利用で き(図 4 )、災害救助用の大

型ロボ、ツトは糊朱免許 (図 5 )、通常の利用は普通免許い、った運用

形態が考えられる。

ベ-._，

ＢＧｾた ζ ミごとコ

図 4 ア ー ル キ ュー ブ登 山
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しかし、こ のような理想的な システムを実現するためには、解決

しなければならない多くの技術前週があることも明白で、ある。例え

ば人聞がいかにして臣即易感を得て通常の生活を送るのと同ーの感覚

てやア ーノレキューブロボ、ツ卜を使いこ なせるかと いう問題があり、 そ

の解決のため には、人間の意図を非拘束かつ的曜に反映できるよう、

生理学や心理学的な知見に裏打ちされた V Rインタフェースを模索

し実現 しなければならない。

多少 S F的にはなるが、ア ーノレキューフ。が構想する未来の世界の

一部を、以下の U R L で垣間見るこ t ができる 。

http: // www.i rofa.c om 
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川 LT富 山

ベルリン・シュプレーボーゲン国際コンペとARX

石 丸 信 明

A R X は、 1992年ベルリンにおけるシュプレーボーゲン国際コン

ペにおいて 8位に入賞した。プロジ、エク卜は、ポノレトヵツレと日本と

アメリカとの間てや、専らファックスを通して進められた。

A R X の設計プロセ スを説明するために、 コンペの聞に交換され

たファックスを編集したものを掲載する 。

• 
キーワードの安換

マテウス ( 7 月 4 日リスボン) 以下は、コンペのためのスケジ、ユ

ーノレて、ある。登録、 9 月 1 日。 ドロ ーイングの提出、 10月12日。

石丸 ( 8 月29日デンハーグ) コンペの要文地を訪れ、アトランダム

にコンセフ。 卜のキー ワー ドをまとめてみました。

(1) ドイツ人にとってドイツ政府の議会の様式は何か。(2) プランデ

ンフツレグ門を通るメインの軸をどのように考えるぺきか。 (3) 第 2 次

世界大戦以前のベルリンがもっていた街区を、どのように見なすべ

きか。 (4)ベルリンの壁およびその痕跡を E のようにみなすべ、きか。

(5) 5 私たちは、自然をどのように考えるべきか。シュプレー川、ティ

ーアガノレテンそして セカンドオ、イチュア ー。(6)1，瓦想現実対現実。 (7)

すで、に建っている コングレスハレと旧帝国議会をどのように考える

べきか 。 Ｈ Ｘｾ ノレ リ ン市民あるいは、 ドイツ国民にとって この敷地は

どのような意味があるのか。

レプラ ッ ト (9 月12日ニュー ヨーク) 以下、石丸のメモに応えた

いくつかのキー ワー ドです。

(1) ドイツの新 しい首都 (あるいはヨ ー ロツノ f の首都) / マルチセン

ターシステム/ 異質性。 (2片径力の象徴/ 旧東独と旧西独の関係/ セ

カンドオ、イチュアーの表現。 (3) 民主主義の象徴。 (4概念の象徴及び

表現/ メテ1 アパワ ー/ ベノレリンの壁/ 経済格差/ かつての悲惨な

破壊。(5) 関係性/ 自然/ 人工/ セカン ドえ、イチュア 一。シュフ。レ一

川/ ティ ーアカツレテン/ ヴア ーチヤノレリアリティ ー。(6渚日市のメガ

ストラクチャ ー との関係性。 Sパーン/ Uパー ン/ 高速道路。旧東

独の中心/ 1日西独の中心。(7) 民主主義における資本主義の限界。 (8)

古い首都の建物 t 新しい建物との対立。旧帝国議会/ 新 い 、建物。

(9)}f.J 態のレノ f ー トリ ー。 ウンタ ー ・デン ・リンデン通りの直線。シ

ュフ。レ一川の多様な曲線/ Sノf ーン。旧帝国議会のボリューム/ 歴

史的な地図。

• 
ガーデンの中の“ モ二ユメント"

山口 ( 9 月25日大阪) コンセプ卜 (1) ドイツの神話の神聖なる領域

として森を残せ。 (2片径力の象徴をつくるために、建物は地下にある

ぺきだ。(3馳面に裂け目をつくれ。(4肉質空間に、ヴォイドスペー

スを挿入せよ。

マテウス (10月5 日リスボン) われわれは今や形の問題に直面し

てし、る 。 その形態は、皆がこち らで分析したグリ ッドや車Ihの上に、

シュプレー) 11とS ノf ーンのカーフーを使って操イ乍変形させることのた

めのメカ ニズ、ムを、その上に重ね合わせることによ って可能だ。敷

地の中心は空白のまま、建tI' J を余り 地面に接さずに、新しい立面が

出来上がりつつある 。

石 丸 (10月7 日神戸) この案において、自然の存在は、権力を象

徴しない ことよりも 重要てーす。 しかし 中心は虚無であり、弱いもの

です。例えば壁の崩壊の跡の存在は、新しく提案される建tI' J になん

らかの影響を与えるべきです。私たちは、壁の跡を、自然の要素、

例えば川 として置換すべきではないかo .これにより、人工物が、自

然の存在として変換される可能性があるのではないか。

マテウス (10月 7 日リスボン) フ ァックスありがとう。われわれ

は、潜在的な形式および空聞を創造する者として、壁についての概

念を取り戻す必要に同意する 。 このことはわれわれの計画において

は完全に不足していた。) 11とSパーンのラインを使うことについて

のアイテ、アは、敷j也上に存在するグリッドを図示する作業の早い段

階から浮かんだ。東ベルリンからのグリッド、西ベノレリン( ミース

のギャラリ ー) からのグリッド、権力の象徴( 旧帝国首主会) からの

グリッド、そして他に曲線( シュプレー) 111: Sパーン) の断片によ

るグリッド。最終的には、すべてのグリッドの重ね合わせてやある 。

自然とテクノロジー と第二の自然につい ての考えは、非常に重要

だ。この意味でシュプレー) 11は、何らかの儲IJを果たさねばならな

い。 それは今のところ人工的なカ ーブである 。 しかし、自然でもあ

る。 その一部変形の操作によりセカンドネイチュアーとなる 。セン

ターの不在、あるいは権力の象徴は重要である 。主要なエリアは空

白としては理解されず、不在であるものとして理解されるだろう 。

それは過去/ 現在/ 未来/ 歴史の痕跡と暗号の迷路となるだろう 。

象徴的にそれは弱い権力である 。石丸によって示された関係は、さ

らなる複雑さを増すためには非常に良い。

レプラ ッ ト (10月8 日ニューヨ ーク) 運動の中心についての考え

はよい。あなたが複数の中心をダイナミックにずらす操作は、非常

に魅力的である 。 それは認識できる 「形式J てやはあるが、「本当の形

式」ではない。壁についての議 論にも同意する。

マテウス (10月 8 日リスボン) 今こちらでは、ベノレリンの壁と壁

の聞で、あった中立地帯をトレースしている 。中世において、すべて

の都市には、侵略から自分を守るために壁があった。 9 世紀には、

ほとん E の都市てや中世の壁を壊した。壁は、都市の自然の新しい概

念になった。これは考慮するぺき良いイメージである 。 われわれは、

壁のスペースカキ庁しい思考のプロセスにかかわる要因となるべきで

建築と社会 ・1996. 8 37 
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あると考えている。おそらく、ベルリンの壁の跡は傷跡としてそっ

としておくべきだ。われわれの主要な考えは、痕跡として壁を用い

ることであって、その痕跡はおびただしい数の' 情報の痕跡なので、あ

る。多くの人々がこの問題に重要性を与えるであろうことを苦慮す

る。自然/ テクノ ロジー/ セカンドえ、イチュアーは、新しい概念だ。

山口 (10月9 日大阪) 壁で囲み屋根で覆うことによって、領域を

分割するという原初的なアイデアにおいて建築は成立する。秩序だ

った新成は建築の歴史を通じて続いてきた。すなわち、建築行為自

身がもともと中心性を象徴化するものであったといえるだろう 。

価値、秩序、統〕性い、った概念は権力を補強し、 I巳統化する 。

われわれは東と西の聞の壁がどうして解体されたのかを考えるべき

であろう 。初芋と統一--'1企の古典的な概念に従うぺきなのか。ベノレリ

ンの壁は初めに政治的意思による国家の分断であ った。しかしメデ

ィアテクノロジーの進歩によって、この考えは葬り去られた。東と

西の対立と分断は情報の拡散によ ってメノレ トイじされてい った。ベノレ

リンの壁の崩壊はそのシンボノレでもあった。

われわれの時代は脱中'Lvf ヒの方向、拡散の方向に動きつつあるの

だ。都市計画における動きの力学を査察するアイデアは、こうした

在足，# _ からおもしろいものである 。 インピジブノレな場のカが入り乱れ、

それ らの影響をうけるのが、今回の敷地である 。場所土のポテンシ

ヤノレエネルギーをシミュレー トし、力場を浮かび上がらせる。徹底

的に場の力をシミュレー卜 してはどうか。力士易にエンプティをつく

る。敷地は治在的なポテンシヤノレエオ、ノレギー を苧む。そこから発散

されるインピジブノレなカは混乱した場を形成してきた。そこに空白

を投入しろ。エンプティは不在の場として定義される 。 もしくは人

聞の意思の総体が届かない場として定義される。中心性が失われた

場である。空白を生み出すためにr1 # t E 的な領域をシミュレー卜する

べきである。新しくつくられる建物はこの空白の回りに配されるべ

きである。空白におりる力によって、それらが取逸し、 ｾｬｾ き飛ばさ

れるかのように。われわれは散逸の力学を必要とする。平田だけで

なく、断面においてもそのプロセスをシミュレー卜する方が良いと

思われる。現在のシミュレーションプランから形態を生み出すメカ

ニズムは十分 t はいえない。

ベルリンの壁がプランニングにおいて議論されることは考えられ

るべきではない。壁はすでに存在していない。 もしわれわれがこの

議論に首を突っ込むならば、われわれは不在の存在というテーマを

サポー 卜するために、非常な困難が予想される。滋在的な領野に現

れる力のシミュレーションは、そのH寺、者11市構造のグリ ッドの変形

のノレーノレとなるにちがいない。すなわち古典的都市グリヅドのメノレ

トイヒである 。

• 
時間と空間の往復、振動/ 部分と全体の交流、断片の散逸

レプラ ッ ト (10月l l Rニューヨーク) これは提出するためのテキ

スト fご。vOld cENTERs.， 

今、ベルリンにおけるドイツの政治権力の新しい象徴をつくるこ

t は、歴史的な意義が変化する中において、多様な方面から考えざ

るを得ないことだ。技術的な進歩は、権力の象徴の概念を変えざる

を得ない。われわれは、すべての複雑な問題を非物質的存在の多様

性として捉えようとしている 。

場所は無頓着に選ばれたわりではなく、プロジ. ェク卜のためにき

っかけを与えているのである。かつての東側および西側の両方のグ

リッドを拡張した。一つ はウンター ・デン ・リンデン通りとフリー

ドリヒ通りに平行して存症する歴史的な中心の街区からの拡張であ

り、 もう 一つはミースのナショナノレギャラリーで使われたモジ、ユー

ノレに/ ! j 鴻持表して、戦前のグリッドがティ ーアカツレテンを越え拡張

される 。グリッドI . i 互いに重なり合い、そして、旧帝閣議会のグリ

ッドによ って具体的に現存する権力の象徴と衝突する 。三つのグリ

ッドは、新しい議会の潜在的な幾何学が生じる骨格を提案するので

ある 。 シュプレー) 11の流れぞ一部人工的に変育長させる こと iま、自然

が、より大きい者11市デザ、インの一部分になることを意図している 。

フ。ロク、、ラムは、メデ、ィアと コミュニケーショ ンカ主中'L、をつく り出

すことの可能性が多犠化し、及び発展する現代において、その場所

をドイツの象徴的な中心として規定しようとする 。 これは逆制I{] に

見えるが、中心を発展させる新しい概念一権力の象徴ぞ表現する流

動的な統一--'1主ーが必要なのである 。 それは空白としての中心を認め

るにもかかわらず、明確に固い込んだりはしないものの、空間を明

確に限定して、ガーデンは議事堂と寸本化する 。

S パーンとシュプレー) 11か ら得た円の移動が、より流動的に全体

システムを再定義する 。幾何学の“ 形式" に反したシステムがわれ

われの“ 更なる知的な知党" による認識と合致する 。 システムは具

体的なスケーノレや ｾ ｉ ヲを 必要としない 。む しろそれは 、提案された建

物の自然の要素や現存する建築物との対話によるいくつかの形式の

関係性なのてある 。 その場所において個人は潜在的な空白と強烈な

綴・々な活動を結合させる 。 その結果、効果的な“ 中心" は空白であ

る。 それは民主主義国家の市民の物理的象徴として受け入れられる 。

マテウス (10月12日リスボン) すべて のド ローイ ングは、ベルリ

ンへ向かっている 。あとは| 成りたい。

A R X  ( フレデリ ック ・レプラット、イ' : ; ; 11: 信II} I、 '1']国啓、; 1 . / ・マテウス、 iJ.l 11除) :  J 正式

名称は A RCHl T EX T U  RE . これは archi tecture. texture. text の三つの三柴に出

来。

( ¥、しまる の」ごあき A R X  IくOBE)
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マルチメテ河アによる工事管理一ピアスタワーの場合一

沢 田 隆 志

はじめに 建築工事の管理業務( 安全、品質、工程、原価、情報の

伝達、作業環境等) に関する情報は、『設計J r積算J r計画J r施工』

等といった各フェーズ、てい、携わる人によって様々な形態て存在して

いる 。 こうした用途の異なる情報をいかに効率良〈整理 ・手l開しサ

ブコン、メ ーカーに伝達するかで、管理業務自体の質あるいは生産

性等が左右される 。 そこで多岐にわたる情報を効率良〈整理するだ

けでなく、そのあとの工程でも情報を積極的に活用するため、パー

ソナノレ コンピュータ( 以下ノ f ソコン) による施工情報の電子化 を試

みてきた。 これにより工事管理では施工情報を収集 ・整理 ・分析し

意思決定するフロ ー、あるいは設計カ、ら施工へと情報利用者の必要

とする 713に変換する手段が変化 しつつある 。さらに、オ、ットワ ーク

技術の進歩によ って、情報の一元化 ・共有化 ・共同作業い、った概

念が生まれた。

• 
当該作業所におけるコンビュータ環境

村命て河象にしている作業所では、職員17人に対し、現在28台( 協

力会社と C A D専用機を含めると 33台) のパソ コンで L A N を構築

している 。L A N には設計監理室、会議室、設備会社、協力会社職長

室なE も含まれているほか、サーノf 一機を介し外部との通信も整備

されている 。写真 1 ，こ工事事務所内部、 図 1 に作業担庁における L A N

写真 1 工事事務所内部

数字はパソコンの数を示す。

図 1 事務所内L A N
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の構成を示す。利用されているアプリケーションは、表音I i i 、カ ー

ド型テ、、ータベース( 以下D B) 、 リレーショナノレ型 D B、画像D B、

C AD、メ ーノレなどがあり、品質、工程、安全管理に関する共通デー

タはすぺてサーノf ーに一元イヒされて いる。

• 
デジタルカメラによる工事記録

図 2 工事記録写真

ここでは、工事写真のほとん E をフ ロッピーディスクカメラで撮

影し、パソ コンに保存している 。図 2 に、工事記録写真のーイ列を示

す。 これらは属性によりデータベース化 されてお り、検索も容易で

ある 。 また日々の安全管理にもフロッピーディスクカメラは使用さ

れ、作戴ir 内のリアノレタイムの情報として使われている 。

• 
モニターカメラによる現場管理

作 野ir内、タワ ークレーン、作戴fr周辺に、現場における作業の

到搬を考え モニターカメラを 5 台設置し、それらの映像を工事事務

所、職長会室、会議室、打ち合わせ室、所長室にモニター装置を設

置( 合計10白) して、 リアノレタイムで現場内の状況を把握できるよ

うにした。 5 台のうちの l 台は作業所ー面丘のどノレの屋上に設置され、

マイク ロ波によって事務所にl則象を送るとともに、 ISDN 回線によ

り東京の東急建設本社および他作菊白好にH州象を送る こともできる。

また、映像はパソコンの中にデータとして毎 BI ! ) ( り込まれ、工事の

進捗を表す定点データとして活用している 。

• 
公衆回線を利用したシステム

当作業担1"i Cl J : パソコン専用に ISDN 回線を 2 本、普通回線を 3本

使用している 。 これらの回線は241時間オ ープンにされ、作業所内

L A Nおよび1也作業所 L A Nにも繋がり、東急、建設の W AN 計画の



一部となっ ているため、工事管理に必要な情報を、時間と距離を選

ばずに探 し活用する ことがで、きる 。

・山留め計測システム

木工事の腕也は 出 11の南に住置し、軟弱地盤のため、山留め工事

に関 してリ アノレタイムの計測が必要となった。そ こで、モニターカ

メラ及び計測機により 24時間休1111] で、 図 3のように 山留め計iW陪 現

と解析を行った。

それらのデータは作弓鯨rr内のパソ コンより、 図 4 のように IS D

回線を通じて東急建設本社、大阪克苫に送られ、本社技術部門では

計測データから次段階のf伴析を行い、言十iRI陥果だけでは判断できな

い状況( 例えば、根切り深さや切り梁などの架設状況など) は画像

から情報を得ることができる。休日 ;等は担当者が自宅のパソ コンてや

傾斜言十や歪計の数値のチェックを行った。

・双方向通信システム

IS DN回線を使用し、遠隔地 とのテレビ会議システムを導入して
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図 3 山留め計測管浬と解析
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図 4 山留め計測シス テム

いる 。本システムは動ii! II 、音声など 上回安的大容量の情報もコスト面

(交通費等) 、技術面( 1¥州象、 音声の解像度) において実用レベノレて、.

扱え、 iR問削やそれにイ材泡する「時間j の概念守変化させた。

・協力会社とのネットワーク

当作業J ifi 亡、は、コス ト情報を含め施工情報の電子化に関して、協

力業者と共同て1新たな試みを行っている 。例えば、 労働者名簿、安

全書類、見結審、 出来高査定など作業所に提出すべき 書類の書式、

項目な E は協力会社にと っても必要となってくる 。

こうした情報の電子化による 効果を、次のように想定している。

q濯繍作成の効率化による内容の充実。

②通信 利 用による見積 ・ 査定時などの訪 問 交渉の ｬｾｦｬｊ 滅 。

③情報共有による指示、契約な Eの合意引信弘

現在10社が作業担rr と回線を通じ、上記部員のほか、工程表、常用

調書、各種連絡事頁のデジタノレデータの交換をしている 。

• 
風向・風速計測システム

凪理1111可十周シ2 テム

1.  
m/ sec 

誠仁三ヨ m/sec

般 の仁'3.21m/ sec 

仁歪三己巴豆豆E

@三豆コ仁豆豆豆コ

図 5 風向・風速計測シス テムのモニ ター画面

安全面、品質面では、鉄骨工事における建方、 j割安時の風速 ・風

向を計測するシステムを構築した。L A N上のどのモニターからで

も、タワ ークレーン付近での風速 ・風向をリアルタイムに把握する

ことができ、 安全管理及び品質管理に対する限を増やすことを可能

にした。図 5 にモニタ 一例を示す。本システムは、テレビモニタ ー

によるリアルタイムの管理及び10分間の平均思国i、最大| 瞬間風速等

の過去のデータ の蓄積が可能である 。

• 
在来機器利用による管理

当作業所事務所内に、 写真 2 のように有線を使用した天気予報盤

を設置している 。当機株は週間天気予報及び 3時間ごとの情報を表
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写真 2 天気予報盤

• 

示し、工程管理に

j舌用している 。 ま

た、インターえ、ッ

トなども使い、作

業所内外の多々の

情報収集に努めて

し、る 。

デジタルデータによる広報活動

従来の紙またはヒc デオによる工事概要のj q 1 ( ，説等をやめ、 C D-

R O Mによる工Z閥抗要の解説に切り替えた。 これは量産されること

によって原倒的には紙などによる説明よりも安価で、印象という商

て効果を上げた。 また、 C D- R O Mは特定の人のみに対する情報伝

達となるので、作業所案内のインタ ーオ、 ットホームページを開設し、

24時間情報を提供している 。

当工事のホームページの内容は工事概要、施工手J I頂、安全管理に

わたるもので、アドレスは以下の通りである 。

http:/ /www. mmj p. or .jp/ t okyut echno/pias. html  

• 
情報共有化ツールの実例 電子メール

情報を共有するためには、作業所の規j莫が大きくなればなるほど、

職員聞の良好なコミュニケーションが必要とされる 。一般的な機能

と、作戴1[，こおけるその効果を以下に挙げる 。

①同時に複数の人聞に情報を送ることができる 。

発信者はメ ーノレが送 信先で読まれたかどうかをＱｩ ｲ ｾ 言立てやき、情報の

伝達カt { i 在実に行える。また、多人数の事務所て、ぺーノf ーで回覧する

と発信日から回E封: 冬了後の回収日まで長期にわたることもあり、情

報が回覧中に内容を消失する場合にこでは、期限や処理済みを指

す) もあるが、電子メーノレでは同時に送られるため情報カ務庁鮮なう

ちに伝達できる。

②受信者の業務を妨げない。

受信者が不在のときでも、確実に情報を送ることカfできる 。 また

メーノレに回覧、緊急な E属性が付加されているため、メーノレを読む

タイミングを各自が選定て3 る。

③作成した書類などを 同封して送ることがで》る。

完成書安員( テキス トデー夕、表計算デー夕、画像データな! : : ' ) な
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どがメーノレに同封されて送られる。そして添付した書類について添

削、修正の上、返信してもらうなど、ペーパーレス の促進や コミュ

ニケー ションのツーノレとして効果を発揮している。

事務所、現場、打ち合わせと業務場所が特定されないので、工事

管理者の集合体には良いツ ーノレとなっている。

• 
揚重管理

工程面では、高速エレベーターの利用に関して、協力会社の予約、

穣働実績などが把握できるシステムを構築した。これにより不実な

予約を行わないことや、協力会社聞で運行調整するなど、自主管理

を促す結果となった。高速エレベーターは使用業者ごと発行の磁気

カードの差し込み時のみ稼働し、揚重回数、重量、停止階、使用時

間等の実績はすぺて磁気カ ー ドに記憶され、終業後それらのデータ

は図 6 のように業者ごとにパソ コンに読み込まれ、すべてのデータ

がその日のうちに角材斤され、後日の工程計画|に反映される。
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図 6 高 速エレ ベータ ーの使 用予定および実績

まとめ ピアスタワー新築工事は、上記の通りマルチメディアを

使い、テe ジ、タノレ' 情報を活用し、工事管理を実施している 。集められ

た多くのデジタルデータはノ f :J コンを介してデータベースとして使

われ、ネッ トワークを通じて多くの人聞に作業を同H寺並行的に推進

する環境を提供することによって、従来の工事管理に多〈見られた

ノf ッジ作業主? リアノレタイム作業に変革し、質および生産性を高める

ことができた。よって、これからの工事管理はマルチメディアを活

用したデジタノレデータペースを活用したものに変わり、業界全体の

方向 もそちらに向かうべきである。

( きわだたかし東急 ・大林・銭高建設共同企業体ピアスタワー新築工事作業所所長)
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インターネットによる災害情報発信

松 崎 太 亮

• 
情報が来ない日ー阪神淡路大震災当日-

平成 7年 1 月16日夜は普段と変わらね夜だった。神戸市の広報テ

レビ番組を担当している私は、翌日のロケのスケジ、ユーノレと今後の

企画を考えながら眠りについた。

早朝、突然の縦揺れとともに大地の底から響く調音により眠りを

覚まされた私は、夢中でタンスが倒 れてくるのをすIpさえていた。何

カ茂Eきたのか。停電し戸外は暗〈、窓からはわからなかった。 ラジ

オ情報では神戸の被害状況はほとんど伝えられておらず、大きな余

震もあ ったため、夜が明けるのを待って近所の山に駆け登り、市街

地の様子を初探した。須磨ニュータウンにある自宅付近は被害は少

ないようだが、須磨から} 1 : [ { J ! IJ を見ると普段なら三宮付近まで見渡せ

るはずが、 黒煙に包まれ、空1; 1 : . 夕方のように暗ヵ、った。空からは灰

が 雪 のように降ってきた 。 市街地からｾ午い上がってきているのだ 。

程、はイ士 Ｎ ｾ［ｦ目、 ｩ 常々 ｉｲ ｊ｣ｴｾメモ ｈ ｉ に Ｘ mmヒ守デオカメラを持ち歩いてお

り、この日もカメラてや記録することにした。現場は混乱が予想され

るため、機動性のある自転車で市街地に向カ古った。

大都市を襲った直下型の地震は、わずカ'20秒IJ c' の括れて、わが

街「ネ11
1戸」の姿をことごとく変えていた。須磨区南部の市徒主地は、

いたる t ころで家屋の倒壊と火災が生じており、サイレンが街中に

響し、ていた。ある人はパジャマのまま、ある人は毛布を羽織って公

園や 学 校に避日 ｦ ｾ して来ていた 。 どの人も氾市 ｉ と し 、うより、眼前て Ｗ 巴

こっていることカ対言じられない表育てあ った。東西の幹線道路は大

渋滞しており、車はなぜか東に向かっていた。状況把握のために走

らせているようだ。渋滞にも怒るh肝 ーなどなく、沿道て燃えている

民家の械を走っていてもあわてたりせず、 とにかく告闘を|背だった。

火災は須磨 ・長田 ・兵庫区で大きく、黒燥が一段と高〈立ち上っ

ている箇所を中心に回り、場所 . JI鞍 11 . 被害状況をアナウンスしな

がら記録した。初、の生まれ育った街や友人宅が多数破壊された様子

を、彼らの安司1続E、が十分でちないまま耳刺するのは、仕事とは言

えつ らカ、った。

灘区 J R六甲道駅前南側広場には、避難してきた多くの人々が座

り込んでいた。地震直後は小学ヰ変カヨ践1印片になっていることさえ知

らない人がいた。被災した人々に十分な情報が届いていなかった。

一番情報が必要な人々が、 一番情キ随員国の中にあるのだ。

日が沈み、再び長田方面に向かった。長田区太田III Tの交差点力、ら

南は、煙と炎が一段と強〈出ていた。消火活動をしている最南端ま

て守子き、めらめらと燃える民家に近づいた。 その家が|苦i夜を照らし

燃える様子 は私の眼を事T付けにした。怖いと は感じず、なぜか放心

状態であ った。今日見てきた火災の中で最も印象に残る炎てやあ った。

• 
インターネットによる災害情報発信

「キ11
1戸市から被災者に情報発信できる可能性が 1 %でもあるのな

ら、どんなメテV アをも使おう」。阪神淡路大震災の当日、 1 月17日

午後10時。千|滞 や 資 料 が 淵しし、 天井ノ叶J が落ちた神戸市 街i庁16

階広報諜では、今後の広朝木制についての検討が続いていた。

平常時、神戸市の広報手段にはテレビ ・ラジオ ・広幸民主氏などがあ

るが、すべての情幸町云達手段カ司主撲された今、われわれは幸郎草機関

への情調硝共による伝達しか手段を持たなカヨった。 しかし神戸で起

こっている現実 をありのままに伝達するためには、バブリシティを

介さずに発信する必要があ った。 その一つがインタ ーオ、ッ トだった。

神戸市は、例年10月より全国の自治体に先駆けてインタ一え、ッ 卜

による情報発信を試みていた。震災前までのホームページの内容は、

市のシティプロモー ションを主ll!lh としていた。震災当日、 幸 いサー

ノf ーは無主主主てい、専用回線が切れ発信不能となったものの、翌朝から

復旧する予定だという 。

「このメテY アて1可が発信でき、誰カT読んでくれるのか ....J i わ

れわれが一番情報を伝えたいや1
1戸市民に、インタ ーオ、ッ卜が役に立

つのか。他に手段はないのかJo fi:指命の席上、懸念する声もでた。

インタ ーオ、ッ卜は学術系中心のオ、 ッ 卜ワ ークであり、圏内てやは一

般の人々の眼に触れる機会の少ないことも十分理解している 。「イン

ターオ、ッ 卜を介して神戸市のサーバーにアクセスしてくる人々は、

基本的に外部の人間だろうから、現状把握のための情報を流すこと

が先決だ。間接的でも情報伝達手段があれば、それを使うぺきだ」

との意見が多数を占めた。事実、電話や F AX による問い合わせの

中には、 円111戸の全部が燃えているのかJi 奈良 ・京都は大丈夫なのかJ

というものがあり、マスメディアによる情報では実態把握力主主任しい

点があることが推察された。 この信持良の空白ポイン卜につき独自の

情幸限E信をすることで明確にできると確信した。 アクセスしてきた

人々を通じて、正確な情報

が回り回 って住民に伝達

されることを期待して、イ

ンタ 一え、ッ 卜による情報

発信を決定した。

ホームページには、われ

われのサーバーが無事で

情報発信でき、かつ、電子

メーノレを受け入れうる体

制にあることを示す こ と

にした。こうして、 18日午
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写真 2

前11時に、ホームページの内容を震災情報に切り替えた。 ( 写真 1 )  

ホームページ、には地震の概要とサーバーの復旧状況をテキス卜で、

火災消失地域の相脱見図と、私が自転車て走り回ってビデオで撮影し

た街の被災状況写真を 8枚載せた。また、スタッフの電子メ ーノレア

ドレスも掲げた。写真については、市内の DPE がほとん E機能し

ていないため現像ができず、パブリシティのように現像手段を持た

ないわれわれは、ビデオ 11央像を取り込む ことにした。単なる記録用

ビデオテープが、この状況の下、強力なニュースソ ースとなったの

だ。震災情報 t して使用する写真をパソ コンに取り込む作業をする

際、今 日見てきた シーンはすでに決まっていた。 ヒヲオアイは私の

t隠g莫だった。カメラのレンズ、のように眼に焼き付いたシーンをキャ

プチャリングした。 m- pe g ( 動画) データてやはアクセスするのに時

間がかかるため、 g if ( 静止|直1 ) ファイノレで発信することに決めた。

以降、われわれはこの方式を続けた。( 写真 2)  

インタ ーオ、ットの反響はすさまじカ、った。 1月末日までのアク セ

ス件数は、世界約60カ国 ・45万f牛に達した。 l 月22日には回線容量

最大の 4 万件/ 日となり、 2 月末日には 60万件を超えた。現在でも、

5千- 1万件/ 日のアク セスがある 。

電子メ ーノレの利用は、それまでオ、ットワ ークの外にいた私にとっ

て「革命J て、あった。様々な固から安司i信忍ボ、ランティアの申し

出、時蛎力、ホームページの転載許可など 300件を超えるメッセ ージ

が寄せられた。 このように反響が大きカ3 った電子メ ーノレてやあったが、

その処理については、必ずしもうまく運営されたとは思えない。医

療ボ、ランティアについては、せっかくの申し出がありながら、各医

療機関へつないでも、圏内で外国人医師カ導対車に医療活動できない

という法規制の問題があ った。

電子メ ーノレは臥対去を中心に多数寄せられた。 神戸にとって心強い

人的財産である 。返信メ ールには感謝の言葉と今後も神戸の復興す

る占禁子を長〈温かく見守ってほしい ことを記した。今日、電子メ ー

ノレは外部との連絡だけで刀〈、庁内 L ANでも活用されている 。
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• 
インターネットがもたらしたもの

市民への情報伝達を考える場合、今回、インタ ーオ、ッ卜やノ f ソコ

ン通信を含めたコンピュータオ、ットワ ークは、ミ ニコ ミ紙や口 コミ

には遠く及ばなかったのが実状である。災害発生時、一番情報を求

めていた市民に十分情報を伝えられなかった事実につき、われわれ

は謙虚に反省し、今後備正してゆかなければならない。 「イ ンタ ーオ、

ツ卜が震災時に大活躍した」 とマスコミて報道されたカえそれは被

災地の外にいる人々の情報交換に活躍したのであり、被災地て「情報

鎖国の中にあ った市民に対 してではない。

しかし、インターオ、ッ 卜は次にイ可をすべ告か、え、ッ 卜ワークはど

うあるぺきかそ示唆してくれた。

阪神 ・淡路大震災は高度に発達した都市文明を破壊した直下型の

地震であり、世界の都市に対する警告である。その復興過程は世界

中の都市が注目しており、参考にしていただけると確信している。

神戸市の復興計画においても情報通信オ、 ッ トワ ークは重視され、

非常時及び平常時ともに活用で主る神戸市防災情報通信オ、ッ 卜ワー

クの整備が進められて いる 。 これはインタ ーオ、ッ卜をはじめとする

有線系と、衛星通信などの無線系の各メテV アをミックスしたオ、ッ

トワ ークである。この計画はまた、大きな被害を受けた神戸の産業

界を再活性化する役割をも担っている。

地域社会におげるサイパースペースJネットワ ークは、 一部の先進

的な市民だけでなく市民誰もが利用できるシステムでないと 普段か

ら利用しないし、非常時にも役に立たないことは今回の震災で立証

されている。それを実現するツーノレのひとつがインタ ーえ、ッ卜であ

る。

インタ ーオ、ッ卜は活用しfごいてやは、マスにもなりミ ニにもなりう

るメディアである。特にマスメテ川アてやは表現しえないきめ細かな

情報伝発信て》る 。マス コミから震災情報が終息していく状況下で、

震災を風化させないためにも、さ らには防災意識の啓発のためにも、

インタ ーオ、ットで神戸の復興情報を伝えていくことはわれわれの使

命であると理解している。

現代社会てやは中丸統制でなく個人や団体が自己責任に基づき、自

ら考え行動する分散処理体制が求められている。 地方自治において

も活力ある 地I掛士会を展開 していくためには、市民自らの行動が求

められる。そしてそれを支援するもののひとつが自律 ・分散型のオ、

ットワ ークで、あるインタ ーえ、ットてゃある 。

地方分権は、市民各人の自主的 ・自律的な意識と行動により推進

されるのである 。

( まつぎき たいすり神戸市広報課)
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GI Sによる阪神・淡路大震災復興過程の分析

碓 井 照 子

• 
阪神・淡路大震災とG I S

死者が6000人以上に達した大都市直下型地震

である 兵庫県南部地震は、 1995年 1月17日午前 5

時46分におこった。米国カリフオノレニアリ+1のノ ー

スリッジ大地震においては、 GIS ( Geographi c 

Inf ormat i on Syst ems) が地震直後の救急、1財愛活

動に利用され、被害を最小限に抑えたことは有名

である。しかし、日本においては、初茸峡月の救急

救援活動がおくれ、人災ともいえる多数の被害者

が出た。今後、 G I S をベースにした地震被害想

定システムの研究は、阪神 ・淡路大震災の被害実

態をベースに研究開発されよう。

一方でG I S は、地震後の復興事業にも有力な

ツーノレ t なりうる 。地震後、神戸市長田区役所lこ

G I S が導入され、家屋解体 ・瓦樹故去業務に利

用された。 これは、 G I S 学会防災G I S分科会

(主査 : 亀田弘行、副査 . 角本繁) を中心とした

学術ボ、ランティア活動てや、 G I S 学会関西支部事

務局( 奈良大学地理学柑餅研究室) がこの活動

を支えた。 また、同時に阪神 ・淡路大震災地域の

ほぼ全域 (10000分の l 地形図1η女の純域) につい

て、道路上の瓦喋による交通不能箇所や瓦喋の撤

去状況、建物建築状況が定期的に現地調査された。

この時系列調査により、長田区での G I S によ

る瓦硯討散去業務支援の効果が証明され、 また復興

過程の全容が瓦側故去後の建物建築調査から明確

になったのである 。 この現地調査の結果は、 G I

S 学会関西支部事務局 と奈良大学地理: 判ヰ防災訴l

査団によ り災害データベースとして作成された。

九
H Cf l HFO 

、 川Cf l HFO

この災害データベースは、日本建築学針丘畿支部と都市計画学会関

西支部カ宅慰也調査し、神戸大 学 と建設省建築研ｾｊｩ ｦｲ てや作成された建

物被害の大j尉某データベースと互換性を有しており、 震災の建物被

害 と復興実態を、 ｗ ｾ ｦ 被災地域全域に つ いて ｇ ｉ ｓ で例斤できるも

のである 。

-GI Sによる瓦楳撤去・建物建設状況データベース作成

奈良大学地理学年ヰ防災調査団は、 10000分の l の地形図17枚の範

域を地形図 l 枚当たり 6 から 8 区画に分類して、 1調査当たり

110- 120人の学生により瓦喋撤去箇所と瓦牒撤去後の建物建設状
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図 1 瓦磯撤去後の更地に建設された新築建物の分布 ( 1995年 4 月)
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図 2 瓦磯癒去後の更地に建設された新築建物の分布 ( 1996奪三 4 月)

況を時系列的に現地調査した。調査は、 1995年 2 月の第 1ill l調査か

ら1996年 7月まで12回実施され、これからも 3 カ月ごとに実施され

る予定である。調査結果は、 2500分の l のテージ、タノレマップ (D Mi:

略す) に GI S ソフト ( Di MSI S，RI NZO， A R C/I NF O， GDS， SIS， 

Z MA P- COR E， MAPF ORDE R) を利用して時系列災害データベ

ースとして作成され、復興過程が容易に地図化できる 。

特に 1995年 4月の第 5回調査からは、撤去後の建物建築状況営住

宅地図をベースに詳細( 新築建物、プレノ、ブ・テント ・コンテナな

どの仮設の建物) に調査( 業種別、構造別、階数等) した。

また、 家屋角平体 t 撤去に関係のない公園や運動場、校庭、河川敷
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の角平{ 本家屋 ・撤去申請書の受理と家屋台l阪上での

ょう 。

一方、瓦喋撤去後の仮設の建物も 3月中旬より

急増するが、震災後 3 カ月目の建物建築数は、新

築が少なく、仮設の建物が多い。これらの仮設建

照合併喋が必要になる 。 これらの行政手続きが自

治体てや滞り、実質的な撒' 1 ミ作業がおくれたといえ

る。長田区てやは、この事1紋 見HこG I S を導入し

たため、他区より早〈撤去作業が進行したといえ

物の約 3割が仮設商底である 。

5 月から 7 月にかけては、家屋内平林 ・撤去申請

書の行政的処理が完了 し、 実質的に撤去が進んだ

2年はかかるい、われた瓦喋ｈ 寺 ｊｾ Ｚ ｊ である 。 当初、
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撤去は、公自でなされたため、震災後約半年てf約

7 月以降、新築建物の建設数が増加する 。個人

住宅の新築家屋の建設が顕著であり、その中て¥

震災地域における東西の地域差が明IJ 貨に現れるよ

うになる。新築数を建物倒壊数( 全壊十半壊の半

数) て除してみると、 図 5 に示したように芦屋市、

東灘区、西宮市てやは25%ι U二て、あるが、長田区や

兵庫区て1ま15%以下である 。長田区や兵庫区には

80%は完了した。

瓦障壁撤去後の更地に建設された仮設の建物の分布 ( 1995年 4 月)
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長屋や文化アパー トが多〈、一戸建ての比較的多

い芦屋市や束灘区とは対照的といえる。

今回の 7 月ち1地調査では、こ の差がよ り拡大し

ている のではない か。
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瓦型車撤去後の更地に建設さ れた仮設の建物 の分布 ( 1996年 4 月)
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などの仮設の建物やテ ン トの数等も調査した。

キ11
1戸市、芦屋市、西宮市は、各市が作成した 2500分の l のD Mを

使用したが、その他の地域は、建設省建築研ヲモ所で作成された2500

分の l 被災現況図の電子地図に現在GD S てや入力中である 。

って ここに掲載した地図は、西宮市、芦屋市と 神戸市全域の復興過

したが

九
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新築建物比率= 新築建物棟数/ ( 全壊家屋数+ 半綾家屋数の半数)

瓦障壁撤去後の更地に建設された新築建物比率

吉

田

三

・司

E

コ

ω

図 5

程を示したものである。

• 
震災地域における新築建物建設状況の地域差

瓦; 開放去数が増加するのは震災 3 カ月後か らである。解体家屋は、

個人の私有財産て。ある がゆえに、 地方自治体では、 建物所有者から
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マルチメテXアを使った地域交流一大分県-

足 立 剛

-G NS 社会の実現のために

コンピュータと高速通信オ、ッ トワークの結合による インターオ、ッ

トやマノレチメテV アの時代が急速に訪れつつあり、 21世紀には社会

や産業構造を大きくかえるであろうと 言わ れている 。大分県におい

ても、このような情報通信オ、ットワークの持つ大きな可能性に着目

し、地域活性化の起ｾ賄 ｉ ｊ として、また過 ￯ｬￆ 対策として情報通信基盤

整備やマルチメディアの導入に積極的に取り ff;l l んでいる 。

大分県における地域情報化の理念は、 i GNS社会の実毛則あるい

は「豊かさの交流J というキー ワードに集約で、きる 。GNS 社 会

(Gross Nat ional  Sat isfact ion一国民倒的足度社会) とは、これ

までの GNP型の定量的尺度に相対する考え方であり、単に物質的

満足だけにとどまらず、若者も高齢者も同じように充実感や生きが

いを持って過ごせる社会、いわば生活者にと って真に豊かな社会で

ある。その実現のためには、東京と同じ情報が地方でも絡差なく得

られるということが重要であると考えている 。

また、生活の豊かきには様々な情報や物に固まれた都会的な豊か

さがある 一方で、自然などの生活環境に恵まれた回国的な豊かさと

いうものもあり、従来はこの相反する 二つの豊かさを同時に享受す

ることは難しかった。 しかしマルチメテV ア技祢? や通イ言え、ッ卜ワー

クが発達すれば、バーチヤノレリアリティによって、いずれ地方にい

ながらにして中央の大学の授業を受けたり、美しい自然環境の中てや

研究開発やテレワーキングカfで きるようになり、 地方に住むことに

より、同時に二つの豊かさを享受できるよう Iこなると 考えられる。

• 
住生活に役立つマルチメディア活用の試み

大分県てやは、このような真の豊かさを実現するために、現在、住

民生活に直接役立つ分野における各種の基盤主主備やアプリケーシヨ

ンの開発、ノウハワの蓄積に取り組んでいる 。

医療の分野では、マルチメテY アを向11 ' 烏などにおける僻地医療に

活用しよういづ試みが今年 7 月から始まった。 この「豊の国医療

診断支援 システム j は国東半島の沖合いにある離島の診療所と大分

市の総制丙院など 7 つの医療機関を広侍域光オ、ッ卜ワ ークてや結び、

C TやX 線写真等の症例画像や診察データを伝送するとともに、医

師と患者、あるいは医師同士がテレヒ、、会議イメ ージで医療相談、症

191験討などカ桁えるほか、「医僚情報センタ - J に蓄えられた症例画

イ象データベース などを利用てやきるように なっている。

教育分野でも、僻地教育にマノレチメテ川アを活用する試みが始ま

って いる 。大分県南部の津久見市では、離島の生徒数 2 人の小学校

と市中心部の学校の聞を衛星 t 光ファイパーによるマルチメディア

マルチメデ ィア

地域実験シス テム概要

通信で結び、大画面テレどによ引則象や画像読み取り装置を併用す

ることによって双方の教室がーイ本とな った遠隔授業が行われて いる 。

さらに平成 7 - 8年度にかけて、地域レベルにおけるマルチメデ

ィア通信基盤の整備と、 地域におけるマルチメテV アの利用可能性

を探るために、 N T T と共同による「マノレチメディア通信共同利用実

験」に取り組んで‘ いる 。 この実験は、大分市内を中心として学術研

策強問、医療機関、行政機|刻、企業など 20カ所を光ファイパーによ

る高速通信網で結び、近未来のインターオ、ット型地域情報通信網を

構築するとともに、重1J 画像を扱えるマルチメディア型のアプリケー

ションを開発し、その活用実験を行うものである。 この実験におい

ては実験参加者や一吻支利用者が共同して利用できる中核施設として、

「大分ハイ パーステーショ ンj を整備した。ノ、イパーステー ション

は、マノレチメテV ア電子会議、情報提供サーバーやテγ タノレ工房と

しての機能などを併せ持つはか、囲内、ア ジア、 世界に向けた大分

県のグローノカレな情報発信基地として活用し、ネットワークを通じ

た地域聞の多様で直接的な交流を促進することを考えている 。

大分県てやは、今後これらの情報通信基盤やノウハウを基にして、

将来的には、地域のｾ 宇佐 主に応じたさまざまなシステム構築や地域か

らの情報発信、 地域間交流の促進によ って、地域社会の活性化、県

民生活の質的向上、高齢者樹止の充実、産業の振興などを匡l り、地

域において GNS 型社会、つまり生活重視型社会の実現を= tf凶主して

いきたいと考えている 。

( あだち つよし大分県企画総室情報化推進室主任)
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金沢情報長寿の忠、くりモ判レ事業

河 原

金 沢市には、昭和の初期から 30壬附にかけて地域住民によってつ

くられた善隣館という 地域樹止施設がある 。 ここ は、授産や託児と

いった福ネ止事業を地 域が主体的に実施するための拠点となった施設

てや、現在も金沢の地域高野止j舌動の原点に位置付けられ、高齢社会主?

迎えた今日、地域福祉活動の拠点として地域に密着 したデイサー ビ

スを提供するなど、金沢の福祉において重要な役割を果たしている 。

金沢市では、平成 7 年度に郵政省の助言のもと、 地域樹止の環境

にテレビ電話というマルチメテ川アを導入するモデル実験を全国てや

初めてスタ ート させ、平成 8年度も継続中である 。 この事例につい

て簡単に紹介したし、。

• 
金沢市実験の基本的な視点

実験を行 うに当た って、本市が設定した基 本的な視点は次のとお

りてゃある。

① 高齢社会に向けて介護の側面がクロ ーズアップされており、また、

一人暮ら しの高齢者も増加す る。 これらの高齢期では、健康ーへの不

安、孤独への不安など人聞が老いるという ことに伴うさまざまな不

安カヨ芳三生える 。 これらをいかに取り除くか、 そして、 その上で生活

の楽 しみ、生きがいをいかにつくるか。 このこ とに マルチメテY ア

が使えないだろうか。

② 保健、 医療、福祉 の各サー ビスはすべて、 人の労力、人と 人 t の

関係によ って担われており、それゆえに介護の実施に当たっ ては、

f糊 1、医療、福祉の連携の必要性カ澗街されている 。 それらの こと

にマノレチメデ? ィアカf どのようにイ史えるか。

この 趣旨にそ って、平成 7 年度の実験シス テムを構築するに当 た

っての基本的な考え方を、次の とおりとした。

① 高齢者支援 システムの範囲/ 今回の実験は、 介護の側面ばかりで

なく、 高齢者の日常生活面全般を広〈対J純E囲とする 。

⑫ 也域社会との連携/ 地域 樹11: 、{ 制定 ・医 療 ・繍止の関係諸機関、

その他の高齢者支援団体の実際の活動に即した システムの在 り方を

基本とする 。

③ 使用する ハード ウェア、通信オ、 ヅ 卜ワーク等/ テレビ電話やテレ

ビ会議シ ステムは、 当初から導入す ることとし、 回線は、 テ、、ジ、タノレ

回 線 ( I NS オ、ッ卜 64) とアナロ グ回線を併用する。

④実験のス ケジ、ュ ーノレ/ 平 成 7年 7 月中にテ レビ電話、テレ ビ会 議

システムを利用した実験を開始する 。秋以降に、 パ ソコン通信等を

活用した第 2次実験を加える 。

この基 本 方 針に基つf < 事業の具体的内容を詰めるべく、実務者一てや

構成するワ ーキ ング1委 員 会 制 鵬 し、ま ず、 1繍 桧 に 参 加 し た 民 間

企業 5社によって、テレビ電話35台、テレビ会議システム 10台の計
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清

テレビ電話実験システムの概要

システム名称 機能・平l開 加 薄 明 腰 導入先

地fsX=r防止活l l i : I. 成援 要介護商船者の自宅を中心とし 要介護高齢者宅 (21世

述阪洋地! 夜相談 ・介 て、介殻 ・生活支援を行う各施設 持) 、医置了椛蝦!、保健所、

百貨支援システム に、テレビ' 屯話を導入し、訪問日 善隣館、福祉サービス

以外の安面的E、や状T邸館忍生活 公社、訪問看護ステー

指導、創探指導、栄養指導、 リノ、 ション、福祉活l l i : IJt佐進

ピリテーション指導などを行う 。 員( ボランティア)

また、高齢者ーからのテレヒ、電話に

よる各在財目談を受け付ける。

施設|制連携支援 実験に参加している各種高齢者支 実験参加l各施設

システム 援施設問て¥テレビ電話により随

I時必要な告祥院の交換、活動の相互

司憎ま、相談、指導等を行う。

シルバー只い物 市内の商応にテレビ電話を設世 商底、善隣館、在宅前

システム し、善隣船長年の介護li包設や在宅高 齢者 (6 世; Kf)

f I l j 暗からの注文を定期的にテレ ビ

電Z舌て受け付ける。

交流 ・参加l 現在、割務官官でHflHli している趣味 普燐館、講師(謡)

システム (諮) の講習につ いて、善隣館の

会場1: f . ，'I;r.市宅をテレ ビ会議システ

ムで結ぶことにより遠隔講習を行

う。

遠隔家族交流 特別主主殻老人ホームと入居者の家 特別養護老人ホーム、

システム 族宅にテレビ電話を設置し、遠隔 入居者の家族 ( 3 家族)

地の家族 と入居者 とが必要に応じ

てH州最による辺議告をとれるように

する。

45台 が提供される こ とが固まった。

アナログテレビ電話は、 一対ーて、、相手の顔が見えることに主たる

意味がある と考え られ、 また、テ、、ジ、タノレテレ ビ電話とテレ ビ会議シ

ステムは、多地点での同11転直話ができるなど、高度な利用が可能で

あることから、より多彩な使い方ができるものと考えられたため、

活用システムの検討に当た っては、それぞ、れの機器の特質を十分に

生かしたものとなるよう留意した。

• 
パソコン通信を活用した実験システム

当初の計画の趣旨にそって、第 2次 実 験では高齢者自身の社会 参

加活動および高齢者への支援活動ぞ支援するシステムを構築する こ

ととし、地域のパソ コンオ、ッ トの有効活用方法を探る ことに併せ、

高 齢化 社会にとってのパソ コン通信の有用性を検証することとした。

この趣旨にそって構築した、次の 3 システムがある 。

の也l床ネッ トワー クシステム / 俳句、 短歌の趣味を持つ高齢者グノレ

ーフ。をパ ソコン通信で結び、俳句を掲示するなど日常的な趣味活動

の交流に役立てる。

②シノレバーボ、ランティア支援システム/ ボ、ランティア活動をしてし、

る高指儲ーグノレーフ。にパソ コン通信を導入 し、相互の連絡や参加 調 整

等 に 活用する 。 また、保側担? とも交流することによ って、ボ、ランテ



( 1) デジタルテレビ電 話 の場 合 アナログテレビ電話の場合は省略

. 施段関連機

支援システム

口 新規参加者

. 遣隔健康相註・介護主撞

システム

( ンルパー買い物システム)

(2) パソコン通信利用実験システム

ム金沢情報長寿のまち

づくり実験開始一平成

7 年 7 月28 目、郵政大

臣、 山出保・金沢市長

( 会長) と在宅の高齢

者との記念通話

1> 

善隣館の高齢者と保健

所保健婦との通話( 遠

隔での健康相談)

参加者 1- 10 ・
(官士通)

参加者11 - 1 2 • 

(三菱) Ｉ ＮＮＮ ｾ Ｎ Ｎ＠

参加者13 - 16 • 
(NE C)  

参加者17 - 21 • 
( 東芝)

参加者22- 26 ・
( 目立)

参加者2 7 - 31

(松下)

• 

ィア活動と ｻ 制御 ｾｲ との連焼を図る。

③施設問連携支援システム/ 長寿布言祉課 と保健所間をパソコン通信

で予古び、在宅介護支援等に必要な情報の交換、共有を行う 。

• 
平成 7年度実験の実施結果と今後の展開

(  1  ) 実験の結果及び音刊面

テレビ電話の利用頒度については、 実験開始当初は、高齢者の活

発な利用が見られたが、後半は利用頗度の高い人 t 低い人とに分か

れた。 また、テレ ビ電話が生活に役に立っか どうかと いう質問では、

高由緒の約半数が 「テレビ電話は有用J t 回答し、特に身体機能に

障害のある高齢者や、高齢者と離れて住んで、いる家族の評価が高〈

なっている。 これらのことは、高齢期におけるさまざまな不安を払

拭する手段として、マノレチメディアが極めて有効であることを示す

ものと考えられる 。

また、パソコン通信を活用する第 2次実持主てやは、参加した高齢者

が樹戒の操作を習得するまでやにやや時聞がカ3 かったが、趣味のグノレ

ープでもポ、ランティアクツレープでも非常に活発な利用が行われた。

システムに対する参加者の詞ヰ而も高〈、高齢期における生きがい確

保という視点からのパソコン通信の有効性が明らかになった。

平成 7年度実験の結果として、次のようなことがらが整理される。

① テレビ電話、パソコン通信は、高齢者の生活支援に活用できる 。

②但し、テレビ電話に ついては、樹重により操作性や機能が大きく

奥なるため、 利用者のニーズに適した櫛重やイ変い方を選定すること

が必要である 。 また、匝l質の改善をはじめ、プライパシーに百時; し

た接続手順、間違い電話対策など機能の向上も求められている 。

⑪ f ソコン通信では事前講習の充実や、マ ニュアノレ、サポー ト体制

の改善が訴猶である 。 また樹重によ って操作の難易度に違いがある

ため、利用経験などを勘案して適切な機臨茎定を行う必要がある 。

(  2  ) 今後の展開

平成 7年度の実験シス テムがおおむね良好な成果を収めることが

できたことを受けて、平成 8年度についても、基本的な枠組みを維

持しながら、平成 7年度実島先て明らかになった問題点、改善点を踏

まえ、実験の運用体制の一部見直し、 一部参加者の入れ替え、機材

配置やソフトの見直しなどを図ることにより、より効果的なシステ

ムの確立を目指すこととした。

今後、住宅や公共施設な ど社会資本の整備仁当た り、 マルチメデ

ィアを生活の中 に活かしていくため の視去を基本の一つに据え てい

くことが、 豊かな長寿社会の扉を聞くための鍵であると 考えられ る。

( かわら きよし 金 沢市福羽1:保健部 長寿梧初株主 査)
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マルチメテXア会議システムが広げる世界

中 田 武

マルチメテ川ア会議システムと 建築の コラボレー ショ ンで何が変

わるのか。本質 は何も変わらない。変わるも のは、 道具 (ツーノレ)

てあり 、 日常の仕事 の枠、精度である 。

マルチメディア会議システム 「フェニツクスJ は198，000円 という

価格ながら、よく出来たツーノレである 。ツーノレは、誰で も簡単 に使

いこなせるものが良い。 もちろんわがままな目的が達成出来るも の

であ って欲しいし、なじむこと の出来るかわいし 、ものであ って欲し

い、 と思う 。キムヵf使 っている限りでは、今掲げた項目に対して、フ

ェニ ックス の評価はすぺて合他点である 。

実際には、現場と設計事務所、そして建 設会社を結ぶも のになる

のであるが、その可能性は想像以上に大 きい。 一つは 「現場監理リ。

例 えばデジタノレカメラで現場の11映像を撮り、その写真 制儲悲しなが

ら設計事務所と トラブルのタl策 到 来ったり、工事 の進捗のUR' 1象を送

ったり出来る 。迅速な指示、対処により仕事 の精度は高 まる 。

次に r CADJ 。これまで1立制作する過程において、アドノ f イスする

。[IJ と実作業 を行う 側 で、コミュニケー ションの密度カ汚w. くなりがち

て、あ ったが、画面を共有する機能を用いて図面の修正部分をポイン

タを使って打ち合わせをしたり、 ノf ー ツ を 変 更 し た り し 日 常 の 作

業のス タイノレを崩さずに実施出来るようになる 。

最後に「施主 に対するプレゼ、ンテー ションj 。 これまで現場で行っ

ていたものに、プラスアルフ ァして回数を増やし、密度の濃いもの

• 

マルチメディア会議システム「フェニックス」

テレビ会議をしながら、同時に文章やグラフ、 CADデータなどのさまざまな

データを相手側と共有。同じデータを見ながらコラポレーシヨン( 共同作業)

をすることができる。アプリケーション共有機能、ホワイトボー ド共有機能、

ファイル転送等、便利な機能がウインドウで簡単に選択、操作可能。
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第 1 回マルチメテ'ィア建築セミナーi J S D Nで変わる建築デザインと設計監理」

「フェニツクスJ とI SDN で東京と地方会場を結び、 リアルタイムにさまざま

な双方向型セミナーを開催。

本セミナーでは、著名な建築家を招き、実際の業務の中でマルチメディア

会議システムをどのように利用しているか講演していただL 、たが、現場を結

び生の声を中継、ホワイトポードでの共同作業、 CADのテ' モンストレーシヨ

ン、無線カメラの映像伝送等々の試みを実施した。

にすれば、施主 との コミュニケーションもより深まるだろう 。

これ らのことが、日本中のいろいろな地点聞で、まるで両者が「隣

にいるように j 出来る 。 ここであげた利用ブア法はあくまで一 つの例

であるが、 Windows95、ノ f ソコンというこれまた有用なツーノレとの

組み合わせてや、用途は無限に広カずっていく 。

実際に会って話すことが出来なかった、 電 話ではわからない、

F AX にはおさまり きら な い ( 設計図面はいい例であるが) 、そんな

知らず知らずの うちに欠けていた コ ミュ ニケー ションを埋めて、よ

り多 くの情報を手に入れることが出来る 。

これまで、ある限定 したまたは専門的な情報しか手に入れること

が出来なヵ、っ た状況が、 ひと つ高い視点で周りを見渡せるようにな

り、仕事の枠が大きく広がる 。 その結果、作品をつ くり上げていく

過程で精度を高め、より完成度の高いものをつ くることが出来るよ

うになるのでゃある 。

( なかた たけし NT T マルチメディアピジヰ、ス開発部 P Xプロジェクトリーダー)
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運用ベースの「電子図書館」

市 原 松 百

• 
なぜ電子図書館か

奈良先端科学校祁T大学院大学 ( 以下「先端大J と略す) は、国立

大学であるが、平成 3年に新設されたため、まだ広くには知られて

いないようである 。先端大は、情幸!i'ヰ司学、バイオサイエンス、物質

釦JJJ.跡ヰ学の 3研ヲヨヰが置かれ、これ らの先端科学分野での基礎的研

究 桁 い 、 高度な 研 儲' ・技術者をt週*f&l' 1句に養成することが目的で

ある 。

きて、先端科学技術分野の教育研究を行うためには、内容的に最

新の研究情報をより正確に、かつ迅速に入手することが重要である 。

これには、コンピュータオ、ッ卜ワ ークを利用した情報の入手が最適

であり、電子図書噴官の設置を計画した。

電子図書館を桝染する前提条件として、ォ、ッ 卜ワークのほか、利

用者側のノf ソコン ・ワークステーションなどの設備が備わっている

ことが必要である 。 また資料の電子化には、相応の労力が必要であ

り、さらにコンピュー夕、オ、ットワ ーク、マルチメテV アな E の専

門的研究者の支援が必要で‘ あんこれらの点てや先端大てやは、超高速

のオ、ッ卜ワーク、教職員学生それぞれに 1人 1 台のワークステーシ

ヨンが整備されている 。 また電子化する資料は専門分野が限られて

いるうえ、 7出 [ !IfJ もないため量的にも少な力、った。さらに、情報科

学の専門家が学内にいることも剰牛計約たす有力な剣牛であった。

• 
電子図書館の機能

先端大の電子図書館は、「メテY アセンタ - J  r居ながら図書館j

r24時間図書飴J い、うコンセプ卜を基本として、次の機能を実現

している 。

(1) メデPィアセンター

-IIIJ 子イ本、マイ クロフィノレム、 C D- R O M、 ビデオ資事! などの各メ

ディアを、すぺてテY ジ、タノレ' 情報として統合し提供する 。 したカ f っ

て、 利用者は資事|の種;) IJ を意識することなく利用することができる 。

(2) 居ながら図書館

研究室などの学内オ、ヅ卜ワークに繋がる任意のワークステーシヨ

ンから、図書館の情報を検索 ・閲覧 ・印刷することができる 。 これ

が電子図書:館の最も基本的な機能であり、 利用者は図書館に 出向く

ことなく図書館の情報を利用することができる 。

(3) 24時間図書館

システムを常時謝 ｾＩ ｊ させることにより、関節寺問、閉館ｮｉ寺ＡＧｬｾとい

う概念がなく、 24時間いっても図書館の情報を検索し、 閲覧するこ

七ができる 。

(4) 外部学術情報の取得

学内に存在しない情報を取得するため、外部機関て1乍成されてい

るデータベースについても、広域え、ッ卜ワ ークを通して、 学内保存

の情報と同様に、ワ ークステーションから検索 ・閲覧できる 。

海外の学術情報についても、インタ ーオ、ッ 卜などの全世界的なオ、

ットワークにより、国内情報と同様に利用できる 。

(5) 情報発信機能

品内の研究成果やテクニカノレレポー ト、また著イ廿! f f i の処理がなさ

れている情報については、え、ッ トワークを通して国内外に発信する 。

これにより国内外の研ヲ廿幾闘と連携し、研究協力体制lの強化を図る 。

(6) 研究開発

将来的な図書館を展望したときには、常に図書館がその時代に適

応した機能を持つ ことが必要である 。電子図書館では、マルチメデ

ィアデータベース、全文検索、さらに情報ナ ビゲーションなど、新

しい図菩館機能の研究開発を行うことによって、最高水準の電子図

書館カ判断できるのであり、本図書館は、これらの研究開発機能も

持っている 。

• 
おわりに

この電子図書館は、特別なソフ トを用意しなくても 利用できる 。

え、ッ トスケ ープなどのブラウザーを使って試して いただきたい

( URL http:// dl w3.ai st -nara.ac.j p ただし、 学外から利用できる

のは、約15編の論文のみである) 。

「電子図書館そのものがマルチメテ川アである」と理解するのは

誤りであろう 。電子図書館が発展していくにしたカ f って、マノレチメ

ディアとして成長していくのだと思っている 。

現時点てやは、著作権問題などたくさんの課題が残されているが、

確実にいえることは、 「今や電子図菩館 1; 1 : 技術的問題のみを検討す

るのではなく、文化的問題の解決が求められている J と理解するの

が、正しいと感じている 。

(いちはら しようじ 奈良先端科学技 術大学院大学学術情報諜)
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インターネット上の仮想国家「関西電子共和国」

KAWA( 川崎周太)

インタ ーオ、ッ卜。蹴丘てやは雑誌や新聞 ・テレビでその言葉を聞か

ない日はない。経済も世界も変わる t 断言する人もいれば、ただの

流行fごと明l : i <人もいる 。インターネットにハマり込んで、あげくに

個人でホームページを作り、 NT T からの多大な請求に顔を青くす

る人もいれば、インタ ーオ、ッ卜? なんじゃそれ、オレには関係な

いや、 t  ばかりに無関心を装う人もいる。

でもここにインタ ーオ、ットで、仮想の国家を作ってしまった人たち

がいる。国の名は関西電子共和国、それはインターオ、ットの中で生

まれたバーチヤノレリパブリック。国民は約1000人、大統領をI頁きな

がら直後民主主義制票携し、司法 ・立法 ・行政の三権分立を? 唱えな

がら、唯一の意思決定機関は毎週間かれるオフ会i針在飲み会。国民

間のコミュ ニケー ションはいくつかのメ ー リンクV ストに限られ、

税金もなければ、権利も義務も確立されていない。国家とはいいなが

らなんとも未熟なま邸哉だろうか。

しかしそれはそれでいいのである。関西電子共和国はいわばイン

ター才、 ッ 卜い、う大海に漕ぎ出したー根のボート、貧弱なわりには

漕ぎ手は優秀、世聞から注目されてもいる。 「こ いつら、なにかすご

いことをしてやかすかも知れないJ、 と思われ、かたや「こんだけの人

聞がいるのだから何か出来るのかも知れない」と国民は思う。遊び

心を l唯一のエンジ、ンに、今日も E こかてや誰かが頑張っている関西電

子共和国なのである。

• 
それは工イプリル・フールに始まった

関西電子共和国の建国日、人ていいう誕生日は平成 7年 4 月 1 日で

ある。その日に建国記念式典を開催したから、なんとエイプリノレ ・

フーノレに生まれたことになる。ではどうして生まれたか、それは遡

ること 5年LU- 前、現在は関西電子共和国の代表をしている白井義

美氏が開催 していた異 類 重 交 流 会 開1台にして生まれた。

その異業種交流会ていは「新い、技術を使って、将来どういうこ t

がて、きるだ、ろうか」ということを長義言命していたのfごカミ そのうちテ

クニカノレな話題だけでなく非現実な話題になったとき、 「自分を、思

いもかけないバーチヤノレな環境において、そういう時には寸本われ

われはどういう行記] をする Tごろうか」というような言舌が出たことが、

いわば関西電子共和国を建設する遠因になってし、る 。 そして、白井

さんが奈良先立折刑判的駄学院大学に入学した頃からインタ ーオ、ッ

トという メデ、ィアに注目し、 「インタ ーえ、ッ卜てやなんかおもろいこ

とせえへん」とメンパーと話し合ったことから始まった。

臼井さんの行動は早Lい、、。大学の同じ研究室の高田さんと話し合い、

高田さんの勤務先てて、ある訂「けいはんな引J ( 倒関西特町問初f院究都桁干市! 行同7市の

設) の1協i弘L力てでで、守1、{瓦想想!社会研究会カがf発足 し、 その実験フ。ロジ、エクトの位
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置づけて古関西電子共和国を創設 し、「けいはんなJ のサーノf ーの中に

共和国の羽パ万W を構築したのである。

• 
関西電子共和国の組織と活動

関西電子共和国の1鎖樹立大きくわけで、立法府、行政府、司法府

に分けられる 。三権分立になっていて、国民はいずれかの府に所属

することになっている。立法府は法律を作る t ころ。某国家のよう

に代議員制をひいていないために、国会にあたる組』裁はない。新し

い法案は国民に公開の上、電子投票てや採決を行う。電子投票所は行

政府が作り、その投票方法についての監査を司法府が行うといった

次第である。昨年の平成 7年 7 月7 日には、日本てや初めての電子投

票による丸統領選挙を行い、中島らも氏を丸統領に選出し、 7月15

日には丸杭事頁就任ノ f ーティ抑制在した。( 今年も同じく 7 月7 日に選

挙を実施している 。手肘む統領は今王長!在未定)

また国民はだれでも裁判所に訴えを起こす権利があり、全国民が

陪審員 t なって判決を言い渡す。 このように、電子国家でなければ

できないような住民主導の 「超民主主義」を目指そうというのが関

西電子共和国の真骨項でもある 。 しかし、この制度によ って本当 に

すばらい、社会が実現するかどうかは全く未知数でもある。

関西電子共和国での活動は、 主にメ ー リングリストでの コミュ ニ

ケーションとホームページ、による情報発信である。関西電子共和国

では、国民の意見、国家活動への参加、広報やイベン卜開催のお知

らせなどを、電子メ ーノレてや同報するイ士組み ( メーリング リスト) で

行っている 。豊かな情報社会への参加と個性の発揮、関西電子共和

国での活動に関する情報の入手のために、国民全員がこのメ ー リン

グリス トに参加している 。

三[!・き 言葉てやのコミュニケーションであるから、ちょっとした言い

回しカf相手を傷つけたり、時には思わねケンカめいた論争が起きた

りもする 。いつもだと日に 10数通のメイルしか届かないものカミ優

に100通j ;J J 二届くのだから面白い。国民の中には日頃ほとんど発言

がないのに、論争となればここぞとばかりに出てくる人もいる始未。

基本的には電子自警固という品出哉を作っているので、注意する こと

になっているのだが、こういうアナーキーな雰囲気を愛している方

も多〈、論争で、「ああこういう人が国民に入っているんだJ とかが

わかるし、様々な価値観に触れることもできるということで、へた

に秩序を持ち込まないで欲しいい、う方が多いのも事実である。

関西電子共和国てゆ様々な情報発信i舌動は、いわゆる wwwと

いわれるホームページ作りが主である。創設当初は 「けいはんなJ

のサーノ f ーにおかれていたが、現在では、よりインタラクティブな

仕組みを作り上げるためには C Gr が必要不可欠でや、独自に専用のサ
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【関西電子共和国連般省計画廊】

Oel l gn・d by Hl ku. hl 

平成京の遊覧飛行も議しめます!

研究所街 : 中央官庁街 . 住宅謝 : 1冒居衝

ムホ 毎週I1ti u

巾本 望司i謹

包包牢 迫感i誼 11. 市 i3_:苔i遥

園西電子共和国ホームベージ

Copyright ( C)  V R K :  1995- 1996 Y .us山

usu; @kcs. or.j p  

ーノf ーをアメリカのレンタルサーバーを利用して構築している。そ

のURL は http:/ /www.vrk.comj index- j.html 。

関西電子共和国のホームページに入ると、国民でもあるデザ、イ ナ

ーの白子さんが拙かれた近畿圏の 日本地図が鮮やかに出てくる。そ

のページ、には、建国趣意書、関西電子共和国て何やろか、関西電子

共和国智: 法、住民登録について、住民自動登録システム( テスト

中) 、メ ーリ ングリストについて、新着情報、共和国だよりな E のコ

ンテンツが並んでおり、主な活動場所てある平成京へリンクしてい

る。

平成京は白井さんの遊び心から生まれた。「国を創るのだから、者11

が必要。今は東京中心主義だが、 もともと日本の都は奈良にあった。

東京に対抗 するためにも、平城京にならって平成京を倉 IJ ろう」とい

うことだ。平成京は大きくわけ で、上京、中京、左京、右京に分け

られており、それぞ? れ研究所街、官庁街、商j苫街、住宅街に充てら

れている。住宅街には貰昏の街やパームタウンなどがあり、国民の

ホームページとリンクしている。

また共和国て" は様々な対外的活動も行牟って いる 。昨年は APAC

( アジア太平洋空港会議〉 との連動や各種インターオ、 ッ トセミナ一、

今年の 4 月には盛大に創設一周年記念式典カ主催されたし、 5 月には

インテックス大阪でのメッ セ・ビジョン、秋には御堂筋パレー ドも

控えている。関西圏でのインターオ、ッ卜は、まだまだ関西電子共和

国が号 |っ張っているといっていいだろう 。

• 
私と関西電子共和国

私が関西電子共和国に入国したのは昨年の 8 月。パソコン通信歴

こそ 10年で、大手オ、 ットである NI FTY-Serve では SYSOP もし

ていたほどだったが、インタ ーえ、ットを楽しむようになったのはマ

スコミで騒がれ始めてからのことだ。 インタ ーオ、ッ卜に繋〈。までは

大変だったが、根っからの凝り性である B 型人間の私はインタ ーえ、

ットにのめり込み、オ、ッ トサーフ ィンにも飽きた頃には自分のホー

ムページも作り上げてしまった。 そして雑誌で関西電子共和国を知

り、千℃表の白井さんにメイノレを出したのがきっかけてれある。

毎週火曜日( 当時は金曜日) に開かれるというオフ会議い、うも

のに参加してみると、初参加というのに、いきなり H T ML セミナ

ーの講師に指名される 。「なんちゅうとこや、こ こは ! J と思った

が、良い経験だった。ここ関西電子共和国では自発的な努力 ・動き

が尊重され、じっと持っていても何も自分を変えてくれることはな

い。 自分から働きかけてこその共和国のように思えた。

H T ML を書けて、 C Gr が使える人が少なかったせいか、私は共

和国国民の名刺発注システム、年末には電子郵便局、共和国本の制

作という仕事をこなし、おかげさまで、 「けいはんなJ て、有われた一

周年記念式典てやは荘厳な雅楽が奏てやられるなか、古式ゆかしい装束

を若て、在影殺の見守る前て。冠位を裁いたのは幸せて、あった。

• 
関西電子共和国丸よ、どこに行く

冒頭に 「税金もなければ』儲IJ も義務もないJ ! : . 述べた。 しかしこ

れからそうはいかなくなった。「けい はんな」のサーバーに共和国の

ホームページを梢二築している分には何も問題なかったが、この 7 月

からは vr k. comという共和国専用のレンタノレサーノf ー上てや1構築す

ることになった。このサーバ一首を捻出しなければならない。H乍年

に毎月のように開催された各種セミナーの収益で、今年は凌げるもの

の、来年からはそうはいかない。 そこで税金を取ろうい、う動きも

出ている 。気楽なメ ー リングリストでのコミュ ニケーションと、週

l 回のオフ会議だけが共和国の活動ではないような気がする 。

いずれにせよ、共和国国民が決めることだ。 日本で唯一の直接民

、ι 義11jlJ をと った関西電子共和匡|、その未来は明るいのか、それと

も尻窄みになって いくイ ンタ ーえ、ッ 卜のあt.:'1t なのか、誰にもわか

らなし、。 これか らも注目される共和国でありたいと思うのだが ・・・ ・・。

( カ わ さ き 川 ! 町 四 政 府担当 )  

E - mail:ka wa@osk. t hreewebnet. or. j p I  

株式会社情報センター情報システム諜謀長 /
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所詮は道具か?

Ql  現在あなたが持っているもの・使っているものにV却をつけてください。

ロポケットベル 口携帯電話 口自動車電話 口テレビ電話

口ファックス 口ワーフ・口 ぜパ、ノ コン 困ゲーム専用機

口通信カラオケ 口携帯情報端末( 電子手帳) 口デジタルカメラ

ロデジタルビデオカメラ ロカーナ ピゲーション

口CATV( ケーブルテレビ) 百衛星放送

口ハイビジョンテレビ 口 I SDN(統合サービスデジタル網)

ｾ ｾ ソコン通信 面電子メーJ レ 百インターネット ロホームページ開設

口その他 (

Q 2  あなたはマルチメディアをどのように活用したり楽しんでおられますか。

0 月× 日、始業時刻の 10分前、いつもの通りノートパソコンを聞

いた。社内 L A N に接続されるのを見ながら、コーヒーを飲む。い

くつかの回覧メールに目を通した後、インターネットメールを聞い

た。大学時イt の友人からのメールだ。久しぶりのコツレフコンペの案

内に、ぜひ参加したい旨返事を送る。 大学H制てコンビュータに無縁

だ‘ った彼も、こうして使いこなす時イ4とになった。インターネッ トを

切断し、 ｏｲｧ｡ｮｩｺ･ｲ™ で 、今 日のスケジュールと作業を石信 ｅ する。今

日は、ある新規用地 についてマンション企画を提案する 日だ。 J W

C A D を立ち上げ、検討中のボリュームを入力して、日 :影をチェッ

クする。 パソコン通信で手軽に得られる C A Dの割には、なかなか

機能も豊富で、、使いやすいソフトだ。面積を C A Dで計算した後、

E xceJ TMを起動し、事期文支をはじく 。売値と原価を簡単にシミュ

レートできるようにマクロでプログラムしたものだ 。 ｗｯ ｲ ､™ で、報

告書をまとめ、午後の会議の準備は完了した・・リ・。

世間ではマルチメディアがどうしたと騒いで、いるが、われわれに

とっては所詮単なる道具にすぎないのだ。 (- • . . 現実は、 こうもうま

くいかないが・・・・・・) ( かわい みちひろ)

わたしはこんな使い方をしています
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手ごたえを楽しむ

Ql  現在あなたが持っているもの・使っているものにV印をつけてください。

ロポケットベル 口機平等電話 口自動車電話 口テレビ電話

回ファックス ロワープロ 図れソ コン 口ゲーム専用機

dテ'ジタルカ メラ口通信カラオケ 口携帯情報端末( 電子手帳)

ロデジタルビデオカ メラ

ロCATV( ケーブルテレビ)

ロハイビジ ョンテレビ

ロパソコン通信 西電子メール

口その他(

口力一ナピゲーション

口衛星茄丞

口 IS DN ( 統合サービスデジタル網)

百インターネット dホームページ開設

Q 2  あなたはマルチメディアをどのように活用したり楽しんでおられますか。

携帯電話、 PDA 、パソ コン、インタ ーネッ ト、羽パ1VW など新し

いデジタル ・メディアや技術は、これまでιL上に個人と個人をつな

ぐ対話的なコミュニケーションの世界を大きく拡げていくと感じて

います。 羽川 TWに代表されるサイパースペースを探索するネッ ト

サーフィンは今、最も トレンドなマルチメディア ・ライフの楽しみ

方のひとつと言えるでしょう。

私は大学研究室の活動を紹介するホームページ( 以下、 H P) を

運用するかたわら、私個人の紹介と研究テーマや意見交換の場にな

ることを願って個人H P も開設しています。内容を批評してくれる

入、締鹿だと誉めてくれる人、様々な人からの生の手ごたえを私は

楽しんで、います。 H P をジヤンク情報の溢れる無宇が芋な世界と敬遠

する人もいます。でも、無、駄な情報はネ ッ ト以外でもたくさんあり

ます。

ネットがつなぐのはコンビュータではなく、空間や分野をこえた

世界中の人々です。テレビのように情報の受け手になるよりも、サ

イパースペース

で拡がるデジタ

ルな 「会話j や

「交流J を楽し

むことが、マル

チメディアの世

界をより一層拡

げるのではない

かと思っていま

す。

( かわすみ のりひろ)

品 " 他M/ Eng l hh

目水量飽写 盆ノＢ岨 磁調 小 ＧＮｬｬＮｦＡＨＺ ｾ 岨し τ 鍾人・ Ｙ 曜こＢけた輿験 ベ ー タで すＮ

P u s wo.- d R剛 rtdl l l

Ｇｾ ￉･ｃｩ＠ 3 li.i esi g 

デゲイン ギャラリー "R渇動餓にまつシール" aい友伊式ど.

http・j j archi graf.archi .kit. ac.jpj K R Dj Home.html  

(P DA]  Personal  Di gi tal  Assistant の略。 Apple社が提唱している

概念で、 コンピュータやその他の情報機器を寸本化させて個人の情報活動

を援助するもの。実際の機器としては、パームトッフ。パソコンなどが該当

し、それらのことを P DA端末とも呼ぶ。
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もっと楽しく暮らせそう

Q l  現在あなたが持っているもの・使っているものにV印をつけてください。

ロポケ ットベル 口携帯電話 口自動車電話 口テレ ビ電話

百ファ ックス 口ワープロ 低 Tソコン ロゲーム専用機

口通信カラオケ 口携帯情報端末( 電子手帳) 口デジタルカメラ

dテ'ジタ ルビデオカ メラ ロヵーナピゲーション

OcATV (ケーブルテ レビ) 口衛星放送

口ハイビジョンテレビ 口 I SDN(統合サービスデジタル網)

回パソコン通信 回電子メーJ レ 百インターネ ット 匹ポームページ開設

口その他 (

Q 2  あなたはマルチメディアをどのように活用したり楽しんでおられますか。

2年前にアメリカに行った時、現在の 日本より 多分 2 - 3年先を

進んでいた。ハー ドウエ アでは評価 の高い日本だが、それを使いこ

なす人の広がりには雷 尼の差がある 。 4 歳の女の子が E - mai l て遠

〈離れたお祖母さんとやりとりしていたり 、旅先で出会った人同士

が E - mail のアドレスを教え合う 。旅先にパソコンと モテU を持っ

て行って、自分あてのメ ッセー ジを毎 日石信忍し応答する。 そんな生

活 を 私 い 、つ しか送っていた。 E - mai l を通して日本に居たと き以

上に交 附E囲が広がり、 MI T 留 学中の仲隆介氏を中心に繊 哉され

た WWWi みんなのけんちく」に参加することになった。 これに関

しては、 いつしか相手の見えないある種のフォ ー ラムにな ってしま

い、私から遠 ぎ、かつてしま った。「情 報の一人歩き J による手痛いヤ

ケドも 負 い、 E こにでも心無い人がいることを知 らされ唖然 とした。

インタ ーオ、ッ トを使えば、現地て苦 労 して手に入れたカリブの小

島の情報が日本でもかなり手に入 る。 日本の各新聞社の W W Wてや

海外でも日本のニュースが即日 入手で きる。 ケーブルテレビで、は有

手羽央画が楽しめるほか、スペースシ ャト ノレのH州象までミ ッシ ョン中

は常に流れていて、世界中のニュース番組 にまじ ってフ ジ、のス ーパ

ータイムも毎日見る こ とができた。 カリブの小さな 島国でもイ ンタ

ーオ、ッ 卜につながったノf ソコ ンが多数見られ、一両支の人も使ってし 、

る。 日本てや言 えL:f i皮照間島や与那国向のような離島でも、東京はお

ろか世界 とリアノレタイムでつ ながっ ているといった状況になるだろ

フ。

私の結鮒 波露ンf ーティではビデオで、撮っ た結婚式の様 子をパソ コ

ンに取り込み、 Indy てい作って もらっ た鼓動するハート の C Gをスラ

イド ショウで動かしプレゼ、ンテー ションするい、 った余興が受 けた。

マルチメテV アが使えなくとも 生活はできるが、 トータノレてや見た場

合、少しは使えた方が時聞が節約て、き て ? もっ と楽しく 暮ら せ そ

うな気がする 。 ( けやむら えいじ)

研究者との連絡に

Q l  現在あなたが持っているもの・使っているものにV印をつけてください。

ファッ クス (自宅には持っていません) 、パソ コン( 何台も買っては遊休に しまし

た)、 CATV(つくばはこれでないと 、テレビも F Mもまともに受信できません。た

だし、双方向になってはいませんから、 現状では単なるア ンテナの代わり ) 、電子

メール ( 自宅からはまず使いませんL インターネット( 研究所でのみ) 、ホームペ

ージ開設( 研究所で)

Q 2  あなたはマルチメテ'イアをどのように活用したり楽しんでおられますか。

研 究者の知人と の連絡は、 相手が持っ ていれば電子メ ーノレて川や り

t りしています。電話でのおし ゃべりのよ うなt舵沙なニュアンスは

伝 えられませんが、その必要は研究 上はまずないので。信頼する 研

究者の E - mai l に対するリ スポンス は、驚 くは E 速 いものです。フ

ァッ クスへの返事 も人に よっ ては速いですが、E - mail はそれ以上

です。CI B( 国際控築研究情報会議) において、 タスククツレープT G

19 : 高齢化 社会 におけ るデザイン (D esig ni ng f or  t he  A g eing  

S oci ety) の主査を引 き受けて いるので、 各国に散らばっている研究

者への連絡 に重宝 しています。ただ、 外国の研究者のメ ールア ドレ

ス所有が、期待 してい るよ り少ないのが悩み。 また、研ヲモ所の外か

らモデム経由で E - mail を確認 しよう として 電話がぷつりと 切れ、

同時に メーノレがすべて消失する事故の頻発に苦労 してい ます。

なお、 CI B/T G1 9に関する情報を流す手段 とし て、 ホー ムペー ジ

CI B/ T G1 9:  I  も開設 してい

Desi gni ng f or t he Agei ng Soci et y I  ます。内容は

W el come  t o the  Ho mePage 01  Tas k  Group MDesi gni ng for  the  Agei ng  

T his is a  networ k of  researchers and pract it i oners， etc. ， who wish to change t he 

physi cal  wor J d 01  t omor r ow for t he bet t er .  11 is est abl i shed in Oct ober  1995 

Member s  3re f r om count ri es all over  t he wor l d 

工且l 且_ m旦血且皐I I

Dr.  Sat oshi  Kose of  t he J apanese Bui l ding  Research Ins ti tute is act i ng as It s  

coordi nator  

The  Task Group had a  preparatory meeti ng in 

Stockhol m 28-29 May 1996.  

R e o o rt  o f  S t o c k hol m me et i n o  Mav  1 9 9 6  

For  mor e i nf ormat i on， cont act  

‘，a t o句 hi K ns e_  D r._ Cl B / T Gl  9  C o ordi na r or  

Spedal  Researcher  for Desi gn Met hod Oevel。ρmenl ，

Buildi ng Research Insti tute， Tat ehara， 

Tsukuba 305 J apan  

Tel .  +81・298・64*6681; Fax.  +81. 298・64- 6775;

E- mai l  

Ｍ ｾ ｫｯ ミ ｦＢ ｬ￬ｬ ｫ ｦＢ ｮｫ ｦＢ ｮ ｟ ｯ ｯ｟ ［ｯ

Home  Page 

ht tp:// w ww.kenken.go.jp/5bu/skose/T G19. htmJ  

|  平に英文てやす

が、 日本から

の発信が圧倒

的 に少な いと

い う指摘に対

する返事でも

あります。図

は、そのホー

ムペー ジてーす。

え、ッ 卜・サ

ー フィンは、

貧乏11院なしで

は無理ですね。

( こせ きとし)
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η レチメティアノイフU

判 ffi

吾1II:f-ロ

日本作玉
現在A

日常生活の道具

Ql  現在あなたが持っているもの・使っているものにV印をつけてください。

ロポケ ットベル 困携帯電話 口自動車電話

ぜファックス 口ワーフ・口 百パソ コン

ロ通信カラオケ 百携帯情報端末( 電子手帳)

ロデジタルビデオカメラ

口CATV (ケーブルテレビ)

ロカーナピゲーシヨン

口衛星脇差

ロテレビ電話

口ゲーム専用機

回テ・ジタルカメラ

口ハイビジョンテ レビ 口 ISDNGt . : i e合サービスデジタル網)

ロパ、ノコン通信 也電子メーJ レ 百インターネット 百ホームページ開設

口その他(

Q 2  あなたはマルチメディアをどのように活用したり楽しんでおられますか。

私の研究室てやは、研究室内の研究発表、連絡事項をすぺてオ、ット

ワーク上てや行っています。 そこで使われるのは、例えば、電子メ ー

ノレ、インタ ーえ、ッ 卜のホームページなどです。研究室に所属する人

聞は、教授から卒論生まで、 全員電子メ ーノレのアドレスを持ってい

ます。研究室内の発表の日程など連絡は、すぺて電子メーノレを使っ

て送られます。学生が、研究室に来て最初にすることは、コンピュ

ータの前に座ってメ ーノレを読むことです。

また、研究室での卒論生、大学院生の個人発表の内容は、前日ま

でに各人が自分のホームペー ジに掲載し、その内容を会議の前に各

自の家から、モデムを通じて見ることも可能です。 もちろん、その

情報は、全世界に向けても発信されています。発表当日も、ホーム

ペー ジ、の内容を大画面の液品フ。ロジ、エクタを使って、全員で同じ画

面を見ながら発表を行います。 この方式の利点は、各自が好きな時

に好きな場所から 、前 もって発表内容を把握することができること、

静止画、動画等 を表示したり、音を用いたりする ことに よって、よ

りわかりやすく研究内容をプレセ。ンテー ションできることです。 ¥

早 稲 田 大 学 渡 辺 研 究 室 ホームページ

56 建築と社会 ・1996. 8

マルチメテ河アという言葉

Ql  現在あなたが持っているもの・使っているものに〉印をつけてください。

ロポケ ットベル 口機帯電話 口自動車電話 口テレビ電話

口フ ァックス ロワー7 .口 語 マソコン ロゲーム専用機

口通信カラオケ 口携帯情報端末( 電子手帳) 口デジタルカメラ

ロデジタルビデオカメラ 口力一ナピゲーション

口CATV(ケーブルテレビ) 口衛星放送

ロハイビジョンテレビ 口 ISDN(統合サービスデジタル網)

回パソ コン通信 凶電子メ ーJ レ dインターネット ロホームページ開設

口その他 (

Q 2  あなたはマルチメテ'イアをどのように活用したり楽しんておられますか。

マルチメテV アという 言葉は嫌いです。今、社会て1起 こっている

現象の本質を正確に伝えないからです。確かに、メテV アの圧倒的

な変革は、私たちの社会を根本から変えつつあ ります。でも、その

本質にあるのは、あくまでオ、ット ・ワークという技術と松t 念てす。

マルチメディアというのは、その結果の一面でしかありません。し

かも、今のところそれは、商業ベースて切? たな消費を喚起するため

にしかけられた脅迫概念のようなものです。意地悪〈 言 えば、この

アンケー トの QI も、そのしかけに釆ってしまった典型例のようなも

のと 言 えるでしょう 。

いろいろな道具を使うから( 購入するから) 社会が変わるのでは

ありません。実際、今のと ころ、オ、ッ トワーク環境によって真に ド

ラスティックな変化 を経験し ている のは、アミューズ、メントを中心

にした商業分野に限られます。 一般にはまだまだ、オ、ッ 卜ワークを

単なる効率性を求める道具としか見ていないというのカ究応伏です。

特に建築分野では、インフラ整備の技術的な話題が先行 しがちで

すが、オ、ッ卜ワ ークという相応念によって、建築や空間が どのように

再定義されるものなのか、ほんとうはそこが重要なはずなのです。

(なヵ、がわ おさむ)

¥このようにして行われた研究室会議の議事録もまた、会議中に ノ

ー トブックパソコンて羽A ち込んだ内容がホームペー ジに載せられ、

す? に見ることができます。

このように、オ、ッ トワークの利用の利点は、 ill 寺聞をえらぱな し、J

「空聞をえらぱな し、J という点にあると思われます。 インタ ーオ、ッ

卜は、 もう日常生活の道具として使われています。 (きの H のり)

E - mail のアドレス t omo@wat anabe.arch. waseda. ac. j p

わたしはこんな使い方をしています
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パソコン歴10ヵ月のマルチメテミア

Q1  現在あなたが持っているもの・使っているものにV印をつけてください。

ロポケットベル 口携帯電話 口自動車電話 口テレビ電話

口ファ y クス ロワーフ・口 ｾ ｾソ コ ン ロゲーム専用機

口通信カラ オケ 口携帯情報端末( 電子手帳) 百デジタルカメラ

ロデジタルビデオカメラ

口CATV (ケーブルテレビ)

口力一ナピゲーション

口衛星脇差

口ハイビジョンテレビ 口ISDN(統合サービスデジタル網)

口パソコン通信 口電子メール 口インタ ーネッ ト 口ホームページ開設

口その他(

Q 2  あなたはマルチメディアをどのようにj舌用したり楽しんでおらほすれ

E うやら、多機能な情報機器に発展したパソコンと、そのパソコ

ンのオ、ッ卜ワ ークがつくる世界をマルチメディア社会 t 呼び、その

システムをマノレチメデ、ィアと H乎ぶよフである 。 T Vなどのマスメテ、、

イアとは、そのコミュニケーションの在り方が対照的て¥情報の発

信や受信の主体を個人レベノレに取り戻せる点が重要視されていると

ころであり、インタ ーオ、ッ卜がそれを{-t表している t いったことで

あろう 。

私のパソコンにも多様な機能カf付槌していて、マルチメディアに

対応、できることになっている。当初は、好奇心からそれらを起動さ

せようと試みたが、まず、マ ニュアノレ書への馴染めなさに閉口し、

それから先への進展を放棄したままとなっている 。今ではむしろ、

そのカタログ的華麗さの代f貰としての過大なロードに、パソ コンの

立ち上がりの遅きや、 トラブノレの原因 につながるもの として負担を

感じるようになってきている。満艦飾の梯悶を呈しているハー ドデ

ィスクの中身をも っ とスリムにしようと、 今の私には役立てようが

ない機能を見つけだしては削除することに執着させられている 。マ

ノレチメテ川アを活用するとか、楽しむい、った状態にはほ E遠い。

私のパソコン使用の中心はワ ープロであるが、その文書作成道具

としての利便さは、今の私には不可決なものにな っている 。特にそ

の文書のストック( ファイリング) と検索の能力は、試行錯誤を繰

り返してきた書頚管理の悩みを一挙に解決 してくれるものであり、

デジタル化の威力をまざまざ、と実感さ せ られている 。

事丘、その優れたファイリングシステムの活用を広げようと、情

報ストックとして残したい印刷物、新聞斜信部買のスクラップのデジ

タノレ化 を試みている 。新聞の切り抜きはスキャナーから取り込んだ

コピー情報をそのまま保存し、雑誌の記事で長文のものは OC R ソ

フトで文字情報に転換し要約して保存することにしている 。机ょに

山積していたペーパー類は面白いほど簡単に、テY スクに』附内され

ていく 。 しか し、マノレテな機能のーって、ある写其 などフノレカラー ノ

もう手放せない

Q1  現在あなたが持っているもの・使っているものにV印をつけてください。

口ポケットベル 困携帯電話 口自動車電話 口テレビ電話

百フ ァックス 百ワーフ・口 百ノマソコン 口ゲーム専用機

町通信カラオケ 百携帯情報端末( 電子手帳) 口デジタルカメラ

口デジタルビデオカメラ ロカーナビゲーション

口C ATV (ケーブルテレビ) 口衛星放送

口ハイビジョンテレビ 口ISDN( 統合サービスデジタル網)

o;パ、ノコン通信 百電子メ ーJ レ 百イ ンターネット ロホームページ開設

口その他(

Q 2  あなたはマルチメディアをどのように活用したり楽しんでおられますか。

マルチメディアと 言われる機器で、デスクトップパソコンやノー

トパソ コンも手放せない機器だが、いつも重宝しているのはやはり

電子子ltA ，はじめは、興味本位で買い、それも英語のマ ニュアノレ し

かなく、使い方が分かるまで四苦八苦し、普通の手i阪を併用して持

ち歩いていたが、いざ使えるようになるともう手放せない機械にな

っていた。私の持っている 電子手帳には、スケジ、ユーノレ、ワープロ、

表言十算、データベース、ゲーム等が入っていて、カー ド型モデムを

接続すれば通信や F A X にも使えるもの。 もう一つは事丘手に入れ

た携帯電話、どこからでも発信できるい 、うのは とても便利。 今後

は電子手l憾と接続し、出先からの通信やメインコンピューターとの

データ取り込みを計画中。

こんな便利 な電子機器だけど怖いのはトラブノレ。 この間もほとん

E のデータを失ってしまい、

紙と鉛筆なら、こんなことは

起きないのにと思いながら、

いまたツ f ックアッフ。をl [ j ( って

いない私でした。

( のはら あきのり)

、の画像の扱いには問題があり、私のノ f ソコンにはそ の負担は過大

のよ うである 。メモリ ーの管理を怠るとコンピューター トラブノレが

しばしば起こり、その修復に多大な労力をつぎ込まされている 。 そ

の声;)策としてメモリ ーの増量など、パソコン能力の向上をはかる必

要性を感じさせられている 。

私レベノレのユーザーが、マルチメテV アを日常的道具 として自由

に使えるようになるには、システムがより強力になり、 ユーザー に

{憂しくなってもらう必要がありそうてれある 。 (はらみ しようし)
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インターネットで、コミュニケーション

0
1  

現在あなたが持っているもの・使っているものに〉印をつけてください。

口ポケットベル ロ携帯電話 口自動車電話 口テレビ電話

ｾ ファックス ロワーフ.ロ ぜパソ コン ロゲーム専用機

口通信カラオケ 口携帯情報端末( 電子手帳) ロデジタルカメラ

ロデジタルビデオカメラ 口力一ナピゲーション

ロCATV (ケーブルテレビ) 口衛星組差

ロハイビジョンテレビ 口 ISDN慨合サービスデジタ川同)

凶;f ソコン通信 鴎 子 メ ー j レ がf ンターネッ卜 図今一ムページ開設

口その他(

O
2  

あなたはマルチメディアをどのように活用したり楽しんでおられますカ、。

ここ 一年ばかりのことですが、インタ ーネットぞ使っています。

自分のホームペー ジをつくり、それを見ていただいた方とのメイル

のやりとりが始まり、あるいは直接会ってみたりもするといったよ

うに、わりと地に足の着いた使い方をしている方ではないかと思い

ます。

個人として、インターオ、ットを使う現実的なメリットというのは、

物理的な距離とは無関係に、指向の近い人聞が簡単に知り合えるオ、

ッ 卜の特性に集約されるのではないかと思います。それに対 して、

事丘メディアをにぎわしているようなインタ ーえ、ッ卜のエンタ ーテ

イメント / コマ ー シヤノレな側面は、それは E 重要で、あるとは思えま

せん。 それらは結局、旧来のテレビやカタログショッピングのオノレ

タナティブ五L上のものでやはないように，思われるからてやす。

例えば500km離れた見す'知らずの他人が、い言なりある特定の( と

きにはかなり特殊な) 話題について意識を共有し、さらに深めてい

くことが出来るような、そういったコミュニケ ー ションカサ、ットの

上では日常的に起こり得ます。 そうしたことは、ほとんど S F的 な

未来像とともに語られるいンタ ーえ、 ッ 卜』 よりも、オ、ッ卜と生活

のかかわりを考える上で、本質的であり、またリアルなものだと思う

の で す 。 ( ひ の な お ひ こ )

わたしはこんな使い方をしています
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Wor l d 

私のマルチメテ河ア化

0
1  

現在あなたが持っているもの・使っているものにV 印をつけてください。

ロポケットベル 百携帯電話 口自動車電話 ロテレビ電話

回らァックス 口ワーフ・口 百k ソコン ロゲーム専用機

dテ

e

ジタルカメラロ通信カラオケ 鴎 柑輔端末( 電子手帳)

ロデジタルビデオカメラ

ロCATV( ケーブルテレビ)

ロハイビジョンテレビ

百 円 コン通信 国電子メーJ レ

口その他(

口力一ナピゲーシヨン

口衛星放送

ぜISDN(統合サービスデジタ j 哨 )

dインターネッ ト dホームページ開設

O
2  

あなたはマルチメディアをどのように活用したり楽しんでおられますか。

私の仕事は、都市計画コンサノレタントである。

今まて随分ノ
f

ソ

コンに時間を費や

してきたと思うが、

その中て宮、い知ら

されたのは 「でき

るという ことと 、

使えるということ

は 全 く 達 引 い 、

うことて、あった。

しかし、近年よう

やく使えるレベル

になってきたと思

フ。

【表現】

モービル化

一一一一ーが

【使いこなし】

私のマルチメディア化の進展

今、会社ではほとんどカ
f

パソ コン作業となり、 D T P が本格的に稼

動している。オ、ットワ ークも会社内ではイ ーサオ、ット、会社と自宅

は INS64で結び、以前めざしていた 「時聞と場所に限定されない仕

事環境」が整いつつある 。現在の自標は、大学における講義の機会

を活用して DT P R ( プレゼンテー ション) 環境を実現することであ

る。

プライベー 卜の部分では、パームトップ。パソコン ( HPI 00L X) が

大活躍である 。 この、いつでもどこでも使えるパソコンというのが、

どれだけ効果的なモノかは、経験のない人にはとてもわかってもら

えそうにない。小さくともれっきとしたノ f ソコンてゃあり、ワーフ。ロ

や表計算、システム手帳等のほか、各種データベース( デジ、タノレカ

メラとつなぎ、画像D B も可) 、また携帯電話と組み合わせて、通信

やファックス送受信等に活躍してくれていることを、信じていただ

けるであろうか。 この記事もそれで作成したものである。

( ひらさわ かおる)



M ULTI  

逃げ場を残したソフト

Q1  現在あなたが持っているもの・使っているものにV印をつけてください。

ロポケットベル 困携帯電話 百自動車電話

回ファックス 園ワープロ 凶パソ コン

ロ通信カラオケ 口携帯情報端末( 電子手帳)

ロデジタルビデオカメラ

口CATV( ケーブルテレ ビ)

口力一ナ ピゲーション

口衛星放送

口テレビ電話

ロゲーム専用機

口デジタルカメラ

ロハイビジョンテレビ 口 ISDN(統合サービスデジタル網)

口パソコン通信 口電子メ ール 口インタ ーネット ロホームページ開設

口その他(

Q 2  あなたはマルチメディアをどのようにi閉したり楽しんて' おられますか。

優れたツーノレは両刃の剣であり。ピジオ、スツ ーノレは生存競争の武

器となる。しかし、使い続けると疲れはてる。情報からの逃げ場が

なくなる 。

腰痛のため早くから C A Dの利用やソフト開発を行い、今てやは十

分使いこなしているつもりである。しかし、 O A機器のリース料や

通信費が増え、まるでパソ コンメーカーのために仕事をしているよ

うである。

ｾ＠
図 1 図 2

図 1 は C A Dで描かれる線( 下) と鉛筆( 上) の線、 図 2 はそれを

10倍に拡大したもののイメージである 。 C A Dの線には、データと

しての幅がないので、ここでも逃げ場がなくなって苦しいときがあ

る。 情報は正確で‘ あるべきだが、 図 面 も含めて、人聞のためのコミ

ュニ ケーションの手段なのだから、 一 部 暖昧な部分や逃げ場を残 し

ておくほうが良かったのではないかと思われる 。

その一方で、パソ コン通信は新しい地 平を拓き、必然的に新たな

閣を生み出している。今では、われわれが心地よく過ごして きた夕

暮れが失われ、妖怪の住みそうなじめじめした聞が出現してきたよ

うに感じている 。

ただ、生身の人聞の使う快適なソフトの出現というやつも予感てい

きるわけで、私はそういう作図ソフトを開発しようと思って いる 。

人聞の告た望の結果 として出現してきたものに踊らされるのは、 もう

御免である。 ( も み き さ だ お )

Worl d  

1 2  

情報収集に、本探しに

Q1  現在あなたが持っているもの・ 使っているものにV印をつけてください。

ロポケット ベル 口携帯電話 口自動車電話 口テレビ電話

ぜファ ックス ロワーフ.口 ｾ パソ コ ン ロゲーム専用機

口通信カラオケ 口携帯情報端末 ( 電子手帳) 口デジタ ルカメラ

ロデジタルビデオカメラ 口力一ナピゲーシヨン

口CATV( ケーブルテレビ) 百衛星放送

ロハイビジョンテレビ 口 ISDN( 統合サービスデジタル網)

回; てソ コン通信 1lfi電子メ J レ 百インターネット ロホームページ開設

口その他(

Q2  あなたはマルチメディアをどのように活用したり楽しんでおられますか。

パソコン通信 NIF T Y には 8年 前 か ら入会 している 。最初 の 数

年はパソコン通信の発展途七て¥何かとワクワクするような事があ

り趣味的に利用していたが、最近はもっぱらクリッピングサービ

ス 1) やデータベースによる情報収集に使っている。

また NIF T Y には、建築フォ ーラム ( FARCH) 、表 1のような

都市計画フ ォー ラム ( FCI TY ) 、アートフォーラム ( FART) 、マイ

ホームと不動産フォ ー ラム ( F MY HOME ) とい った建築関連のフ

ォーラムや建築関連の情報サ ー ビスがあ り、時 々利用している 。

表 1 都市計画フォーラム ( F CIT Y) の会議室 (1996i p  6 月初日現校)

番号 発 言 ( 未設) 最新会議室名

l  6534 ( 999)  6/ 24 ・ー コミュニティプラザ. ・・0 井戸端会議

2  1500 ( 999)  6/ 25 • みんなでまちづくりー oまちづ〈り入門

3  595 ( 595)  6/ 25 ・ー地域活性化/ 地域間交流 口

4  1963  (  48) 6/ 24 ... . まちと住まい ム住戸/ 集住体/ 住宅地

5  510 ( 510)  6/ 19 T ・インフラストラクチャー マ

6  1874 ( 999)  6/ 13 * ・ピオトープ 合都市と地球環境

7  389 (  0) 5/ 21 . . 都市防災/ 安全 .0

8  260 (  82) 5/ 13 ・- ・メディアミ・ノクス会議室・・o

9  598 ( 598)  6/25 . ー都市政策/ 法律/ 経済・・ 口

10 561 ( 561)  6/03 ... .コンピュータ利用/ 在宅業務支援 A  

11 300 (  17) 6/21  T  国際交流/ 国際都市情報 マ

12  1261 ( 999)  6/26 安 "H日の者1I 市を考える 合都市|同Ml 全般

14  1371 ( 999)  6/23 ・ 市民諜窓口 .0 会員自己紹介

16  1047 (  0) 6/24 [特別会議室] 阪神 ・淡路大震災からの復興

17 2490 (  50) 6/ 14 オフラインとイベント情報

18  114 (  97) 6/24 徹底的住民参加によるマスタープランづ〈り

20 94 (  35) 6/ 13  ライブラリー新ず1案内

表 2 書庖のホームページの U Rしの一例

i 図書館流通センター I  ht tp: / / www.trc.co.jp/ trc- j apa/ i ndex. ht m 

三省堂書庖 I  http: //cmall. tj sys.co. jp/  cyber  /sanseido/  

学芸出版社 I  http:/ / web.kyoto- inet. or .jp/org/  gak ugei  

丸善 I  http: / / www. maruzen. co・jp/ i ndex-j . html

インターネ ッ ト インタ ーオ、ッ卜は、内外の大学との電子メーノレ

やwwwによる書籍情報の収集に使っている 。 特に事丘は、大手

書庖な どのホームページが立ち上がっており、本探しに重宝である

(表 2 ) 0  ( よこた た 札 )

法 1 )クリ・ノピングサーヒス。キーワードを登録しておけば、毎日発行される大手新1mの記事の "1"

から ｬ 剥迎する ｾ ￨ ｚ ｉ Ｂￇを抜き出しておいて〈れるサービスＨ袈 ｚＧｉ 料金Ｉ 。
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用語メモ

[イーサーオ、ット ] ようになってきている 。 [I S DN]  

コンピュータ同士をつないてヌ、ットワ ーク {ホームページ] 寸 Eの電話回線はアナログ宿号で通信を行

化する方法の 一種。最近の Wi ndows95や インタ ーオ、ッ卜上で、ある情報が置かれて っているため、あまり早い速度で情報通信は

MacOS はイ ーサーオ、ッ トに対応し ているの いるところ( サイトと呼ぶ) の入り口に当た
て。きない。そこてや、 NT T は ISDN というデタ

で、イ ーサーオ、ット用のボードや専用ケープ るもので、そのサイトにある情報を読もうと
ジ、タノレ信号を高速で、扱える回線を用意してい

ノレを用意すればオ、ットワークが組める 。 した時に、最初に画面に表示されるページの る。一般の回線よりも基本料金が高いなどデ

[キャプチャリング] こt 。
イメリッ卜も若干あるが、 1 回線で二つの通

風景やT V 函像とい った| 則象情報を コンピ [メー リングリスト ] 信が同時に使用できる( つまり電話とインタ

ユータに取り込む (capture) こと 。 Fax を一度に多数の人に送信するために ーオ、ッ トが同Jl 寺に使える) というメリッ卜が

[サイパースペース] は、それらの電8f i : 番号をあらかじめ登録して ある 。詳しくは N T T へ。

インタ ーオ、ッ卜上の 3次元仮想空間のこし おくのが仮努IJ。 それと同じこ t で、同時に危 [} ava]  

今ではさまざ、まな都市や街がインタ ーヰ、ット 子メ ーノレを配信したいアドレス先を一指登録 一舟生に コンピュータのソフトは Windows

上につくられており 、テV スプレイ上にバー しておくリストというのが本来の意味。 用や Ma c 用というように、使用するコンピ

スとして表示された空間の中を自 由に探索す 最近てやは、特定のテーマに関心のある人々 ュータに対応したものでないと弱H乍しない。

るこ七がて、きる 。 の問で電子メ ーノレを使って' 情報交換を行うサ それに声すし て、 どんな コンピュータて、もi l l J J{r-

{電子メーノレ] ー ビスのことも意味する 。 このサービス元に するソフトを{乍り fごすのが J ava というコン

コンピュータ間でやりとりする手紙のこと 。 自らのアドレスを登録してもらうしその後、 ピュータ言3著である 。
畠全

これを使うしプリンターで印刷し郵便や 自由泊守にメーノレによって情報を配信してもら これを用いると、ホームページなどでプロ

Fax て、送るという手間をかけなくても、オ、ッ える 。 グラムを提供しようとする者は、 J ava で作

トワークを通じて相手のコンピュータに直接、 [モデム]
成したプログラムのみ用意する fごけでよく、

しかも瞬時に手紙が屈し電子メーノレにおい 一両党の電話回線にコンピュータをつなぐた Wi ndows 用、 Ma c 用といった複数のプログ

て、郵便の住所や Fax の番号にあたるもの めの装置。 コンピュータから送られてきたデ ラムを作成しなくてもよい。

が、メ ーノレアドレスである 。
ジ、タノレ' 情報を電話回線て、使われているアナロ [L A N]  

なお、文書7ごけでなく図形や画像や音声な ク1言号に変換して送出すると ともに、電話回 Local  A rea Net wor k の略。ある機|刻内

どいわゆるマルチメディアのデータも 一緒に 線て来たアナログ信号化された情報をデジタ ( つまりローカノレなエリア) にあるコンピュ

添付して送ることがで、きる 。 ノレ信号に戻してコンピュータに送る役目を果 ータ同士をつなくやオ、ッ トワークのこと 。

[オ、ットサーフイン] たしている 。 [S Y S OP]  

パ ソコンをインタ ー才、 ッ卜に接続して、あ [ レンタノレサーノf ー] パソ コン通信では、建築フォ ーラムのよう

るホームページから別のホ ームペー ジへと 自らのコンピュータ資源を他人にレンタノレ に、ある特定の事項に興味ある人が集まって

次々にアクセスしていくことをいう 。次々に している所のこと 。インタ - ; i 、ッ卜上に大規 情幸鵬 ｻ 共や禰命ｾｩｔっているフォーラムとい

i皮に乗り移っていくサーフィンになぞらえた 棋なシステムを構築するのは、機恭をそろえ うものが運営されている 。S Y S OP はその世 影

表現。ホームページには関連する見IJ のホーム るだけでも大変なので、 とりあえずレンタル 話人の こと。大きいフォ ーラムでは、補佐役

ページに移れるしくみ( リンクと呼ぶ) がた することも多い。 の S UB- S Y S OP もいる 。

いてい用意されているので、簡単にオ、ットサ [DT P]  [U RL] 

ーフィンが楽しめる 。 Desk T op  Publi shing の略。印刷物のν Uni f orm Resource Locat or の聞各。 イン

[パームトップパソコン] イアウトや版下を作成するには、今までは印
タ一元ットを使ってホ ムペジを見たりす 塁信

いわゆる携帯・用のパソコンのことで、品丘 刷所に持ち込むしかなかった。 これをコンピ るのに必要なデータの蕃互にで、 それぞれの情

iま携併情報端末 t もl呼ぶ。従来、電子手帳 t ュータ上ですべて行うこ t 。
報の種類や場所な E カf記述されている 。たと

呼ばれていたが、ワ ープロや表計算ソフトな [DT P R]  λ ば、大阪大学のホームページの U RL は

どーオ両党のコンピュータで使用されているソフ Desk  Top Present at ion の略。会議な E http:/ /www.osaka- u.ac.jp/osaka - u-

卜も熔殺して、普通のパソコンと機能的には
てやプレゼ、ンテーションを行う場合、文書、ス j p. html  続hf 

1'1) 
何ら遜色がなくな ってきて ¥，J.， 0  

ライド、 OHP などが使われるが、こうした資

[プロパイダー] 料をすべてコンピュータ上で用意し、それら V irtual  Real i ty Model i ng Language の 耳ん、

イ国人のコンピュータをインタ ーオ、ットに直 をスクリ ーンへの投影装置を用いて示し、説

総 … 一 間 胡 を 記 i
核つなくや こt は難しい。 そこで、プロノ叫夕、 明しようとするのが DT P Rである 。 述するためのコンピュータ言語。 この言語も、

ーというインターオ、ット接続業者と契約を結 [H T ML]  HT ML l:同J様、いかなるコンピュ ータでも

んで、そのプロノ f イダーがもっ コンピュ ータ Hyper Text  Mod巴ling Language の略 動作するように仕』繋が定められている 。

t 電話回線で自分のコンピュータをつなぐこ でインタ ーオ、ット上のホームページを作成す [C GI] 

とで、インタ ーオ、ットに接続する 。 るための コンピュータ言吉弘 イ ン タ ーオ、ッ卜 Common Gat 巴way Interface の略。

[ブラウザー]
に接続するコンピュータはさまざまであるの H T ML のみで作成されたホームページでは、

主 としてインタ ーオ、ヅト上にあるホームペ で、ソフトごとに異なる文字サイズや文字飾 そこに書かれている情報を読めるだけで、情

ージを見るためのソフト 。オ、ットスケーフ?社 りなどの指定ブア法をそのまま用いることがで 報のやり t りはできない。 そこで相互通信で

の Net scape Navigator とマイクロソフト きない。では、どうしているかというした きるように定められたものが C GI である 。こ

社の Internet Expl orer が代表的。いずれも とえば、改行は< B R> というように、タグ れを用いると、例えばデータベースに接続し

機能強化の逸ヒにあり、新い、パージョンで と呼ばれる特殊な文字列を用意して、それを て、 こちらからキーワ ー ドを入力して検索す

は、文字情報のみならず音声や矧げ象も扱える 文章の中に埋め込むことで実現している 。 るといった使い方ができる。
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神戸市ホームページ

ht t p: / /www.kobe-cufs. ac. j p/kobe-ci t y/i ndex-j . html  

神戸市では神戸国際マルチメディア文イ凶 [1市 ( KIMEC) 構想に基

づき、例年 10 月よりホームページを設けて情報発信を行 っている。

発信する情報は、海外からのアクセスが多いことを考え、 n;l，.L{象を使

用し、日英 2 カ国語併記を基本としている。

現在、メニューとしては、 q漉 災情報 : 地農後の村l戸市内の様子・

震災の被害 と復興状況 ・ネ'1' 戸の復興提言 ・地震に関するアーカイブ

等。 震災状況の写真は200点を超えており、画像データベースとな っ

ている、 ②市政情報 ・ 「村l戸 まつり J などのイベント情報等、③産

業情報 :キ'1' 戸マルチメディア ・インクーネ ット協議会や神戸の各企

業の紹洗等、住激育情報: 児童 ・生徒の文集等、 ⑤ リンク: ボラン

ティア団体など、 神戸の復興情報を発信するページと リンクしてい

る、などがあげられる。

このように神戸市のホームページは多くのメニューを持つ充実 し

た内容とな っており、神戸市内の産業界 ・教育関係カ勺主目している。

産業界では、十'1'戸の産 ・官 ・学 ・民が結集して、復興情報を世界へ

発信 していこうと、 95年 4月にやl'戸マルチメディア ・インターネッ

ト協議会が発足しており、神戸の産業情報の発信とインターネ ッ ト

の商用利用の促進などを行っている。

大震災てヰ'1
1戸は各方面で甚大な被害 を被り、特に「情幸則は電気

・カス ・水道 ・道路と並ぶインフラの要素と佐世づけられた。95年

6月に策定された神戸市復興計画においても情報通信は重視さ tし

シンボルプロジェク卜の中に、キ'1' 戸市防災情幸悩盈信ネ ットワークの

整備があげられている。

このネットワークの一手段であるインターネ ットは、 |州知抗、の

ネットを市内に構築し、非常時と平常H寺の両方の活用を視野に入れ

た情報システムを鮒市しようとするもので、非常時には、 ①画像に

神戸市のホームページ よる被災現場の状況把握、信池蹴倒となる学校 や

¥l 防災拠点となる区役所等 との被災者や物資等の

情報交換、などを行う 。平常時には、①地域情報

などのl決像による情報の提供、告激育利用として

の 棚 脱 激 育への活用、 G湾機 問 L英語の授業で

外国の生徒とインターネ ッ トによる意見交換を

【皇鍾且盟笠J l l [ 盆. oi l Ut n! i l  r盆エ霊墨】{ 盈昼星星J
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福岡ドームのホームページ( 竹中工務庖)
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C ont ent s 

行 っている高校もある) や行政内部での情報共有

のためのi屯子メール利用、が考えられている。

今後は、市民のインターネッ ト利用の促進を図

るイベント「インターネ ットウェイブ'96J を開催

( 今年は 11月 7 EI- やl' 戸国際島刊晶で7 するとと

もに、 三子ヰヲE・家庭での平常時の利用が非'IW; I時にも

有用なものとなるよう、インターネ ット蹴境を構

イ ンタ- > ッ. ，- ワ ールド ヨ民 事 スポ
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大林組ホームページ

ht t p: / / www. obayashi . co. j p 

大林組ホームページ rOB A Y A S HI on the We bJ は、平成 7 年

Ｘ 月 ＲＹ 円に、インターネットという地球規［ｦｾのオープンなネットワ

ークを、企業としてどのように活用してい ったら有効かについて研

究する目的で開設いたしました。

掲載内容は一般的な企業活動の紹介にな っていますが、海外向け

には企業業絞の数字を中心としたアニュアルレポートを掲載。国内

向けには阪神淡路大民災レポート 等、建設業という業種を11[111にした

情報の提供を行っています。

ホームページを通しての直按的な営業情報の提供 ・収集について

も模索したいと考えていますが、佃人( 最終消費者) ではなく、主

に企業等の法人を顧客としている期封丙、まだ十分な活用方法を見

いだすには至っ ていません。

|封l設の 目的を勘案 し、ち挫のところはマルチメテψ イア抗健室の所

管業務とし、企画制作は自前で行っています。

(7ノレチメディア-11地筆{ l : : 同課

/ 鈴木俊光)
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阪神 ・淡路大震災

レポー ト

阪拘 :汲m穴震悶a、弘たちに一つの事を‘ 自認さぜてくれたとともに、ニつの重要但鶴田を坦8 しました.

、EEで主主務と 18耐 震 器 織 の 酬 の 怖 に 比べ、新耐揖建物の被害はそ刷量皮および量の耐に白いて蟹織であリ

別 に ふ 唱 て 万 ー 酬 制 畏 惜 別 司、田制建物の刺入怖に国わるような怖を受けることがはいよ

うにしようとの目領由もとに、建物繊通σ〉給りを重視して肴えようという. 新耐震尽魯節目指 L γ ' "子女由l喜朗迫ヲてい

' J b、フたことです.

号された匝目的ーョa、国寝を含む大1 ! ' . 泊康審を彼ヲた 8 耐震基織の建物に討して、適切な耐貴信断と耐量織強に早急

に取り組む必車があることです. これにつ: ! まして1.. 近即桁聞でも穴きく悶リよJ f られています.

もうーつの目掴16. JB耐震丞鎗ばかりでは く、料耐震i I I f l I でも- : I l の建物において、修慢による総忽使用かで: ! ず建て

直しf J ¥< i ，耳な織曹が生じたことです. マンシ・ ンのように個人の生活曇盆と 4る資定的場合. 相ご岡田1. 埠副です. 人命

とともに、文句 'J 財産畑価憶も守リ後ける、よりタレードの高い耐震後衡の聞畳一爽用 ftb' 瞳く> l l められています.

ヨドレポートは、以上0 ) 3. e : を全開にとりまとめました. 内習に関する問い合わゼ、相揖ii につきましτ1. . 下E までメ

ールをお寄ゼ下さ¥.1. ( 郵哩およびファクシミリでも結舗です. 完免を量E します. )

E ・・lI : eQ- reoorl 8ob・s ・:shl . co，J p

FAX: ・! H25G・49o[)

K 途. 東京協千問図区神図司町 2 - 3 大将鎗マルチメディ? 後i l JI

国守
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鹿島ホームページ

ht t p: / / www. kaji ma. co. j p  

鹿島のホームページ

では、連設 ｾ ｾ ｊｬ 業関連の

内零は もちろん、グル

ープ企業の事業のほか

に、 美術展や共同研究

等の文イ口英l述活動も紹

介しています。

建設事業に関しては、

会社概要や財務情報の

ほかに、 一散の方が普

段触れる機会の少なし、

設計や1i I!Ll この朝列、及

び最新の建設技術等を、

回E・I!II量ilIII置D I置 -

ゑ ｌ 」主 ｬ 剖 ｼ 農 Ｑ ，￭ｬ， Ｑ ｾＱ こ 」

4 図;

ヨ国

大tit能代空港ホームページ

平成1 0 年 7月防法予定

制 問1剛何回目的・・薗薗l人 間 開 附 す .

ヨ担割陸If‘. .，・E

ヨ芭現監の作号 方

その他
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制御民間指ＧＺＺＱＧ Ｎｦｻ［ＺＢＧ Ｚￜｾム， ｶ

月々のニ ュースやテーマごとの解説の形で紹介しています。t記丘で

は現場か らの情報発信として、建設業ならではの地域に符着した情

朝対是供を開始しました。

グループ企業を中心とするビジネス情報については、園内 ・海外

の不動産情報のほか、ホテル、インテリア、ビテオ、| 長!Aの企業紹

介を行 っています。善幸剖仮売では、オンライン ・オーダによ って全

国から注文をいただき、大変好評です。

文化関連活動では、奨学財団、大学 との共同研究のほか、当初:か、

主催している彫刻展をはじめ、関係する美術展の内零紹介を行って

います。また当社で制作した C Gをもとに、 J a v a や V R ML 等、イ

ンターネ ット関連の最新技術を月j いたコンテンツを掲載し、内容を

変化あるものにしています。

さらに土木 ・建築分野の w w wサーバ紹介のコーナーも設けて

おり、この分野に関する情報収集の便宜も考えています。

Ｈ ＷＱ レ チ メディ アＭｉｻ ｾ 進 室長Ｏ 甘粕敏昭Ｉ

ヨ園

.  Ｎ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮｾ，Ｎ ・ ‘ ｍ

. 拘.， ＮｾＮＮ，＠ 固 め 制 1 . ，.，円

.  ，ＮＮ ｾ，ＮＮｾＮＮＮＮＮＮＭＢ ， ，， ・ ｨ ・ＭＧ Ｎ ，.. 

. 岡山川目園 田 υ u_ .，....""

圃 醐唱・ .  Ｍ Ｎ， Ｇｾ ｮＧ＠

副除加ＮＮＮＮＮＭＮＮ｣Ｎ，ＮＮＮＮＮすｦＧｾ品 ｴιＮｾ 山 ｬ 剛

文化事業 ( 彫刻展) ビジネス・アプローチ( オンライン・オーダ)

編集部i主) C Gの V R ML によるホームページは、P61にぬ紋
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竹中工務庖ホームページ

http:/ / www.takenaka. co. j p 

当社の作品 ・技術 ・会ネi 相股などを日本調坂と英語版で国内外へ

情報発信して企業PRに使用するとともに、ビジネスツールとして

の可能性を追求しようと、 111，"[三7 月10EIに社内に W W Wサーノてを

設置し、ホームページを開設しました。

制作にあた っては、マルチメディア: tf凶主室 ・情報センター ・設計

部 ・広報等の各部暑がフ。ロジェクトチームを組み、コンビュータグ

ラフィックス ( CG)  f HF諸やマルチメディアに関心か市い担員が、

C Gや写真な日映像による紹介を 1=1' 心にしたコンテンツを企岡・ tli lJ '

作しました。

< 現在提供しているコンテンツ〉

1. アート& テクノロジー( 作i品と技予防

わが国初の大型開閉式ドームである福岡ドームと、千葉県に建設

した竹 中技術研ヲ町iバーの二つの作品を通して、当社の作品づ、くりや技

術に取り組む姿勢を紹介しています。福岡ドームは、閉じている屋

根がしだいに聞いていく状況を CGI 映像( 動画) で見せるとともに、

建築技術の説明を行ーっています。 また竹中技術研究所は、当社スタ

ッフの蹴診した写真により、外内観を ＳＰ 箇所もの視点から白 ｉ ｾ こ ｉ ｴ こ見

ることができます。

2. 今月のイメージ

最新の当社の活動の中から、映像的に美しい作品の写其やノ f ース

を、建築概要とともに紹介します。

3. メジャーワークス( 主要作品の紹介)

当社がこれまでに建築してきた作品の 中から主要な18作品を選

ぴ、写兵を 中心に、文字による建費馴袈を紹介します。

4 . 会社概要

当社の企業姿勢 ・業務内零などから、本社 ・支社 ・営 菊1斤や世界

各国の海外事務所の所在地まで、会社相賠要を紹介します。

5. その他

(1)  WI-IA  T' S  

N E W  

新しく追加した

コンテンツの紹介。

. 新卒採用情報

各部署若手ネi 貝12

人による付事に対

する取り組みの紹

介、新卒採用に| 刻

するインフォメー

ション。資料請求

依頼ページもある。
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大成建設ホームページ

http: //www. tai sei.co.jp/ 

昨年11月20円より自社羽パ1 VW サーバで開設、' 1 1 ' i 柑提供を |片i始い

たしました。企業ホームページとして会社紹介を中心に、各分野で

利用しているコンビュータ ・グラフィックスの事例集 rc G  

W orl c U 、建設に纏わる“ 読みもの" 3種を提供している「大成ライ

ブラリ J ( 日本語版) をサブページとしで公開しています。

特色は会社私服、 fi 誕 の事業活動、 120年の歩みとい った紹介以外

のページで、 C G事例集では建設業界における利用を 「プレゼンテ

ーションJrデザインシミュレーションJr景観シミュレーションJr解

析J r技術説明H 古代追跡の復元」の 6項目に大別して、その作品を

多数紹介しています。

また、「大成ライブラリ」では当社の社内報で好評述載された、

①直木賞作家赤井rrv ll 隼氏の「けんせつshort short ミューズ、の女キI ] IJ

②テサイナー林丈二氏の12都市の路上観察官「オヤ? これは何 ?J

③清水慶一氏のエピソードで綴る近代日本の「建設はじめて物部J

をパ ソコンで読める建設に纏わる話として提供しています。

大成建設ホーム ページ

ょうこそ大成建設へ

E 且皇三重J l . 作

.の・B 司，，，.闘'"

人がいきいきとする宿喰の創溢をめざして

F QR ^  Ll VELY W QRl D 

ｻ貧包轟益金［｡Ｆ ｉｚιｴ 之［ｪＢ三〆 ｾＱ ｦＺＺｌＺｦＮＮ之之主 ａ 包ヱ［ＮＮｊＮＮ￫乙 Ｑ
[ I!盟之主ふ乞二三. . _ ; ヒ 111鑑鼠星島亙銀生昆重昆畳二 .， 

- 地域 ・都市開発への展開

当社の地域 ・者[1市開発の推進プロセスと体1 I l lJ 、現在までの実績を写

真入りで紹介。質問 ・依頼ぺージもある。

(2)アンケート

今後のコンテンツ更新の参考にさせてもらうために、 当社にアク

セスしてきた方たちに意見をいただ‘ くアンケー卜欄。 (総本山広報諜)

編!.t一部ii 主) 縞Wi lドームのホームページは、 p61にぬ松

建築と 社 会 ・[ 996.8 63 
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京 都 工 芸 繊 維 大 学 山 口 研 究 室

ホームページ
http://archi graf.archi.k it. ac. jp/ 

われわれの研究室では、長年の活動の成果を 1995年10月より 研究

室ホームページ上で公開している。

三な研究テーマは、 「建築や環境の計画設計方法並び、にテ。ザインと

コンビュータの接点領域の探求、マルチメディア ・ネットワーク時

代の次世代建築設計室開完の提案j であり、ホームぺージ上の i Resea-

rch  Act ivitiesJページからは、研究室で実験的に展開しているデジ

タル化された設計環境のプロト タイプや発表論文を、 i Design &  

E ducati onJ ページでは設計演習や設計コンペなどのr. t.，;募作品を紹

介している。

特に1980年中頃から取り組んで、きた有名建築物の 3次元モデル ・

データベースはシカゴ、 ニューヨークの摩天絵、桂商|倍、アク ロポ

リスネ11
1
殿、中t!t教会堂なと、多岐にわた っており、データや資料の提

供を要請する海外からの問い合わせメールが頗繁に寄せられている。

また、 学生の取り組んで、いる研究テーマや就職活動に向けての自

己アピールなどを紹介した個人ホームページも設けている。マルチ

メディア、ネットワークによる情報イけ土会を迎えて、 コンビュータ

を自己表現のメディアとして使いこなしていく能力と教育は、 これ

からの設計者にと ってますます重要になると考えている。

ホームぺージへの 1 日あたりの ヒッ ト数は約1000回、われわれが

十日産しているだけで畝コに アジアを 中心に50J;) J 二の固からアク セス

，悼の

64 
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が寄せられている。

(止lうTL4弘

1i 3! ] 回

Wi ndy City Proj ect / シカゴ都市モデル作成

米国シカゴにある涯現代のスカイスクレーバーを中心にした郡市CGモデル作時プロジa タト

です. シカゴ市栂l路 rWi ndy Ci tYJ と呼tまれることからこのプロジ L クトを rWi ndy Ci l y 

Proj eCl J と呼んでいます o 6 1g Appl e projecUε 引8 鏡 白 1995'年当幹部学生の温習課警のひ

とつとしてプロジz タトを品官吉 し宮した.

土肥の画障デ』タ ct . Wl ndy Ctty Proj Bclで作成 した約6 日本のピル内の主要必ピルのCGで

すＮ乙のプ ロ ジ ｺ クトで作ｾさ ｮ た建範明と ｴ 錘 Ｋ婚 の一貫畏も 作院しました Ｎ

Wi  ndy  C  i  t  Y  pr oj  ect で 主 に 使 用 し た シ ス テ ム 穂 戚

ｚ 控 ｌ 註ｾ 日 : 1白

建 築 と 社 会 ・ 1996. 8

日本建築学会ホームページ

http: //www. aij.or. jp 

日本建築学会は、 1996年 5

月にホームページを開設しま

した0

・日本語版の内容

(1)日本建築学会の相肱

(2胞示版

(3閑 査研究委員会

(4) 出版案内

(5) データベースの案内

(6耀築関連サーノてー情報

(7) わか家の耐震

(8腿築作品

- 英吉却仮の内容

(1)  W hat  is  AI J ?  

(2) Bul l et in Board 

(3) R esearch  C o mmi t t ees 

(4)  Publi cat ions  

(5)  A bout Database 

(6) Ot her  v.. パN羽T Servers  

(7)  Reference 

*  
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. . . . . . .  圏 直 血

. .  包 盤 盟

鎗 且 且 幽E

曾祖翠望盟主E 且
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ホームぺージの持徴は 「わが家の骨鼠」てす。これは学会が一一般

市民の防災意識を高め、基礎的な知識を提供する目的で発行した 2

冊のパンフレッ 卜をそのまま電子的に転載したものですが、パンフ

レッ 卜の配布に比べて、 より多くの人に目に留まる可能性があると

いう意味で、 ホームページによる情報提供は優れていると思います。
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マルチメディア社会の情報セキュリティ

木 村 哲 也

• 
マルチメディアの発達

これまで、メディアといえば、よくも悪くもその絶大な景矧l力を

行使 し、あるときは自由と民主主義の発展に貢献したかと思えば、

またあるときは市民に牙をむいておそいかかるマスメディアの存在

が問題 となっていた。マスメディアといえば、新聞、テレ ビなどか

らわか るとおり、送り手と 受け手が最初から完全に決まっており、

まさに一方向での情報の流れしかっくりださない。そ れでも、その

力は大きく、仮に間違った情報が流されたり、特定の人の醜聞が流

されたときなどには、 一散人にと っても、その話題の対象者にと っ

ても、その害悪はilli J りしれないものがある 。

そのメテ川アのiJ . t 界に、事庁たにマノレチメデY ィアというものカ f加わ

った。マノレチメディアとはなんぞやについては、本ヰ部長の別のとこ

ろで紹介されるに違いないので、それを参! 被していただくとして、

いまやマルチメテV アは、単にそのための樹戒や技術のみを意味す

るのではなく、メディアのー形態をなす全システムやその有り様を

概念するものとな っていることは確かである 。マルチメテ1 アの世

界でやりとりされる情報は、内容において多様であるばかりでなく、

双方向で情報がやりとりされるというと ころに特色がある 。 まだま

だマルチメテY ア社会は始まったばかりだが、その規J莫が大きくな

るにつれ、情報の伝達方向が一様でなく、いろいろな目的のために

利用されるということか ら、そ こに生じる功罪は、質的、 量的に従

来のマスメテ川アの比ではないていあろうと予測される。

• 
「仮想社会J は実は仮想のものではない

マルチメテY アの発展とともに、仮想現実あるいは仮想社会など

という 言葉がはやっ てきている 。マルチメディアには不可欠のコン

ピューター とそのオ、ッ卜ワ ークを利用することにより、仮想社会を

構築しよういづ試みがきかんにおこなわれている 。ノ f ーチヤノレ商

庖街な E い、うものもある 。インターネットの w w w上に、庖舗に

見立てたホームページを開設し、そこにインタ ーオ、ットユーザーが

アクセスして、庖の 中を覗くという感覚で、並べ られた (写真など

でテY スプレイされた) 商品を見て、欲しいものがあれば即座に注

文するというような仕掛けだ。現実にその庖に行かなくても、庖に

行ったと同じ感覚で物を買うことができる。

ところで、「仮想」とは、現実の ものではないという意味である

が、これを文字通り 「仮想J のものととらえるのは間違いだ。仮想

社会などといいながら、コ ンピューターを通したやりとりをしてい

るだけで、け っこう現実社会のし っかりした行為をしているのであ

る。メ ーリ ングリストなどて1中間 E うしてやメ ーノレのやりとりをして

いるのも、実際の人聞の精神活動である 。言 ぃ過ぎたこと を書くと

名誉監損やプライパシー侵害になる こともある 。狼裂な図画をホー

ムページに貼り付けて不特定多数の人に見せると刑法175条の罪に

もなる。仮想商底街で、 何かの買い物をすれば、ちゃんとした売買

契約をしていることになるのである。

• 
仮想現実にも法の適用はあるが、未整備の分野でもある

バ ーチャル( 舵想現実) な世界それ自体を規律する法律い、うも

のはないが、法的に見れば、、マルチメテV アの出現は、従来のメ デ

ィアに一つ加わったい、う こと に過まず、現実社会と同等の法律の

適用があるのだ。ただし、法律い、うものは保守的で、ある 。法律が

急激に市民の 日々 の生活を変えるというものではない。むしろ、 社

会が法を変えていっているのカ望見実である。

そのような法は、その性格からして、次々に生じる問題状況に対

して、次々とタイムラグなしに対応するそ得意としない。 コンピュ

ーターの発達は、まさに毎日の動きとして感じられるのに対し、 こ

のマルチメテ河アに対する法的整備はまったく動きがみえないと言

っても過言ではなし、。 そもそも、現実の法律をどのように適用する

のかについても、法律家の聞で十分な考察が行われていると は言 い

難い。

以下に述べるとおり、マルチメディアの分野は、法的プロテク卜

が十分ではなく、技術的にもまだセキュリティカ斗ー分てゃない状況で

あるということに注意する必要がある 。

• 
インターネットによる取引のリスク

これまでに もコンピューターを介しての法律上の取引い、えるも

のがなかったかい、うしそうて1まない。銀行の現金自動入出金機

による預金の入出金もそうだし、企業問における EDI ( ELECTO-

RIC  D A  T  A  INT E RCHANGE ) 取ヲ| がこれにあたる 。ただし、

これ らは、専用のそれ自体の目的で結ばれた回線を利用し、 事前 に

いろいろな取り決めがオ、ットワ ークとは別のところで契約されてお

り、 実際のオ、ットワークを利用しての取引は部分的、個別的なもの

である 。想定できる法的問題のほとんどについて、事前に解決基準

が定められており、また、想定外のことが生じても、当事者がただ

ちに1焔義して解決することが比較的容易なのである 。

ところが、インタ ーオ、ット上の取引はそのようなものとは異なる 。

見知ら必者どうし、はじめて遭遇する者 E うしの聞で、対面や電話

でのやりとりなしに、コンピューターを使うこ t のみで取引するの

を理想としている。遠隔地にいても、時間に拘束されたり、あれこ

れと庖員に干渉されずに、必要な商品情報を得ながら、買いたいと
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きに買いたいものが買えるというメリッ 卜を追求するのである 。商

品を売る fJ[l Jから見れば、人件費や庖* Hi、あるいは個別にカタログを

配布するな E のコス トを削減て3 ると ころにメリッ 卜がある 。 それ

自体は大変意味のある ことである 。

きて、 コンピュ ーター・ オ、ッ卜ワ ークを利用するといっても、売

員契約をする ことに違いはな し、から、先に述べたとおり{ 出長の法律

が適用され、通常の契約成立、履行と同様の経過をたどる ことにな

る。版売者側が開設した w w wのページに消費者がアク セスして

商品を碓認し、商品の詳細と決済粂件を決めて コンピューター・ オ、

ッ卜ワ ークを通じて発注する 。実際には、ホームページ上の発注内

容を書き込む欄に必要事項を入力するのである 。発注を受けた側 は、

受注をti '(( i 認し、その旨の意思表示を、 これまたコンピューター ・オ、

ッ 卜ワークを通じて行う 。次に代金の決済をし、決済力 f碓認されれ

ばr. ffi 品が配達されるという ことになる 。

これを安全確実に行う ことができれば問題はなし 、。 このうち、実

際の商品の受け渡 しについては、商品がコンピュータープログラム

や情報それ自体の場合など、デジタル信号で送信できる場合以外li 、

従来の毛百目更などの配達システムを利用するしかなし 、。 コンピュー

ター・ オ、ッ卜ワ ークのみの利用では履行がなしえないので、現実の

配送システムが絡んでくるのはやむを得ないと考えている 。ただし、

それ以外の部分については、システムを構築する側としては、でき

るだけ完全に コンピューター・ オ、ットワ ーク上でしたいものなので

ある 。

ところが、まだ、完全にはそのようにて3 ない事情がある 。特に

代金の決済部分は重要である 。 インタ ーオ、ッ 卜による情報の流れは、

セキュリティという面からは非常に脆弱なものであるからだ。 イン

ターオ、ッ卜上にある A というサーバーから B というサーバー までの

途中のノレー トは一定ではなく、また専用のものではない。 そこに流

される情報は、たまたまつなぎ合わされている コンピューターのな

かを通らせてもらうというやり方で送られるのである 。やろうと思

えば途中でデーターを盗み見したり、テ」タ ー そのものを拾い上げ

てしまう ことも可能である。クレジットを使って代金を決済しよう

として、クレジ、ツ 卜の会員番号を インタ ーオ、ッ 卜を通じて流 したと

すれば、その情報がこっそり踏まれて悪用されるとも限らないのだ。

そこで、現実には、インタ ーえ、ッ 卜の回線をいったん切ったうえで、

別 に電話回線でクレジッ ト番号の伝達を行うい、ったか法が行われ

ているが、 これでは、せっかくインタ ーオ、ットて' 1[)(. 引 しているとい

っても、実はカタ ログをホームページで見る ことができるというだ、

けではないかい、う 社開 j もあたっている 。暗号技術のさらなる開発

やコンピューター・ え、ットワ ーク取引において、まさに現実の貨幣
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と同様の機能を有する電子通貨の開発がなされているところである

が、これを打ち破る技術もどこかで進化するであろうから、 t色対完

墜と 言 えないのかもしれない。

決済手段以外にも重要な問題がある 。契約当事者の特定、{ i '{Et{!，に

関する 問題 だ。 もちろん、通常の対面して契約する場合にも重要な

問題ではある 。 もっとも、対面してする契約では、もともと知って

いる者どうしであれば、、対面すればすぐにわかる 。 そうでない場合

には、免す卜証て不信悲したり、免許証がない場合には、健康保険証や

印鑑証明書を持参してもらって櫛忍する 。免許証は、顔写真も貼り

付いているから石信忍の道具としては、かなりの信頼を待てる 。 倣 ｙｾｴ

保険証や印鑑証明書 などは、通常本人でないと持っていることのな

いものだからという ことて¥諸手続きにおいて本人であることの確

認の一手段として用 いられる 。対面して取引する場合には、万一、

なりすまされたとしても、後でその人物を見れば、犯人てやあることが

わかる 。犯人を追及する手がかりもいくらかは残っているものであ

る。

コンピューターによる取引においてはどうかというと、 一見、コ

ンピューターだから間違いはないと思いがちだが、そうではない。

その気になれば、ある人になりすますことがそれほど難しくもなし、。

コンピューター取引では、五感による認識石綿E、行為い、うことは

通常考えられない。暗証番号やパスワ ー ドなどのデジタル化された

資料に基づく石綿忍しか実際にはできなし、。他人のこれらのデーター

さえ盗めば、盗んだことが発党して本人がしかるぺき処置をとるま

では、 簡単にその人になりすますことができるのfご。デジタノレ化 し

たものでの確言忍は、逆にきっちりと同ーの情報を入力する ことさえ

できれば、それj ; J _ 上怪しまれること はないのである 。

このような 「なりすまし j の場合、契約の効力はどうなるのであ

ろうか。民法の基本理論からいえば、なりすまされた人が契約当事

者になるわけではなし、。原則として、契約行為をしていない人に責

任は及lまないのである 。 それならその相手方カ苛，iWJの損害を被る こ

とになる 。原則ぞいえば¥それで、やむを得iないということで、あろう 。

消費者のfJ[l Jに立てば、消費者。!l Jにリスクを負担することのないシス

テムが望ま しい。ただし、現実には、システム設定側 に有利 なリス

ク配分がされるこ とが多い。銀行の取引などにおいては、約称: (銀

行と預金者の契約のー形態) てや、届出印 と預金引 き出 しの際に使用

した印鑑の印影が合致すれば銀行が責任を免れる ことになっている 。

この約款の効力は、真正な キャッシュカ ー ドを用いて、正しい|培証

番号を入力して他人カ汗頁金を引き出した場合にも有効として、損失

を真の預金者に負わせてもやむなしとする判例も 出た。今後コンピ

ユーター・ オ、ッ 卜ワーク取引においてこれ t 同種の約款が、力関係



の優劣ていーす主化され、 一方的に消費者にリスクをかぶせるために利

用されることがあってはならないと考える 。

結局は、本人前儒忍の確実性や安全な決済方法についての技術の進

歩がこのような不合理を| 坊ぐ手だてのーっ となるはずだから、この

点を技術者の方々に期待したい。

• 
意外に脆いマルチメディア社会

マノレテメテV ア社会を迎えるにあたって、情報セキュリティが問

題になる事項はまだまだたくさんある 。顧客データーや飽，jt診断の

結果が漏洩されて、市民のプライパシーが侵害される事件も発生し

ている 。パソコンオ、ットで、特定人を訓議中傷するメーノレが流され

て訴訟事例二仁なったこともある 。ある部分おいては、まさに現実社

会以上に大きな問題になりやすい要素を含んでし、るのである。

きて、バーチャル窃lI¥'. という犯罪もありうる 。たとえば、ある設

計三t.務所に恨みを持つ人物が、建築を企画中てや未発表の設計図をこ

っそりＮｬｾみ 出して、漏洩してやろうと謀 ったとしよう。夜 Ｑ Ｍ Ｑ Ｍ Ｑ に ＿訴 十

司';1長所に忍び込み、目的の設計図面をごっそり持ち去ったとしたら、

翌 日出勤した所員がこれにすぐさま 気づいて、普察に通報、残され

た足跡や指紋を採取するなどして、懸命に捜査してもらえるであろ

う。近JI寺、建築の世界においても、 C A D、 C Gとし、 ったデジタノレ

化が急速に進んでいると 聞く 。 インターオ、ッ卜のサーバーを持ち、

同じサーノf ー上に設計した図面や資事| をデジ、タノレイヒしてセーブして

いたとしよう 。他人に公開していない部分に入り込めないと安心す

るのは早言↑ である 。物理的に外につなカ f っているとしたら、簡単に

入り込んで言て、r - I:Iのものをごっそりコピーすることができる 。盗

まれたことにはすぐに気づかない。永久に気づかないままかもしれ

ない。 コンピューターの情報セキュリテ ィという主且点か らは、 この

ような ことも起こりかねない脆弱なも のであるという認識が重要で

ある 。

他人ごとではない。 いまや、どのようなマルチメテ川ア社会が理

想、て、あるかを、みんなて考えなければならないH持月が来たい、える 。

紙面の制限もあり、十分な考察ができなかったが、関心ある方々

のご意見や ご質問を歓迎する次第である 。

(き む ら て つ や 弁 護 士 )

マルチメディアがつくる世界
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建築と都市というマルチメディア

花 田 佳 明

• 
マルチメディアと簡単にいうけれど

「マノレチメディアがつくる世界」と題された本特集において、前

頁までに、→本どのような種類の「メディア j ヵ議論の対象になっ

ているのだろう 。おそらくは、コンピュータを中心にし た電子技術

の話が大勢を占めていて、たとえば、のろしゃ伝令、郵便やちらし

とい った「メディアJ について多くの頁がきかれているとは思えな

い。 また、同じ電子技体Tでも、ラジオ、電信、電報な E は、蜘恨の

外だろう 。

あたり前だ、 といわれるだろうか。世はまさにインタ ーオ、ット時

代。編集委員会からの原稿依頼文にも、 「高度情報化時代という 言葉

が使われ始めてすでに 10年札上が経過しましたが、 21世紀を目前に

控えた今日、世の中はくマルチメディア〉 一色に染まりつつあるよ

うに思えます」と 書かれている 。「高度情報化」も「マルチメディア」

ふさほど明快な概念とは思えなし、が、しかし、メディアすなわち

電子メディアいづ前提だけは、確実に存在しているに違いない。

それにしても、なぜ電子メディアだけが「マルチメテ川アJ の主

人公なのか。 それ以外の「メディアJ を排除してしまうことは、 「マ

ル チ ( = 多)J メテY ア、あるいは「高度」情報化い、う 言葉の本来

的意味に矛盾するのではないか。「メディア」とは、社会的に生成さ

れるものであって、特定の技術だけの呼び名ではない。 それが何か

と何かをつな くや効果をも った とき、初めて 「メディア」となるので

ある 。だとすれば、電子メテY アが建築や都市にとっての 「メディ

アj であるのなら、それは建築や都市の何と何とをどのようにつな

ぎ、そのことによる「効果J とはいかなるものなのか。また、そも

そも建築や都市いづ概念は、われわれと環境世界とをつなぐ「メ

ディア」のひとってやはなかったのか。

そういった疑問が本稿の出発点である 。 そして車問命めいたことを

先にいうならば、このような問題のたてかた、およびそれへの解答

づくりこそが、建築や都市の専門家にとっての本来的な「マルチメ

ディアJ 談義て" はないのか、 と思うのである 。

• 
電子メテ、イアに対する態度にはいろいろあって

とはいうものの、電子メテV アが、建築や都市についての考察に

おいて有効性をもつことはいうまでもない。

たとえば、インタ ーオ、ッ卜を介して他者と共同作業をお こなうよ

うなオ、ッ卜ワ ーク型の設計官械などは、今後の進化も見越すなら、

設計の道具としては、人類が手にする最終形ではないかとすら思わ

せるものがある 。

また、より寸生的には、「世界大の図書館J を使いながら仕事をす
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る( かのような) 感覚の心地良さ ( 1) は、インタ ーオ、ット上のサーフ体

験が少しでもあるひとなら、共有できるものだろう 。

しかし一方で、 道具は道具なのであって、考えるべ、き問題はもっ

と別のことだと痛感する場面があるのも事実。たとえばそれは、コ

ンピュータ利用の専門家の次のような言葉を読んでしまったときで

ある 。

110年前、大学てゆ設計課題てやC A Dを使おうと試みた学生た

ちの大多数は、お世辞にも設計が上手な範曙とは言 えなかった。

.. . 略ーしかし、ここ 2 - 3年で状況は一変した。設計の試行錯

誤とプレゼンテーションにデジタル技術を駆使することで、設

計訪喝をリ ードする学生が出現し始めたのである 。ー略・・ ・し か

し、意匠設計の方法がどのように変容しようと、犬切なことは

知性に裏付けられた康性であるj ( 2)

私には、この文章から、設計行為に対する新しい「知性に裏付け

られた腔性j を読み取ることは難しい。「設計が上手j とは、→本ど

ういう意味なのだろう 。建築や都市の設計をめざす学生に対し、教

師が伝えるべき何かがあるとすれば、それはまさに、上手下手で「設

計謝逗をリ ー ドJ していると判断するような感覚に対する批評であ

って、「知性に裏付けられた砂|主」などという古風な神話ではないと

思う 。 コンピュータによる設計の醍醐味と は、まさにそのような神

話を破壊する可能性にこそあったのではないだろう・か。

また、もうひとつ別の立場としては、電子え、ッ 卜ワーク上に生ま

れる仮想的な「場所」を、積極的、戦略的に評価する態度があるだ

ろう 。

パソ コン通信上の各種フォ ーラム、大分県の「コアラ J に代表さ

れる地方分4割足進型とてもいうべきオ、ッ卜ワ ーク、阪神大震災での

パソ コジ通信やインターオ、ットとボランティア活動との連携などの

例をあげるまでもなく、たしかに、「場所J という 言葉で表したくな

る何かが、電子オ、ットワ ーク上に生まれているようには思われる 。

ワィリアム J . ミッチエノレの“ CI T Y OF BI T S円3) は、 そのような

仮想の 「場所J と現実の建築や都市空間とを、アナロジ、カノレにとら

える試みである 。本書は、全編、この 2種類の空間の要素や特性

などの対比的記述で構成されている 。S PAT I AL/ ANTI SPA-

T I AL に始まり、 BRAI NS/ARTI FI CI AL INT E L L I GE NCR 

F  A C A DE  /  INT E R F  A C E、S CHOOL HOUS E S /  V I RT UAL  

CAMP US E S、WOR K/NE T - WOR K などを経て、 S UR V EIL-

L A NC E/E L E CT RONI C PANOPT I CONに終わるその構成は、

明らかに、オ、ットワ ーク上の 「場所j における 「市民j や「建築J

や 「都市」を定義する試みといってよい。

しかし、電子メディア上にある仮想の「場所J ｾの遭遇は、私た



ちにとって初めての休験ではない。たとえ ば株主友放送のリクエ ス卜

葉書やアマチュア無線、あるいはダイヤノレ Q2を思い出せば十分だろ

う。 もちろん、一過性の声の文化が、蓄積可能な文字の文化 に、し

かも編集自 由自在のデジ、タノレ' 情報の文化 に様変わりしてはいる 。 し

か し、そこで見知らぬ誰かと 出会い、コミュニケー ションを交わし、

電子的な一種の「窓J の向 こう側 に 「民主主義的な理想郷」のよう

なものを見るとでもい った感覚は、いずれの場合にも共通する 。つ

まり、現実の 「場 所J ! :の比11誌は常に成り立ってきたわけであり、

逆にいえば、“ CI TY OF  BI TS" の記述も、電子的「場 所j 固有

の、ではなく、現実の 「場所J いづ概念がもっ自明な特|企の列挙

に過ぎないようにも思われるのである 。

むしろ問題は、そのような仮想的かつ理想的な 「場戸ijyJ ができて

なお、現実の「場月け が消えるわけではないということの方にある

のでやはないか。

ミッチエノレは上記の本の中てや、未来の生活像を、郊外の小 さな街

に暮らし、近くのサテライ ト・オフィスへ自転車で通う、あるいは

自宅のコンピュータてや仕事を こなすとい ったイメ ージてI苗いている

が( 吋、しか し、「え、ッ トワークを構築するために道路を物型的に掘 り

起こす作業にfi回Zしている労働者もまた自転車て職場に通勤できる

のか J ( 5) といったまっとうな批判は、多くの人の頭にもすくやに思い浮

かぶことだろう 。

さらにミッチエノレは、ホームレスのひとびとのために、 コインラ

ンドリ ーや教会の中にワ ークステーションを設置したところ、彼ら

の聞に、自分の過去や内面を他者に向けて語るような行動が生まれ

たいづ事実を、「何ロ 一マの公共空間にある伝統的な l嵯匠酌ヤ肘iド川cJ と同様の

公共的

イデデ、オロギカノルレな詰怠［匡図 ｼ ををｾ￬Ｕ栄 ｅｴ 読売みててで、や、も しないカか苫きy、-、りi 、 瑚理理 ｬｪｱ 角併平困刻鄭難 ｦｾ ななは ｅ

の単品竜な角解平形釈tてで''/はまな Lい、ヴfだごろうか。

私は、電子メディアに対して否定的見解を述ぺているのではない。

現実の建築や者11市の問題点を稀釈し隠蔽するために、電子メディア

が使われる危険性を忘れたくないだけである 。 コンピュータをイ克っ

た設音|であれ、仮想的 「場所」での生活であれ、「知性に裏付 けられ

たJ割引とか「ローマの公共空間にある伝統的な噴水j とかい った

「現実」世界上てゆ対応物を根拠に、その有効性を主 張 しても仕方

なかろうと思うのだ。 そのような地平からは、 「現実」以上の世界は

生まれないし、むしろ 「現実」の手直しを考えた方が効果的という

ことになる 。私たちに必要なものは、実体的な建築や都市にとって

の 「仮想的な電子空間J 言命ではなくて、「電子空聞を手にした実体的

な建築や者11市j についての空間論なのである。

• 
ムラの住民であることをやめるために

仮想的 「場 所j の可能性を、現実の 「場 所J ! : 妥協するこ t なく

探り続けているひとりに、元ロック評論家の岩谷宏がし、る 。『現代思

想、』誌上て" ， i編集部からのくいい加減やめろ〉の声も 聞かずに j 連

載され続ける エ ッセイをご存じの方もいるだろう 。

彼の主張引開ニに要約するならば、 「コミュ ニケー ションについて

考えること、および、もっとうんと長期的には、 コミュ ニケーショ

ンの重要な障害の幾っかを克服する こと、五L上両方のために、コン

ピュータが役一立つのでやはないかj ( 7) ということになる。詳 しくは、そ

のエッセイの一部をまとめた 『ラジ、カノレな コンピュータJmで も言克ん

でいただくとして、 ともかく f創立、政治、経済、教育、宗教、その

他、ありとあらゆる領域でこの固に蔓延する貧 しきの根底に、オ ー

プンな コミュ ニケー ションの不在を指摘する 。 そして、その状況を

多少とも変える可能性を、コンピュータに見るのである。

その理由は二つ。 ひと つが「人間聞の言葉の授受にコンピュータ

が介在することによって、 言葉がコミュニケーションに|掲わる人間

相互にとって分節的に対象化 されることj <7>- てあ り、もうひとつが

「自分の思考過程を、機械( コンピュータ) の処理実行過程へと翻

訳表現していくこと、その処理実行過程を、プログラミング言語と

いうきわめて一意的 な ( = 非暖l床的非多義的な) 言 語で記述してい

くことを通じて、それまでインプリシッ 卜てや固有的内閉的てあった

思想、が、 エクスプリシッ トで一般的で誰にでも理解できる形式へと

変換されるj ( 7 ) こしである。

要するに、 「プログラム j に期待しているのである。 コンピュータ

を 「自分ちの庭先の散歩しかできない駄馬に矯めんとする J と彼に

よって批判 される i A 社のM製品」に頼り、 U NIX のユの字も週lj q平

しない私にはまったく耳の痛い話ではある 。が、それはともかく、

彼は、 「プログラム」のオ ープンさ t 対極をなし、自己にとっての「外

部J としてしか多くの王侯象を見ることのできない閉じた共同f木を 「ム

ラJ ! : 呼び、その住民がもっ 「ロ ーカリティ 」を徹底的に手陣lli する 。

そして、そこから脱出するための決定的な道具として、コンピュー

タを位置づけるのである。

「かたやイ国人は、テレ ヒ、、がマノレチメディアて青十500チャンオ、ノレにも

なろうかい、う I侍代に、互いに協力しあい助 け合うためのささやか

な通信チャンオ、ノレすら持ち合わせていないのだJ ( 7 ) と語る岩谷の電

子メ ディア観は、電子メディアの力を借りて、郊外一戸建てのゆっ

たりした暮らしを手に入れるという、文字 E おりロ ーカルな目標を

掲げる “ CI TY OF  BI TS" とは、対照的てーある 。

電子メディアに私ヵワ ｕ ｾ 待するものも、結局、この ロー カ リ ティを
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排除したコミュ ニケーションの獲得、あたりなのである。オープン

な言葉のやり とりがで きないひ とびとにと って 「情 報化 は豚に真

珠 J ( 7}である 。聞かれたコミュ ニケー ション技術を身につけ、自立し

た個人の集合体としてー世界があるならば、電子メテY アなどなくて

もよいに違いな い。問題は、電子メテ川アが教えてくれるこのよう

な世界観を、 E う建築や都市に応用していくか、てある 。

• 
口ー力リティを放棄した人々 の暮らす

マルチメディアとしての建築と都市

たとえば、町づくりへの提案 t して、建築家あるいは都市計画家

が、その町の主要な施設や場所を結ぶ新たなノ f ス路線を提案したと

する 。 そのラインに沿って人の流れが生じるこ t で、町の活性化を

期待すると いうわけだ。つなくやもの、つまりメテ川アの提案である。

しかし、いく らパスがぐるぐる走って いて も、その目的地に魅力が

なければ誰もそんなものに乗ろうと は思わない。も ちろん、逆に、

つながれるものだけを作ってい て も仕方がな い。単な る施設主 義で

ある 。要するに、つな十ものとつながれるものとが、全体的にデザ、

インされていないと民太田なのてゃある。

ところで、私たちが建築や都市と il 乎ぶものは、厳密にいえば、そ

れらを構成するモノ自体( 柱や梁やカ、、ラスなど) ではなく、モノと

モノ 、そ してそ ノと私たち とのあ いだに張られたある関係の ことで

ある 。私たちはその関係に対し、居間や市民ホーノレや街路やらの呼

び名を与え ているに過ぎない。

す る し ノ f ス路線と目的施設とを区別することの無意味さも理解

できるだろう。両者は、関係概念の連鎖のうちに成り立っているの

だから、その聞に、固定的な境界はない。だから、建築や者11市 を考

える ときに、交通計画やライフラ イン等の 「インフラ 」を、それ以

外の建物群と切り離して考えることも、論理的にはおかしなことな

のである 。「イ ンフラJ が 「メテV アJ なのではない、ということ

だ。

要するに、建築や都市それ自体が 「メディアJ なのである 。何と

何 をつなくやメ テV アかつて? 私たちと 、私たちが思い描く生活像

にきまっている 。

そのこ とを強〈意識 した思潮と して、近代主義建築を理解するこ

ともできるだろう。た とえば、 ピア トリス ・コロミーナの著作(8) や拙

稿 ( 9)などを参照していただきたいが、そこでは、近代建築が、単に

「マスメテV ア」によ って自分自身を流通させたという意味におい

て「メテV アJ イヒしていたのではなく、 きわめて具f本的に、 「世ー界 に

声すして聞かれた窓J、すなわち 「メテV アj となることをめざして、

その大きな構想から細部までが決定されていることが分かるだろう 。

70 

コンビニエンスス トアは、老人介護などのサー ビスをチケ ッ トてや

仲介する 事業すら計画中 らしい ( l OL コンビニは、現在、全国 に約 5

万 庖。ヵγ リンスタンドに匹敵する数だそうだ。たとえば、これlはま

問違いな< iυメテデ、V ア」てあ るι 。 そこには、 建築の新 しいヒピ守ツノルレテデデ、守、

ンクグ守タイフプ。の発見とプロクグ守ラム の更〕新F祈庁 とを リンク させた、新しい世

界への構想、がある 。筆者た ちも、そのような施設を 「サパーパン ・

ステ ー ションJ 1 : 呼んで、 仮 想的 な 提案 を お こな った こともあ

る(1 1)0

果た して現在のマルチメディア論議は、建築や都市にと って、コ

ンビニや近代建築家の思考五λ上に有効なものとなっているのだろう

か。要するに、環境がそれ固有のやりかたで、 「マルチメディアJ化

していることが必要なのである 。 それは、結果的に、ムラを脱出し

たオ ープンマイン ドな人々のため の空間になるだろう 。も ちろんそ

のため に、 電子メテV アカ苛乞た限利用される必要がある ことは、い

うまてれもない。
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Ui':l'f 1l 39年に建設された 23000人 収容の旧競技場

は、大|坂国際女子マラソンの会場としても永年親

しまれてきたが、新しく生まれ変わり、平成 9 年

開催の「なみはや国体」の主競技場として、来I i 競

技場は収容人員50000人規J共にて長居公園内 に平

成 8 年 5 月に完成した。また、さきごろ、 EI ・綿共

同IJFI俄が決定した2002:i'f三サッカ ーのワーノレ ドカッ

プの会場の一 つにもなる予定である。

この 競 技 場 ( 写 真 1) の特徴は、メイン ・パッ

クの両スタンド観客席部分にそれそ"t 'L:対量線を架

けている ことである 。屋根而棋はメインスタンド、

パックスタンド合わせて約19000m'で、観客席の

約 3 分の 2 : r 被っている 。屋校のf土上け. は、 周辺

音Ilがアルミパオ、ノレ、 中央 部 は 透 党|企の良いJJ 英材 と

なっている 。骨組は、♀体 トラス及び先端情Ilの逆

三角形状のキーノレ トラスよりなり、そしてこの逆

三角形部分の笠聞を利用して、フィーノレド部分の

ナイタ ー照明設備を設置している 。 スタンド内部

は、メインスタンド、パックスタンドともに柱の

ない大空間 とな ってい る ( 図 1 ) 。

屋根構造

風の［伊ｾが大きく、設計に当たっては風荷重の

算定は、模型による原U問実験によることとし、実

EF主をfr った。

メインスタンド パックスタンド

図 1 平面図・断面図
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長居陸上競技場の構造設計

因 秀 幸 ちなみひでゆき

側昭和設計構造設計部設計室室長

構造形式は、 )1防府主部分に 4 1' 句主i凶 器 本ユニ ッ

ト主するダブルレイヤーの立体トラスを配置し

(図 2 ) 、フィ ーノレド側 先端部に限6 ，Om、高さ 5. 0

m の 逆三角形の鋼管トラスよりなるキ ーノレ梁を

擁する鉄骨造骨細!助 町造 と し た。グリッ ドの寸法

は、 中央部て百の3. 0mX 3.0m、デプス 2.511l で、あ

る。支持方法は、立体 トラス外周昔11の;ti J 肱1136カ所

及びキーノレ梁両端の 2 カ所をすべてピン支持とし

て設言十した。

JJ 英体は、屋根の役: 1 1 i iJ : r 果たし、テア ロンJJ 英( ヵー

ラス織品1腕 附J に四フッ化 エチレン樹脂ぞコーテイ

ンク二 ｊｊ 英厚 Ｐ Ｎ ＸｭｭＩ を使用した 。 こ の ｊｊ ｾｩ 本は、形 態

保持のために、 初期にプレス トレス力主導入される 。

ｊｊ ｾ ｩ 本の平 而 分割は、 中 央部てや ｲ￞ Ｑｩ￭ Ｖ Ｎ Ｐ ＱＱｬ 、長さ約 ＴＲ ＱＱｬ

となっており、定着音 ｉ ｬ は周辺昔 ｉ ｬ 及び ｬ 防 の ｉ ｾ Ｚｲ ｬｭ 昔 ｉ ｬ に

もうけた 。 定着部には ｊ ｦ ｴｾ 支持母屋材を配自主し、 ｊｊ 英

体応力が立体 トラスにスムーズ. に伝わるように配

慮した。 すなわち、 l肢体の平面分答iJ が立体トラス

の平而上に絞るように形状を決定した。 ちなみに、

吹き上げによる最大)1英商変位は 中央官flで. 約23cm

となる。

各昔11の断面は、その大部分カワ'lill荷重により決定

され、そのf u : 大径は立体トラスの弦材で、φ190 .7

mm、 斜 材 でφ139. 8mm、 支 柱 てφ 216 .3mmとな っ

た。また、キ ーノレ梁の弦材は外径を φ355. 6mmに

写真 1 建物完成模型

図 2 立体トラス

統一 し、その1'''7寸反j忌は 38mmとなった。

屋根施工

大屋根の施工法としては、高所( 最高45m) で

の作業をできるだけ低減するために、立体 トラス、

キーノレ梁ともに、 ltl!..J :. で鉄骨を大スパン、大ブロ

ヅクに組み立て、 図 3 のように大型の800t クロー

ラクレー ンにて搭載することとした。 その際、外

装のアノレミバえ、ノレ、 l幼，LL綱、キャットウオ ーク、

ナイタ ー照明恭具、音響スビーカー等 のf主上材も、

て 》 る 限 付.t T . _ 仁で取り付けて紡設する 。五百く重盆

はキーノレ梁て約130t (長さ 42m) 、立体 トラスで60

t  (主力500m') とな った。

仮 Ｗ に仁 王 ｪＧ｜Ｚとしては、各鉄 Ｇ ｉ ｾ ｊ Ｇ の接合昔 ｦ ｬ てスタンド

上 に仮設の R C 柱を設1 I T し、その」ニ4こべ、ン ト桝 台

を主I ! てて、各ブロック荷量を受ける こ ととした。

肝心こ事を除〈工程が完了後、ベント構台の荷重を

解放し各柱脚に荷量を移すために、 irJ i 圧ジャッキ

を使って鉄骨を下げるジ‘ ャッキダワン作業主? 行っ

た。立体トラス及びキーノν梁の端部は、負担する

荷重とダウン予il1i 1誌 が小 きいため、償問'1にジャッ

キ操作を行い、先行させてダウンさせる 。残るキ

ーノレ梁中央 4 カNi 'につ いて、油圧ジ、ヤツキを連動

させて、メイン、ノ' ¥' . . . : ; クともに 2 日間に j皮りジャ

ッキ夕、、ワンを行い、ｾＡ慎 ｊｦＺ 完了することができた 。

- 純 物 慨

主I ! 物名称大阪市立長居陸上競技場

雄築 ｴ ［ｴｪｪ ＱＩｦ 大阪市耳ｾｩＺ ｴ 吉区長居公閣内

ｾｭｩ 企スポーツ施設

延岡百ifj 'l 52 ，300m'  

階 数 ｊ 也上 Ｕｾ 皆

Ｎ ｬｩｩｾＧ 吉正月色 G  L + 44. 5m 

構造有V) IJ R C、S 、S R C造

工 Ｎｾ ｊ ＮￎＩ ｕ ｉｬ日 ｊ 1992年 10月- 1996i1三5月

図 3 屋根工事施工計画断面図



「電子水族館~水のない水族館j

京者11・大|坂 ・奈良にまたがる iI染問文化学術研

究者Ili 'l'U の茶良県エリア、生駒市町ILIIIITに「通信

・放 送 繍 憐 奈 良 リ サーチセンター」があり、ここ

では、映像表現を 中心 とするマルチメテY ア通信

利 用 技 術のH日発研究を行って いる 。

主なテー? として、市町1*11111.州象の表牙ミ技術、映

像情報の伝送 ・圧 縮伸張技術、マルチメテ河ア情

報データベースの遠隔砂凍 ・i悲し示技術などがある。

高度な ＱＱ 決 像表ＺｭＮＮ仮想のｾ ｉｩ ｉｊ をインタラクティブ

映像通信によるバーチャルな空間

仙 波 正 男 せんぱまさお

附 N T T ファシリティ ズ関西支后

大で放映されているのである 。

この映像の1苛徴は、被写体である魚に対し、た

とえば床のモニタでは人が上から見た映像を11央し

出 し、天井のものはドからの映像になっていて、

リアノレな仮1J H本験がて. きるようになっていること

である。

・オー シャンビジョン 世 界 初の200インチ ・ノ、ィ

ビジョン 3商シームレス ・スクリ ー ンに、実物大

でj' l'裂む変良間亨I1ω の美しい刻附fli i( i カ前島し出されて

いる 。高さ 2.5メートノν 、幅13. 4メートノレの巨大な

ガラス越しに、れl'縦の海中を覗き見るようなパー

性をもって却j きまわるヒューマン ・マシン ・イン チヤノν な空間がある。この海中を巨大なジンベイ 写 真 3 アクアギャラリー

タフェースな E 、今後のマノレチメディア技術に欠 ザメがゆったりと泳ぎまわっている。 ながら l百胴上 の 魚 に タ ッ チ す る し 制Hや生態を

かせない圭伺遊技術の研究である。 園 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 . : : 1 1 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 映像や ｦｦｊｾ￯ 、文字情淳良で教えてくれるｾ ｇＺｊ ｊ 尚陛ｼ鑑で

研 究の一環として、 これら のl決像技術を→ iJltの

ブy々にf本験 ・詞可而してもらうスペースがJ f Jな さ れ

ている 。 このスペースは、祭良県が海に接してい

ないという 地 理的粂何ーから、海のさ ｉ ｾ 物制決像素材

として、 119，.'1象による水族館をテーマに、 「アクアミ

ュージアム」と名付けられている。

この施設には、モニタテ川スプレイを床、壁、

天井に埋めこんだ「モニタト ンオ、ノレJ や、 200イン

あり、ハイビジョンモニタとタッチノ叶、ノレて干花成

されるインターフェイスにより、伊il似のデータベ

ースを検索するマルチメテ、ィア端末である 。

I天文通信システムJ - T Vで、スターウォッチング~

11 : 対立の天文台は現場での似，inrJ t，ごけでなく、1t J l . iWJ

した映像を j通信を介して学校、 ili 役所、イベン卜

会場な E に自己信し、リアルタイムなスターウォッ

チのハイビジョン ・スクリーンを 3而シームレス 写 真 2 オーシャンビジョン ・タッチライブラリ ー チングが楽しめる。また、公共天文台オ、ッ卜ワー

にした「オ ー シャン ビジョン」、コンピュータ ・グ ｩ 決 ｩ 象は後方 ｴ ｾ 左手方式で、 Ｓ 而マノレチ画面否ｾＺ￬ｬｬｩＡｦｉＩｊ ク (P A ONE T ) に接続することにより、公共ー

ラフィックによるインタラクティフ冶演出な E 、 させて、シームレスな大画面の迫力ある映像表現 文 台 で 脳J惨された映像の受信、さらにインタ- ;ネ

様々な仕掛けが施されている 。 を実現している 。 スクリーンは、後方投Ｉｾ方式で ットを経1-1: 1して世界からの廿矧ト映像の受信もで

，'::il f町質のハイビジョ川州象て‘ 、 iji}. '-I'の椅子を笑 あるため透過型となり 、 3i直iii耐をシームレスとす き、脳ながらにして各地 の天体制，illiJ のf}i;包!附 験 が

物大に欣 ＱＱ 央することで、木物のＪ［ｪＧ， ｾｩ と 同様 の ｾＮｊｴ｟ｬ［Ｇ ｴ るため ｀ｉｪ 象領域に布 ｉ￬ ｾｾｬ 枠 のない 樹 ｊ ｊｩｦ￭Ｉｊ英 てがて。きて し、 できる 。

＾［Ｇｾ ｊ 呆を ￬ｲｯｈ ｉＢ ，し ている。また、 映像 の記鈴性を利用 る。このため、衣袋岡市の気圧差、温度差を嫌う 今年6 ) - J ( こ和歌山県の '-1' ほど、 川 辺III J に「かわ

して、通常の水族館ではあまり固にすることのな ことを考成して室 内政明を7訴 |ーしている 。 べ天文公|剥」がオ ープンした。 5ha を越える J加也

い、魚の珍しい生態を観察することができるコー 圃アクアギャラリー 36インチのハイビジョン ・デ に天文台、プラオ、タリクム、イベントスペース、

ナーもある 。 イスプレイのひとつ一つを海中を観察する覗き窓 口ヅジ等を自己し、 8 mの天文ドーム |付には同内故

・ モニタ トンネル 入場ゲー 卜針通ると、海の底を に見立て、バラエティに日［んだ海中の映像ぞ ｉｾ し 大級である口径 1 mの反射ELJ 逃鋭を備え、数億光

イメージした岩穴のようなトンオ、ノレの"1'に入って 出し、魚や海中生物の生態を総訴することができ 壬阿皮} j の主主をとらえる。 この天附則象を公l羽内施

行 < 0  25ヵ所の覗き完主力安配置され、ここでは棚! ，¥} J る。親子での制派を考慮し、ペアになるテV スプ 設に間百台し、マルチビジョンやロッジのT Vて"! !

ｎｾ や、色とりどりの 美 しい ［船 出 ｦＡＺｬ を 凡 ることがで ν イの設置市さに舵差を設けて配世している。 アノレタイムの映像を楽しめるようになっている 。

きるが、実際には、 25台の 36インチ ・ハイ ピジョ . タッチライフe ラリー オーシャンビジョンやアク IS DNを利mしたf也天文台との交れなど、パーチ

ンが位、 j末、天井に配置空き札海中の様子が実物 アギャラリ ーの 19，.'1象をテV スプレイ上で、モニタし ヤノレな演出 も期待できる。

ロ
写 真 1 モニタ トンネル

図 1 天文通信 システ ム
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P C屋外・屋内階段システム

坪 沼和 充 つぽぬまかすみつ

日本カイザー鮒技術部妓術課長

性にも対応したテーザインバリエー ションを準備し

ている 0

・躯体工事用階段としても仮調できる

建物本体の躯体工事より1 . 5フロア 一分先行し

て建方を実施する ことにより、建方日 の翌 日から

工事用階段と して使用でき 、仮設階段なして、も躯

体工事力可T能である。

- 階 段工事が躯体工: 司王工程を左右 しない

従来、 R C造階段は! ! I l 1f本工事の工程管旦との一

つのえ、ックとな るケースが多かった。 本工法てやは

建方が 1 フロアー当たり半日程度で完了させるこ

とがで き、また、 コンクリ ート の打込みサイクノレ

内であれば基本的にいつでも建方が可能であるこ

とから極体工程の支障とならない。

・鉄骨階段に対する優位性

歩行騒音 ・振動が低減で き、定期的なメンテナ

ンスをi成らすことが可能であることな E 、通常の

R C階段と同等の性能を有する 。

システムの拡張

- バリアフリ ー対策タイプ

住都公団や公営住宅等では、高齢者等の対策の

一環 として蹴上げ寸法の低滅ハンド ν ーノレの設

置等を義務づけているケ ー スがあ り、従来のシス

テムだけでは対応て3 ない場合もある。

これ らへの対応を想定 した新タイプの準備を進

t  

Tm上階

V 基準階

同

過也

巴

回

着也

包 』

T G L  

マンションなどの階段は 「たかが階段」といい

つつ、設計 ・施工現場にとっては、なかなか一筋

主犯で、はいかないやっかいなイて物て. あるといえる 。

しかし、 一方で建物の他の昔日位と 比べ躯体との按

私古ISを考慮すれば、極めて犯位性のZ示、部品的な

要素を持つ桃造物であると し、える 。鉄' 符階段が普

及した最大の要因は、階段が建築のオ ープン部品

であったからて1まないかと思われる。

近年、マンションのグレー ドカ稿くなるにつれ、

階段のコンクリー卜 化が求められる反面、現場の

労務状況の恋イヒ等の顕在化 か ら、階段の P C化 の

要望はかなり高 t 、ものがあったと し、える。

ｾ｜字社は、 欽 Ｇ ｉ ｾ ｊ 階段のＡｦＧ，｟｜Ｑ［党て採用いただけるよう

なプレキャストコンクリ ート 製の「カイザ- P C

屋外階段システム」 をはじめ周辺技術の開発 ・実

用化を進めてきた。

以下にその概要を紹介する。

はじめに

(

D

出

【

円

)

己

目

的

N

めている 。

・階段用 P C屋綴の開発

階段用の P C屋権システムの要望が多いため、

階段本体と異なる構造方式で開発し、実用化 した。

・階段用 P C手摺工法の開発

階段の P C化 にともない手摺の P C化の要望が

高く、後付け方式の P C手摺工法の実用化 を進め

ている 。

. P C屋内階段システム

従来、屋内階段については、 P C化した事例 は

あったが、昔日材の製造か法、ディテーノレ等の標準

化 が未整理で一昔Ilの建物でしか採用されていない

現状であった。

このた c f P C屋 内階段のシステム化 を行い、現

場工事の合理化・ 省力化を提案し、 P C階段製品

を販売する こととした。

おわりに

今後の建築を考えるとき、 これまで以上 にP C

化が進むも のと思う。同時に重要な粂件 として、

P C部材ぞいかにオ ープン化 しメニュー を豊富に

して需要者の選択 の 余地を引制来するかである 。

幣ヰ土の階段システムも、多様な ニーズに対応、で

きるオ ープン化を図るため、今後も開発を進めて

い きた い。

標 準モデル図

階 高 2，406- 2，800 

14段タイプ

( 7段+ 7段)
蹴上げ 172- 200 

階 高 2，750- 3，200 

16段タイプ

( 8段+ 8段)

蹴上げ 172- 200 

( 単 位 皿)

標 準モデル

P C屋外階段 システムは、 1 フロ アー当たり l

枚の P C岱住材と 2 枚の P C段応材の 3 P C音Il材

て子市成される 。 P C段床材は段音I I U雨り主婦日が-

ｦ 本とな った Ｉｾｴ Ｉｴてゃある 。

これ らを組立てる矧よ方式には、梁受方式 とオ、

ジ方式の 2 方式をすj I ; j 王実用化 して L 、る 。

梁受方式 l i 、 P C盤往材に H 形鋼の受梁をポノレ

トで固定し、その上に P C段尻ミ材を架け渡す方式

てあり、 H 形鋼受梁と P C段尉寸はスタ ッドボ、ノν

トで固定する 。

オ、ジ方式は、 P C 段床材をオ、ジ鉄筋により P C

壁才'E，f;jに; 出設した特妹治具を介し P C盤住材に固

定する方式である。

また、 P C樹まどうしの楼合には、グラワ 卜t

鉄筋継手を使用して し、る。

机造的には、いずれの架構方式も階段本体の鉛

直荷丞 l i P C 壁柱材ぞ介して基礎が負担する 。

またltl!. Zl 主力など水平力は、各フロアー毎に階段

踊り場と 主I r 仰木休廊下部を介して通常の R C造屋

外階段と同様に建物本体が負担する 7踊 u. した。

P C屋外階段の構工法統要

施工状況

システムの特徴

Ｍ 階高変化への対応カ可 ｊｈｾ

通常、同ーの建物ても階により |省高が変化 する

ため、 I精子巧毎に製造用の型枠が必要となり、階段

P C化の一つの阻害要因 とな っていたと考えられ

る、製造用型枠の開発により同ーの型枠で!宿高変

化へ対応した階段用 P C部材の製造ぞ可能にした。

. 多;j' iRなデザインに適応、

階段の有効師、段数桃成、踊り場の形状の多様
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[ お知らせ]

スペースデザインゼミ開講

大阪ガス インテリアデザインスクールでは、アッ トホ

ームな雰囲気で機々なテーマを講師とともに語 り合う

スペースデザインゼミを開催しているが、 9 月から

ri . 5 代デザインと建築の光世J 4回シリーズが開講さ

れる。募集定員は30名。

講師は、山形政昭氏( 大阪芸制¥j 大学助教授) と中川理

氏( 京者E工芸繊維大学助制受) 。

① 9 月27日倒 18 :  Ｓ Ｐ ｾＲ Ｐ Ｚ＠ 50  

「近代建築の諸相J (山形政昭)

②10月 4 日働 18 :  Ｓ Ｐ ｾＲ Ｐ Ｚ＠ 50 

「町なかの近代建築J ( 山形政昭)

③10月11 日幽 18:  ＳＰｾＲ Ｐ Ｚ＠ 50 

「歴史的建築デザインの活用J (中)I I! ! )

④10月19出 10  :  ｏｏ ｾ＠ 17  :  00予定

「歴史的建築の再生J Ｍｾ知也ゼミーＨ 中 Ｉ Ｑ Ｑ 理Ｉ

会 場 大 阪 ガスインテ リアデザインスクール

大阪市中央区備後町3-6-1 4 備後町オー ク

ビj レ6F 、TEL06- 262- 4089

受講料 4 回のゼミ 一般30000円

間合先 上記へ。

「生物多様性と都市デザインJ

このスペースデザインゼミでは、人間と自然との持続

可能なかかわりについて、 「都市デザイン」の視点か

ら考える。

講師中瀬勲氏( 農学博士、姫路工業大学自然環境

科学研究J升害対免/ 兵庫県立「人と自然の↑ 鞠

館J 部長)

開催 日 1996年10月25日働 Ｑ Ｘ ・ ＳＰｾＲＰ ・ Ｕ Ｐ

会 場 大 阪ガスインテ リアデザインスク ール

( 大阪市中央区備後町3- 6- 14 備後町オーク

ピル6F)

受講料 2000円 ( 干めるみ)

間合先大阪ガスインテ リアデザインスクール事務局

TEL06- 262- 4089 

琵琶湖博物館の見学会

琵琶，明博物館の 10月オープンに先立ち、他日本建築家

協会近畿支部では、 一骨主には見ることのできないルー

トも含めた見学会を企画。

日 時 1996年 9 月28日仕) ＱＳ 目 ＳＰｾＱＶ ・ Ｐ Ｐ

集合琵琶; 胡博物館正面玄関 13:  15 

定 員 50人( 定員になり次第締め切り)

参加費 1000円

交 通 J  R草津駅より、パス「烏丸半島」下車

σ斤要時間20介) またはタクシー約 15分

草津発 10: 05、 11 ・05.. 12 ・05

間 合 先 制日本建築家協会近畿支部事務局

TEL06- 229- 337 1、 FAX06- 229- 3374

n f o r ma l i o n  

東京芸大学生による家具展

東京芸祢f大学美弥f学部建築手拷文室の主催で、 2 年生の

建築科学生の製作した木製椅子を、大学内のギャラ リ

で展示する。入場無事も

椅子展は今年で 3 回目で、今回の椅子課題のテーマは

もうひとりの私九村オ選びから始まり、木取り、加

工、仕上げまですべて学生の手で、思いを込めてつく

られた椅子が並ぶ。

会 期 1996年 9 月24日伏ト10月 5 日出

10 :  ｏｏ ｾ＠ l7  :  00 日曜休館

会 場 東 京 芸 術f大学資料館 I F ギャラリ一

連絡先東京都台東区上野公園 12-8

建築科教官室 TEL03- 5685- 7618 

講演「ガウディのフニクラと幾何学J

東京に引き続き大阪でも「ヵ・ウデイのフ ニクラーカタ

ルーニャの曲線一」が、 INAX 大阪ショールームで開催

される。入場無料。

会期 1996年 9 月 9 日伺ト11 月23日出

10 ・0ト 18 : 00 水曜日休館

場所 INAX 大阪ショールーム 2F

大阪市西区新町 1- 7- 1 TEL06- 539- 3518 

・講寅会「ガウテeィのフニクラと幾何学」

講師松倉保夫氏( 力e ウディ研究家)

日時 1996年 9 月24日ω 18 :  ｏ ｏ ｾ＠ 19  :  30 

会場 INAX 大阪ショールーム 8F 会議室

定 員 先 着順 1ω 名、入場無料

喜多俊之「椅子とテーブル展」

インダストリアルデザイナー・ 喜多俊之氏がイタリア、

ドイツ、スペイン、 日本てにこの数年間にデザイン し

た小椅子、テーブルの展示会が開かれている。

期 間 1996年 7 月30日伏ト 9 月14日出

ＱＰ ・ ＰＰｾＱＸ Ｚ 00 月曜~土曜

場 所 Gl lery KITA'S  (TEL06-357- 1058)  

大阪市北区天満3- 1-2 TS ピル I F

「都市の中のアート~市民との対話の可能性--J 全国シンポジウム

彫刻のあるまちづくりが進んでいる福岡で、パブ リツ

クアー トの企画から実現、紺寺管至宝に至るi躍 で の 市

民参加のありょうを問いかけるパブ リックアート ・フ

ォーラム第 3 回全国シンポジウムが聞かれる。主催は、

全国パブリックアート・フォーラム実行委員会 ( 福岡

市+ パブリ ックアー トフォーラム)。

. 1996年10月 4 日働 13  :  ｏｏｾ＠ 17  :  45 福岡市美

術館

・基調鳶J寅「街でアートに出合うとき( 仮)J

東京大学教授 藤森照信氏

・報告と討論ー今、福岡市で何がおこっているか

報告 1 r福岡市彫刻のある まちづくり」

報告 2 rミユージアム ・シティ・天神 1996J

討論「市民と対話するパブリツクアー トj

・ 1996年10月 5 日出 9 :  ＳＰｾＱＲ ・ Ｕ Ｐ 福岡市健康

づくりセンター ・あいれふ

・4 介科会目指命

「パブリ ック アー 卜の展開における市民参加」

「市民と都市の健康づくりーアートの視点から」

「創造としてのコラポレーションJ

「テンポラ リー ・パブ リックアートの可育E全」

「パブリックアートは豊かな公共空間を創りうるか」

なお、 4 日にはミュ ージアム ・シティ天神 '96、 5 日

には、シーサイドももち/ 都心部ウォーターフロン

ト/ キャナルシティの見学会がある。

参加費 2 日参加 一般7000円、学生2000円

l 日参加は半額、懇親会参加は5 l I]( こ3000円。

見学会参加は無車十。

問い合わせは、パブリックアー卜・フォーラム事務局

(TEL03- 3407- 9098) へ。

照明探偵団 ・連続実践講座

講 師 日比里子克彦氏( アーテ イス卜)

テーマ 「都市を駆ける電照箱J

開催日 1996年 9 月30日開 18:  ＳＰｾＲＰ ・ ＳＰ

会 場 東 京 デ ザ イ ン セ ン タ ー ・ガレリアホール

定 員 150名

参 加 費 → 宣2500円/ 学生 1500円

応 募 9 月 16日までに照明探偵団講座係 (TEL03-

3445- 1121) へ往復ハ力・キで。
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ー5- 4 末広ピル 側ドッ ト・コーポレーショ

ン内) で申込書を配布。郵送も可。

上記協議会本部 (TEL06- 390- 8561)

受講料 ・受験来←括して 28000円 c肖聞弘

資料代、昼食代含む)

A/ E/ C SYSTEMS J APAN '96 

11回目を迎える「建築新技術展/ 国際セ ミ ナ - A/ E/ C 

S YS T EMS  J APAN ' 96J は、建築 ・都市分野のコンビュ

ータ利用に関する展示会で、今年はとくに建築・都市

分野における情報のデジタルイヒ( 知識の蓄積) に必要

なハード/ ソフ トウェアと、データ交換 (知識の共有)

に必要なネッ トワーク、データの標準化等の技術、 製

品を集める。

会 期 ＱＹＹＵ 年 Ｙ 月 ＲＵ 日 休ト ＲＷ 日 総 Ｑ Ｐ ・ ＰＰｾ Ｑ Ｗ ・ ＰＰ

会 場 東 京 ・池袋サンシャインシティ文化会館

入場料展示会' 一般 1000円、学生500円

間合先 A/ E/ C  SYSTEMS J APAN車E織委員会事務局

(TEL03- 3222- 5041)  

ハウスメンテナー研修と検定受験を10月に

間 合 先

費 用

結 露 カピから建物を守り、カビ、ダ二、室内空気汚

染から人の健康を守るため平成 2年 8 月に発足した健

康住宅訪佳進協議会は、平成 5年に「健康住宅メンテナ

ンス技体渚( ハウスメ ンテナー) 制度j を富I j 誌 現在

約700名のハウスメンテナーが、住宅の新築・改築の際

にはユーザーの相談にのり、健康f芸宅に関する診断業

務を行っ ている。

平成 8年度の明彦 ・検定試験( 科目. 健康住宅の基本

/ 結 露 / 力ビ/ 環境生物/ 空気j景境/ 床下1業境) は、

東京 ・大阪商会場 ( 定員各200名) で| 日月に実施、合

否発表は 12月上旬の予定。

郵貨資格 18歳I人L ↑ 繍会が指定する研修の修了者

実 施 日 ・ 大阪会場 ＱＹＹＶ 年 ＱＰ 月 Ｒ 日 ｾ Ｓ 日

大阪科学技術セ ンター( 大阪市西区靭本町)

・東京会場 Ｑ ＹＹＶ 年 ＱＰ 月 ＱＷ 日 ｾ ＱＸ 日

和敬塾( 東京都文京区目白台)

申 込 害 8 月| 日から健康住副総隼協議会( 本部/

大阪市j定川区西中島4- 13- 24 花原第 3 ピ

ル603号、東京事務所/ 東京都港区虎ノ門2

デザイン・名古屋 '96コンペ

今回のデザインコンペティションのテーマは 「みちJ

のデザイン。21世紀に視点、を合わせ、有形無形の様々

な「みち」から広がるイメージを具3見化し、新しい価

値観を生み出すプロダク トデザイ ンや空間 ・環境のス

ペースデザイン、グラフィッ クデザイ ンなど、既五立概

念にとらわれない新鮮な提案を募集している。

審査は 2m皆で行われ、 一次審査て泡過した作品に対

して 2 次審査ではパネル、実物、模型の提出を求める。

対象すべてのデザイン分野の未発表作品。 日本国

内在住者。個人あるいはグループでの応募可

無料( ただし応募用紙の誇求が必要)

日nmJ 享のスチ レンボー ドまたはイラストボー

ドで、パネル仕様とし、裏面に規定の応募用

紙を貼付。 9 月30日までに郵送。

グランプリ ( 名古屋市長賞) 1点 150万円他

仙回満氏( 環境建築家) ほか 5 名

デザイン ・名古屋開催委員会事務局 (〒460名

古屋市中区栄2- 10- 19名古屋商工会議所ピル

・国際デザインセンタ ーTEL052-202- 1100)

出品料

提 出

賞

審査員

応募先

デンカC S Aファミリー製品

- 子二. . OCSA (膨張性混和材) コンクリートのひびわれ防止に

・子二 ＮＮｏｉｊｾ ，ヨニＮＮ Ｈグ ラウト用無 収 縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子二..0守3 ー子. ，' 1，友 情喜一? ? ? ) コンクリート躯体の漏水補修に

・安二. . nES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・安ニ..nzlooo(製品用超高度混和材) コンクリー卜パイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

A

Q

玄式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 店 ｔ ｅ ｌ 本社 ・ 京 都 ・ キ ｉｾｊ 野 Ｈ ＰＷＷＲＷ Ｉ 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

A

会株;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 )

式

4 4 3 - 6 1 8 1  

業産

TEL 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

A

Q

玄式株成東ネ土

A

Q

玄式株産物羊光 ネ土郷

TE L 滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

TEL  大阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

イヒ

2 5 2 - 6 0 0 0  
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通 常 総 会

第 l 回通常総会

ＲＶ 日・ Ｕ 時半 ｾＶ 時・於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か 川 名

議 事 ( 1)平成 7 年度事業報告の件

(2)平成 7 年度収支決算報告の件

(3理事補選の件

定 時 評 議 員 会

第 l 固定時評議員会

ＲＶ 日・ Ｕ 時 ｾＵ 時半・於本会会議室

出 席 者 鶴 田 議 長 ほ か51名( 劃壬状共)

議 事 ( Il'l'-成 7 年度事業報告の件

(2l'l'-成 7 年度収支決算報告の件

(3) 1: 里事存続墾の件

理 事 会

第 l 回常イ壬理事会

ＲＶ 日・ Ｔ 時 ｾＵ 時・於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か21名

議 事 ( 1)お昼会者承認のイ牛

(2) 1 : 里事補選の件

(3)支部平成 7 年度事業・決算報告承認の件

(4) 1: 圭媛・協賛名義使用承認の件

(5期告事項その他

第 l 回正 ・副会長会議

ＱＸ 日・ Ｒ 時半 ｾＳ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 、 岡 本 銭 高 、 三 品 各 副 会 長

山口梓l吾氏( 四会連合契約約款委員会委員)

月間の動き

第 3 回編集委員会

Ｑ Ｓ 日・ Ｖ 時 ｾＹ 時半・於本会会議室

出 席 者 募 謝 野 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 ( 1)8年 6 月号「いま、プールがおもしろいJ

特集結晶報告

(2) 8 年 7 月号「住まいの未荊象ー多面柑見点

から考える」特集伍昼報告

(3) 8 年 8 月号「マルチメディアがつくる世界J

特集経過報告

(4) 8 年 9 月号「建築計画系J 特集経過報告

(5)平成 8 年川月号「会員作品J 特集関係報告

(6)平成 8 年 12月号「青年技術者」特集関係報

告

(7) 9 年 4 月号「本会創立8 0周年記念特集j 企

画検討

(8)その他

第 3 回広告企画小委員会

Ｑ Ｓ 日 ・ Ｔ 時 半 ｾＵ 時 ＴＰ 介・於本会会議室

出 席 者 河 原 副 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1触自特集企画経過報告

(2昨品作風蘭係報告

(3)その他

(4阻 支1犬況報告

第 3 回設備介科会

ＱＷ 日 ・ Ｖ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 西 岡幹事ほか 6 名

議 事 ( け編集委員会の報告と検討

(2)  r設備の頁J の企画

(3) 10月号設備特集の企画

第 4 回計画系介科会- 建築ー

議 事 回 会 連 合 協 定 「工事契約約款j 改正について ＱＸ 日・ Ｗ 時 ｾ ｉｉ 時・ 於本会会議室

出 席 者 江 副 幹 事 ほ か 6 名

編 集 委 員 会 |  議 事 平 成 時 間 号 の 本 分 間 旦 当 特 集 の テ ー マ

第 3 回計画系分科会一計画一 及び内容構成にっし、て

Ｓ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ＴＵ 介・於本会会議室 第 3 回構造介科会

出 席 者 吉 村 幹 事 ＱＹ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時・於本会会議室

議 事 8 月号計画特集の企画 出 席 者 長 瀬 幹 事 ほ か 2 名

第 3 回会員企画小委員会 議 事 ( 1編 集委員会の報告

Ｔ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時・於本会会議室 (2) 2 月号構造特集の企画

出 席 者 稲 木 副 委 員 長 ほ か 4 名 (3)  i構造の頁J

議 事 (l) r建築と社会J (シ リーズもの) の報告と掲 第 3 回作品作風小委員会

載予定 ＲＷ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時的介・於本会会議室

(2漆庁しい企画案について 出席者 富田副委員長ほか 7 名

第 3 回施工材料介科会 議 事 ( 1駒 田編集委員会の報告

Ｖ 日・ Ｔ 持 ｾＶ 時・於本会会議室 (2昨 品 の 掲載状況並びに掲載予定の報告

出 席 者 植 田 幹 事 ほ か 3 名 (3) f 乍品の選定

議 事 ( 1)特集企画杉酎 (4)  r G剖 l eryJ 掲載報 告

(2施工材事初〉頁 (5冶員作品特集号について

第 3 回計画系介科会一建築ー (6)  r S KE T CH B OOK欄J の掲載予定

7 日・ 7 時~ω 時 半 ・於本会会議室

出 席 者 通 リ 幹事ほか 3 名 |  事 業 委 員 会

議 事 平 成 8 年 9 月号の本介科会担当特集のテーマ 第 3 回若い会員の集い小委員会

及び内容構成について

第 3 回計画系分科会ーインテリア・住宅一

Ｑ Ｒ 日・ Ｗ 時 ｾＹ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 中 村 委 員 ほ か 3 名

議 事 平 成 8 年 7 月号予定の本分科会の特集

ＱＱ 日・ Ｗ 時 ｾＹ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 杉 本 割 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1):1事業委員会の報告

(2}今後の予定について

(3漆 員の時間

【平成8年 6月分】

第 2 回 広 報 第 2 介科会

ＲＱ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時 Ｕ 分・於本会会議室

出 席 者 酒 井 、 下 村 両 幹 事 ほ か 2 名

議 事 免 震 講 習 会 の 企 画 に つ い て

建 材 委 員 会

第 3 回掛オ委員会

ＱＲ 日 ・ Ｓ 時半 ｾＵ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 11名

材車持見丹月 . ハイブリ ッ ド・リニューアル工法

議 事 今 後 の 検 討 出 オ

出 版 委 員 会

第 3 回出版委員会

ＲＰ 日・ Ｕ 時半 ｾＷ 時・於本会会議室

出席者 山田委員長ほか川名

議 事 ( 1) <プロのノウハウ〉と特装本の伍盈報告

(2)今後のテーマと執筆渚選定

(3)  rプロのノウハウJ 講座シリ ー ズ

ス ラ イ ド ・ レ ク チ ャ 一

一ぷらり海外建築見て歩きー

第 8 回アメリカの実験都市

ＲＵ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半 ・ 参 ］ 加者同名

30' s  E Y E - 2 1 世 紀 へ の エ ス キ ス

堀木エリ子/ S HI MUS 代表・和紙デザイナー

「建築空間に生きる和紙造形の創造」

ＲＸ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半 ・ 参］加者 Ｓ Ｔ 名

建 築 ク ラ ブ

第 290回朝食会

Ｑ Ｑ 日 ・ Ｘ 時 ｾＹ 時半・於大阪グランドホテル

演 題 阪 神 大震 災 ・オウム ・T BS . .

「軌道の裏側から激動の世紀末を読む」

講 師 浜 淵 節 夫 氏 ( 側京阪神エJ レマカ' ジン社社長)

参5加者 54名

入 会 者 (敬称略)

〔団体会員 3ヰ心

健康住宅推進協議会 制漸広島設計

側東洋製作所名古屋支底

日国人会員 11名〕

向(圃島島直股)

毅
鳥(居直島建{腔言)宜佳

渡(鹿辺島直殴展} 光 (兵城庫戸県都市史住宅郎部)

小(掴谷氷ハつ忠ス穂}  (高高田強田聾位置輝十司院雄輯 ilil

告川 彰浩 音{あ村とりえ美庵枝}  

( ; 佳会員 7 名〕

平尾(修R草凪直専勝} 敏 金(城修膿建敬専)子

橘( 修且彊専朝〉子 私2(永修凪賞康理事}i告

山t修中且瞳専貴〉司

森 田 博 信

( 属島直世)

北 山 泰 秀

{ 北山組)

山 口 幸 司

{ 韓瞳ンステム)

坂 井 敏 之

〈惇且撞専)

宮 本 博 司

{ 暗且瞳琢)

建 築と社会 ・1996.8 77 
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テトカッパー防水
| ガーパー防水帯 一 一一 コーパータイトオクロン防水得 I

貨車唱をご. * 下さい。

新しい時代の、新しい扉をひらきたい。

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式
A 、

ヱ三 社

本 社

支 庖

倉 庫

神戸市中央区三宮町3- 7- 6( 神戸 7 クトクピル5階)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4 

神戸市東灘区御影石町 4 丁目( 電話811- 3610)

奥山 t 菜 械 式5
イ工…一式

本 社 東京 事事中央区銀座8- 4・9 奥山ピル T E L 0 3(3571 ) 2703側 F AX 03(3571 )0264

大飯事務所 TEL06(391) 1081- 2FAX 曲臼95)2109 畠古屋出彊踊 TEL052(811)3660

機堤富聾所 TELO叫 (320) 刊 32 同XO・5(320)4765 庫 本 出 彊 所 TELO岨2(21) 1761 向 岡 崎2(23) -1341

埼玉嘗軍所 TELO岨 (774)28・5 王 維 出 彊 所 TEL0292(28)  0878 FAX0292 (28)  2614 

ｔ ｾｾ ｙ ［ｽ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

東洋シャッター株式会社

本 キ土 干 540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2ーl O( TSピJ レ)

T  E  L  ( 0 6 ) 9 4 3  - 6 5 7 1  (1'-t) 

・東京/ 償浜/ 盛岡/ 仙台/ 水戸/ 鯛/ 岡崎/ 名古屋/ 富山/ 大海/ 京郵/ 神戸/ 広島/ 高松/ 福岡/ 飽全国主要都市

黒 板 ・ 掲 示 額 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干547 大阪市平野区加美北 3 - 4 - 5

T EL 06 (792) 5858 F AX  06 (792) 2810 

情報処理/ 編集・企画/ 印制・製本

Ｍ｟Ｑｾ＠

日本電植株式会社

大阪市西区西本町 l の13の33

TEL . 06- 532- 0 4 6 1  ( 代表)

I'AX. 06- 535- 5  18 1  

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

あ T

勺 ・T 叩

ゅ ::"_ jc

A _ ー 阪 7  

雇門事ア• J 一一 宮 ツ

恨 J L i量 ヮ

工A 区 ス

ま株主支

fp式E 77
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・ 施工 )

結朝日工業社

本社 ・本底 東京都港区浜松田T l - 25- 7 電話03 (3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川区加島ト58- 59 電話 06 ( 302)  2270 

支 底北海道/ 東北/ 北関東/ 横浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ》械式会社

本車・大臣事祉 干550 大阪市西区江戸掘 1丁目 9番25号 電話 (06)44卜8231

東 京 本 社 〒102 東京都千代田区富士見 2丁目 15番10号 電 話 (03)3261-8231

支 社 名古屋 ・福岡

宝 庫 札幌 ・仙台 ・新湯 ・大宮 ・千葉 ・償浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 難 所 帯広 ・函館 ・青森 ・秋田 ・盛岡 ・前婿 ・長野 ・静岡 ・量豊田 ・滞 ・富山 ・

福井 ・徳山 ・訟山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那覇

出 張 所 旭川 ・福島 ・川崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海外宝庫 シンガポール ・ホンコン

技衛研究所 〒354 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番地電話 (0492)58-1511

空気調和設備 / X ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 ( / 冨¥1 水 処 理 施 設

電 気 設 備 す' """""v 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役大阪支庖長 琴 浦 健

大 阪 支 庖 大阪市中央区北浜 2 - 2  - 21 電話 06( 202) 3071  ( 代表}

本社・東京本庖 東京都千代田区有楽町 1- 4 ー l 電話 03( 3502) 6111 ( 大代)

支 底 名古屋・九州・北海道・中国・東北・北陸・横浜・東関東・北関東・神戸・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施 工

φ 三建設備工業株式奮社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1  1  3  1刊

本 社 東 京 都中央区日本才散防投開T2 - 22 電 話 ( 3667) 3431  ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札幌・ 広 ぬ ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・ 横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。
空

-
-

-ー

発 調格式会社

本 祉大阪市中央区駿見 2丁目 l 番61号ツイン21Ml Dタワー 電話 06- 949- 1371

東 京 本 底 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話03- 3344- 7911

大 阪 本 底 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 13 番 20 号 電 話 06- 363- 1371

支 底 仙 台 ・横浜 ・名古屋 ・京都 ・神戸 ・広島 ・福岡

営 業 所 机脱・茨域 ・大宮・千葉・山梨・静岡 ・福井・滋賀 ・和歌山 ・松江 ・長崎 .i中縄

出 張 所 管 森 ・秩田 ・盛岡 ・川崎 ・富山 ・岐阜 ・三重 ・鳥取・岡山 ・

高松 ・下関 ・大分 ・熊本 ・宮崎 ・鹿児島

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 諌 結

但9 よりよき環境へ技術で挑む一一一

f i  株式会社書研

由回 目ーー一

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( オートセンターピル 1. 2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代 表

メンテナンス部電話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

東 京 支 l苫 東京都文京区小石) 111丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

郵便番号112 電話 (0 3) 5  6  8  9 - 2  3  5  1 代 表

商昂は宇気てすo ¥1 r  
掴 圃 黙と空気の工ンジ二? ーー-

ｾ｜ン Ｕｔｩ• 

空 気 調 和 4 と竺L 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛 生 、てでア' 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工襲備式 ｾｾｴ
大 阪 支 底 干530 大 阪 市北 区 西 天 満 3 丁目 6 番 14号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代表)

本 社 〒 100 東京都千寸t 回区丸の内 3 丁目 3 番 l 号

電 話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代表)

ガス敵備の位計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 織 器 特 約 庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 電 0 6 - 466- 2268

大阪営雛所

枚方営業所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3 電0720- 49- 2128 

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 空 調 設 備

弱気西原衛生工業所大阪庖

大阪市北区中津6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪( 458) 3628番

支 庖 ・営 業 所 福 岡 ・京事rs・天 理 ・j 1r西・神戸

O K U J U  
スベースクリ%<>ー

自 箆rEfffw容も危島b妥ヨ叡錨拶窃§

「大規模天井無足場工法j

内外義創作パネル・システム天井・間仕切

畑幸社オクジ: コー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3書 7号 干530

TEL(06)312-4131 FAXω6) 312- 7鈎8

東京・九州ー償浜名古屋仙台・宮崎京都
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社本

、 ず

ｾ＠

ｾ［量轟圭桑警護

人と都市の快適な環境をつくります

- 空関・給排水・衛生役備

空気綱相

工・配菅

水盤 理

コー ジェ ネレーション

クリーンル-. L.

・プラント

プラント肘轟

システムエ ンジ ニアリ ν グ

且 Ｎ，ＮＭ Ｂ，， ＱＰ れるテ ｊ エィテ ｾＧＢｾｉ ト ー

メｾ一一一 ζ 叱

令 住 友 電 設 株 式 会 社 議22Z12諒宮腹立;; zmJZ:1;!?

- 情線通信股備

情縄通信牟 Iノトワーク

情組担廻

通情システム

量進システム

・電力流通段備

豊宜電

架空過配電

地図炉送配電

世a司 自 殴 肘 . 11:1: . 11彊

・電気股備

畳宜電 ・幹値

動カ ・嗣圃轟置

電眠、量送、インターホ ン

防 犯、防虫

ゆ灸監視酬割

システム計轟

電 気 工 事 設 計 施 工

織 式 会 員 三 輿 討

上 田 正 雄

大 阪 市北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ビル 5倍 )

電 話 0 6 ( 3 6 1) 3 6 7 1 ( 代)

東 京 都 中央 区 日 本 橋 茅 場町 2 丁 目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 ) 1 4 7 8 ( 代)

堺 ・ 泉 州、| ・ 泉 南 ・ 滋 賀

代表取締役社長

。

ヰ土

底

本

支

営 業 所

設計施工

| 朝 陽 電 気 株 式 会 社 I

⑤ 
電気設備

電気段備・骨十義制御訟備・空間股備・クリーンルーム段備・プラント役僧

鈴排水衛生段備・エネルギー集中監視システム 段骨十施工

三宝電機械式会社

取 締 役 社 長 嘉 納 秀 一

F
，
，

d

p

内

d

F

'
h

u

仙

士

本 社 干530 大阪市北区中之島三丁目 2- 4  ( 朝日ビル) 電話06 (385) 1361的

大阪営業所 〒564 吹 岡 市 垂 水 町 3 丁 目 34 - 6 電話06 (385) 1361的

京都営業所 干615 京 都 市 右 京 区 西 京 極 葛 野 町 21 危話075(311) 118刻。

神戸営業所 〒650 神戸市中央区浪花町59 ( 神戸朝日ピル} 電話078(333) 775ω。

1't 本山代 表 取 締 役

事 担〒日 ｏｾ 匝市北 ｅ 西天濁 ＲＮＶＭＸＨ 宜ピ ｪ レＩ TEL 1)6(3倒)1471.FAX 1) 6( お心部お

車 京 頁 担 〒105 車京都謹E斬蝿2・16Cユ一新蝿ピル) TEL閃(3切の位剖 FAX 凶{ 日4) 位館

名古屋豆居 〒462 名古屋市北区童回目-12-14 TEL凶2( 鈎1 ) 附・FAX052( 引の7臼5

樽戸頁后 〒657 樽戸市量巨岩里中旬1-2-9( 工ピスピM TEL 078(881) 笥71・FAX078( 871l 印刷

層 研 究 所 〒590 大匝府騨市三宝匂七7 お9 TEL 0722( 27) 似08・FAX0722( 27) 1424

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会

関 西 支 社

馬 田 栄

社

特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和室に最適

四-ー:!::ナ)(株)iliO: J : J 00:  
常務取締役支社長

大阪市中央区 高聴 橋4丁目 3番 7号 電話 大阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸 ノ内・新宿・神奈 川・東関東・中部・九州

場

一

二

工

第

第

Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

勝 式 会 事 土 工 ヌ 工 ム ピ 一

線 式 会 事t ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大阪支底 大阪市中央区北浜3-2-23(情愛ピル)

T  E  L06-202-3294 
-・11

11

。
_， Ｎ￞ｊＭ｜｜ＩｾＭ 酬の断熱恥ｾ人

』 易 二 シ - 可 今

日n/¥"' イチ
1
1ーシートP

目豆電線株式奮融制問刊田区丸棚2丁目1・2雪( 干佃ピル)

協

同

山

一m

v

 

o

b

 

D

 

{環取締役社長 依 藤 孝 行

膏葉印刷株式会社

〒534 大阪市都島区中野町2丁 目10番11号

Phone. 06・351 ・5428 Fax. 06- 351- 5299 
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叫

気通1. .人のル- ｾＮｯ＼ｾＮ Ｎ＠ 岡個1; r;ll'p ll ペー友t - D' J ・

" 毎週院の保安上の貸住分界胤，，< 1 に附a上の に加え。偲，Ii の丙阿見噌減。Idl J i &市のメイ J

分 " ，' とする ストリート Ｇｾｅ に射いて . .  ・' Tft 引き込ゐが多

股a令 書 " 鍵 眼 安 全 陸 コ ス ト 保守性会 ( ' . ・るでみるう

Ｂ Ｎ しＮ方式を決定 ｌ ，ｾ， ｪ れ ＱｦｴＢ 吻年い iJI IZ i f : 5r: 司，. .

1- 38 1( 1二示す高座愛11m! 込み方式とはるの 鍵約竃/ J がl Ok W以上の物件〈峰べ隊萄繍

"  鍵約竃/ J が 5 0 k Wか勺 2000 k W ｾ依綱 の お施、7∞m ・以上》で" ‘ 1. 舎はか勺の電

唄. . の姐簡で オ フ 4 スピH 附樋で 身える / J の俄' "司E反1Z 6. 6k Y 以上と α り賓" 司，. .  

と 縫ぺ床桶摘で約 ' 000、的・0 償却 m' 限度 地内" 設a された* " 電健婦で照明空調m粛

の " . . と伝る はどのn仰で利用する‘ [ f ( 200 V I1∞ V ) に

地岐 ' " 盆伏成により .α る が ー 般 的 に " ‘医を使えて竃，，ｾ償給する 鐙庄司.m健全般

附される方式 1=. A  11弐 { 側内は} また uc， ! I する‘ ! I I 滋". ‘ 気. . . . のゆで緑む大志. ，ス

o  Jj .1{ 【' " 日で" る ペース告とる bののー勺であり辺倒の昼本I t

引さ必ゐUI ;tI!!)Jの. 1H. j 髄陥 るため 間内 厳に大 l!J/i. U・. ，え" すまた 11闘の. . 惟上

位のt立置に r;t r. t : 1 ! が必揮である £に場合に 不可欠でめり 1>1.喝H院に l三 ' " 属計画上十分

ょ，て" 既肢の‘ 力院を修助，る こと bめる . ，令慮。ι必需である 紐8省住H I 慢すると 大

'<. 寝 . . " 坦民主nmと伝る a' J n何のめる嶋所 むし (I ; t f . ¥併の中心であ

紅白近俸の綱嶋回禍福からのニーズの高ま るζ とが留ましいがー般的に" 地下 t ｦｾＧ ［ｴ ｬｴ＠

りをgをけ 関係省庁聞の合. @の b とに開拘 61 上脂付近とずることが多い 馴 ト39 ft に代侭

写かり .till lr.J fi . 地中化が唱の合れているため 的1.;&. 1局所告示す

今役 1<1， . 震が耐をrrr で安定している峰婦はど 誕乱麻! I I " 電気段・の陸" を劣化さぜ. "

一 拍 ー

- 目 次

序 論 建 築 設 計 の た め の設備

第 l 章 建 築 基 本 計 画 に 必 要 な 設 備 基 礎 知 識

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電気設備/

昇降機設備/ ごみ処理設備

第 2章 事 務 所 ピ ル の 設 備 基 縫 知 識

給排水衛生設備( + ごみ処理) / 空気調和設備/

電気設備/ 昇降機設備

第 3章 商 業ビルの設備基礎知識

給排水衛生設備( + ごみ処理) / 空気調和設備/

電気設備/ 昇降機設備/ 貸方基準

第 4章 集 合 住 宅 の 設 備 基 礎 知 識

給排水衛生設備( + ごみ処理) / 電気設備/ 昇降

機設備/ 電気エネルギー設備/ ガスエネルギー

設備

第 5章 意匠設計者による設備の打ち合わせ

現地調査/ 官庁打ち合わせ事項/ 建築主打ち合

わせ事項/ 法規チェックリスト

第 B章 事 務 所 ビルの設計例

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電気設備/

昇降機設備/ モデルピル設備概要

第 7章 商 業 ビルの設計例

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電気設備/

昇降機設備/ ごみ処理設備/ モデルピル設備概

要

第 日章 建築と設備の媛点

外壁，屋根/ ドアガラリー/ 機械室/ 屋上，屋

外/ 天井/ 08. P 8/ E P 8/ フロアダクト/

設備更新/ 騒音・仮動の防止/ 住宅用メーター

ボックス/ 各種機器の納まり/ 配管スペース

I … 一 鶴 悶 一 協 吋 矧

ヰ社土会状況を計古織2厳tり込み、責量誇幸新庁の技f術桁情報を盛り込もむ‘ べ〈新たに害 き起こしたもので、幸執丸廷主筆華には、東畑建築事務所、 日建設

計、安井建築設計事務所、大阪ガス、関西電力の設備設詐者が当たり、編集委員会て惟鼓を重ね ましf二七

第一線て活躍する設備設詐者が、実務において、建築と設備のかカ、わりあう場て直面した問題を掘り起こしその解決

伝劉尺校て示した本讐は、意匠設詐蓄のみならず、初歩の設備E宣言ヤ者にも好イ図の資料になるものと思います。

本 訟のお求めは、全国のill i 6で! !

(他日本建築協会( 干53関荻市北区梅田1 - 1-3

-2100TEL06- 348-0635、FAX06- 348-0634) 

でt立、 害児価格< + 送業l実質) でF反定しますの

で、本会までごぢ弐:下さい。
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困国

宣言イヨTこ』

屋根はいま、新しい表情をもった

根にも容易 な施工 が可能です。

不燃性と ソフ トな化粧性を合せ持ち、下

王手防水材との防水 システ ムの併用も相ま

って、 屋根仕上材の自 信作です。

現代感党あ ふれる超モダンな屋根から純

和風屋根に いたるま であらゆる屋根にセ

ンス 良 〈調和します。

三星フ ネ ンシング ルは、カ。ラスマ ッ ト

1 0 0 % の芯材と耐候性にきわめて優れ

た特殊合成樹脂混入無機物からなる不燃

認定を受けた屋根仕上げ材です。

耐久性、柔軟性に優れ、表面は環境に調

和する彩色砂粒を圧着してあります。軽

量にもかかわらず風に対しても十分な安

全性を持 っています。 どの様な形状の屋

T E L06  (4'13) 0431 

T E L078( 362) 6121  

T E L082( 246)8625 

T EL092( 724)811 1  

T EL03( 5821) 7711 

雑誌 03379- 8  

干550 大 阪 市 西 区 京 町 樹 1 10  5  

干650 神戸市中央区栄町通5- 1- 22 H宝栄町ヒ・ J レ

干 730 広島市中区西平原町8- 13 立駐広島ピノレ

干810 福 岡 市 中 央 区 大 名 2 4  35 

〒101 点 京 郎 千 代 田 区 岩 本 町 3 11  13  

阪

戸

島

岡

京

大

神

広

徳

東

西日本三星シングル工事協同組合

田島ルーフィング株式会社v  


